
経済産業省 

 

２０１９０３０８保局第５号 

 

 「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律及び関係政省令の運用

及び解釈の基準について」を次のように定める。 

 

平成３１年３月１５日 

 

 

 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律及び関係政

省令の運用及び解釈の基準について 

    

 

 

 

 「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律及び関係政省令の 

運用及び解釈の基準について」を別紙のとおり制定する。 

 

 

   附 則 （平成３１年３月１５日２０１９０３０８保局第５号） 

１．この規程は、平成３１年５月１日から施行する。 

２．この規程による制定後の別添４液化石油ガス保安の確保及び取引の適正化に関する法律施

行規則の運用及び解釈について第１６条（販売方法の基準）関係１．（１）によって明示す

べき事項については、平成３１年１０月３１日までの間は、なお従前の例によることができ

る。 

３．なお、この規程の制定に伴い、「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正に関する

法律及び関係政省令の運用及び解釈について」（平成２６年１０月２２日付２０１ 

４０９０１商局第３号）は平成３１年４月３０日もって廃止する。 

 

   附 則 （令和２年４月１０日２０２００４０８保局第２号） 

この規程は、公布の日から施行する。 

 

附 則 （令和４年７月１５日２０２２０５２５保局第１号） 

（施行期日） 



第一条 この規程は、令和４年７月１５日から施行する。 

（経過措置） 

第二条 この通達の施行の日から起算して６月を経過するまでの間は、保安機関

の認定及び保安機関の保安業務規程の認可に係る運用及び解釈について２．技

術的能力について（４）⑤中（ⅰ）から（ⅵ）までに規定される講習に関わら

ず、産業保安グループガス安全室が質量販売緊急時対応講習と同等と認めた講

習を受講した場合は、質量販売緊急時講習を受講したものとみなす。この場合、

当該同等と認めた講習の受講修了証をもって、（ⅳ）の講習受講修了証とする。 

 

   附 則 （令和５年３月３１日２０２３０３２４保局第１号） 

（施行期日） 

第一条  この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 

   附 則 （令和５年１２月１５日２０２３１２１２保局第２号） 

（施行期日） 

第一条 この規程は、令和５年１２月１５日から施行する。 

 



 

（ 別 紙 ）  

 

２０１９０３０８保局第５号 

平 成 ３ １ 年 ３ 月 １ ５ 日  

 

液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る  

法 律 及 び 関 係 政 省 令 の 運 用 及 び 解 釈 に つ い て  

  

 

液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 、 同 法 施 行

令 、 手 数 料 令 及 び 施 行 規 則 等 の 運 用 及 び 解 釈 を 別 添 １ か ら ４ ま で の と お

り 定 め た の で 、 通 知 す る 。  

 

別 添 １  液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 の

運 用 及 び 解 釈 に つ い て  

 

別 添 ２  液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施

行 令 の 運 用 及 び 解 釈 に つ い て  

 

別 添 ３  液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 関

係 手 数 料 令 の 運 用 及 び 解 釈 に つ い て  

 

別 添 ４  液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施

行 規 則 の 運 用 及 び 解 釈 に つ い て  
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別 添 １  液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 の 運 用 及

び 解 釈 に つ い て  

 

第 ２ 条 （ 定 義 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 中 「 主 成 分 と す る ガ ス 」 と は 、 プ ロ パ ン 、 ブ タ ン 又 は 政 令 で 定 め

る 炭 化 水 素 を 含 む ガ ス で あ っ て 、 こ れ ら の ガ ス の 合 計 が 、 常 用 の 温 度 に お け

る 重 量 比 で 、 他 の い ず れ の 一 種 類 に 属 す る ガ ス よ り 小 さ く な い も の を い う 。  

２ ． 第 １ 項 中 「 そ の 充 て ん さ れ た 容 器 内 又 は そ の 容 器 に 附 属 す る 気 化 装 置 内

に お い て 気 化 し た も の を 含 む 。 」 と は 、 容 器 中 の い わ ゆ る 気 相 部 の ガ ス 及 び

容 器 に 附 属 す る 気 化 装 置 内 に お い て 気 化 し た ガ ス を 含 む こ と の 意 味 で あ り 、

念 の た め の 規 定 で あ る 。  

な お 、 本 法 に お け る 「 容 器 」 と は 、 高 圧 ガ ス が 充 て ん さ れ る も の を す べ て

含 む 。  

３ ． 第 ２ 項 中 「 生 活 の 用 に 供 す る 」 と は 、 消 費 生 活 の 主 体 と し て 使 用 す る と

い う こ と で あ り 、 具 体 的 に は 、 冷 暖 房 用 、 飲 食 物 の 調 理 用 、 風 呂 等 の 湯 沸 し

用 に 使 用 す る こ と を い う 。  

４ ． 第 ２ 項 中 「 生 活 の 用 に 供 す る 一 般 消 費 者 」 に は 、 船 舶 内 で 業 務 の た め 冷

暖 房 、 飲 食 物 の 調 理 、 湯 沸 し の た め に 液 化 石 油 ガ ス を 使 用 す る 者 は 含 ま れ な

い が 、 生 活 の 本 拠 を 船 舶 内 に お く い わ ゆ る 水 上 生 活 者 で あ っ て 液 化 石 油 ガ ス

を 使 用 す る 者 は 含 ま れ る 。  

５ ． 同 一 の 貯 蔵 設 備 の 中 の 液 化 石 油 ガ ス を 、 例 え ば 、 生 活 の 用 と 工 業 用 と に

使 用 し て い る 者 は 、 当 該 液 化 石 油 ガ ス を 主 と し て 工 業 用 に 使 用 し て い る 場 合

は 高 圧 ガ ス 保 安 法 の 規 制 の 対 象 と な り 、 主 と し て 生 活 の 用 に 使 用 し て い る 場

合 は 、 本 法 の 一 般 消 費 者 等 に 該 当 し 、 本 法 の 規 制 の 対 象 と な る 。  

６ ． 第 ３ 項 中 「 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 」 と は 、 次 の 各 形 態 に よ る 事 業 を い

う 。  

①  液 化 石 油 ガ ス で あ っ て 容 器 に 充 て ん さ れ て い る も の を 一 般 消 費 者 等 に 販

売 す る 事 業  

②  ガ ス メ ー タ ー を 使 用 し て 一 般 消 費 者 等 が 消 費 し た 液 化 石 油 ガ ス の み に つ

い て 代 金 を 受 領 す る 販 売 を す る 事 業  

７ ． 第 ４ 項 中 「 供 給 設 備 」 は 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 所 有 物 で あ る 必 要

は な い 。 し た が っ て 、 一 般 消 費 者 等 又 は 第 三 者 が 所 有 し て い る 設 備 で あ っ て

も 、 省 令 で 定 め る 定 義 に 該 当 す る 設 備 で あ れ ば 、 す べ て 「 供 給 設 備 」 で あ

る 。  

 ま た 「 船 舶 」 と は 、 船 舶 安 全 法 の 適 用 を 受 け る か 否 か を 問 わ ず 自 力 航 行 能

力 を 有 す る 社 会 通 念 上 の 船 舶 す べ て を い う 。  

 第 ５ 項 中 「 船 舶 」 も 同 意 語 で あ る 。  
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８ ． 第 ５ 項 中 「 消 費 設 備 」 と は 、 調 整 器 （ 質 量 販 売 に 係 る も の に 限 る 。 ） 、

ゴ ム 管 、 配 管 及 び 燃 焼 器 等 配 管 に よ っ て 接 続 さ れ た も の 並 び に 燃 焼 器 の 付 属

装 置 を い う 。  

 

第 ３ 条 （ 事 業 の 登 録 ） 関 係  

１ ． 「 販 売 所 」 と は 、 通 常 の 場 所 に お い て 取 引 （ 契 約 ） が 成 立 す る （ 取 引 が

成 立 し て い る か 否 か は 、 通 常 、 取 引 条 件 が 決 定 さ れ て い る か 否 か に よ っ て 認

定 さ れ よ う 。 ） 所 を い い そ の 場 所 か ら さ ら に 他 の 場 所 に 連 絡 さ れ 、 他 の 場 所

か ら 現 品 が 供 給 さ れ る と い う よ う な 事 情 が あ っ て も 、 そ の 場 所 に お い て 取 引

が 成 立 す る 限 り 、 当 該 場 所 は 販 売 所 で あ る 。  

２ ． 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ５ 条 の 許 可 を 受 け て い る 者 で あ っ て も 、 一 般 消 費 者 等

に 対 し 液 化 石 油 ガ ス を 販 売 す る 事 業 を 行 お う と す る 場 合 に は 、 本 法 第 ３ 条 の

登 録 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

３ ． 第 ４ 項 中 「 第 ４ 条 第 １ 項 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い こ と を 誓 約 す る 書

面 」 は 、 申 請 者 （ 法 人 に あ っ て は 代 表 者 ） が 誓 約 し た も の で な け れ ば な ら な

い 。  

 

第 ４ 条 （ 登 録 の 拒 否 ） 関 係  

  第 １ 項 第 ４ 号 中 「 業 務 を 行 う 役 員 」 と は 、 株 式 会 社 の 取 締 役 、 合 名 会 社 の

業 務 執 行 社 員 等 を い い 、 法 人 の 業 務 の 監 査 に 当 た る 者 は 、 法 人 の 役 員 で は あ

る が 、 こ こ に い う 「 業 務 を 行 う 役 員 」 に は 該 当 し な い 。  

 

第 ７ 条 （ 標 識 の 掲 示 ） 関 係  

  本 条 の 掲 示 は 、 法 第 ３ 条 第 １ 項 の 登 録 を 受 け た 後 に そ の 事 業 を 開 始 す る 時

ま で に 掲 げ さ せ る も の と す る 。  

 

第 ８ 条 （ 販 売 所 等 の 変 更 の 届 出 ） 関 係  

１ ． 「 事 項 を 変 更 し た と き 」 と は 、 法 第 ３ 条 第 ２ 項 第 ３ 号 に 係 る 事 項 に つ い

て は 、 そ の 変 更 の 内 容 が 規 則 第 １ ４ 条 各 号 の 基 準 に 不 適 合 に な る 可 能 性 の あ

る 場 合 の も の を い い 、 例 え ば 、 貯 蔵 施 設 に 係 る 同 一 材 料 で の 屋 根 の ふ き か え

は 含 ま れ な い 。 法 第 ３ 条 第 ２ 項 第 ４ 号 に 係 る 事 項 に つ い て は 、 保 安 業 務 区 分

ご と 販 売 所 ご と に 保 安 機 関 を 変 更 し た と き に は 、 届 出 が 必 要 で あ る 。  

２ ． 会 社 等 の 組 織 変 更 、 例 え ば 株 式 会 社⇄持 分 会 社 （ 会 社 法 第 ７ ４ ３ 条 ） の 場

合 は 、 本 条 に 基 づ き 届 出 書 を 提 出 す れ ば 、 法 第 ３ 条 の 登 録 を 受 け る 必 要 は な

い が 、 個 人 名 義 で 第 ３ 条 の 登 録 を 受 け て い た 者 が 事 業 体 を 法 人 化 す る 場 合 に

は 新 た に 登 録 が 必 要 で あ る 。  

 

第 １ ０ 条 （ 承 継 ） 関 係  
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  本 条 は 、 事 業 の 全 部 を 譲 渡 し 又 は 相 続 若 し く は 合 併 が あ っ た 場 合 を 新 規 の

登 録 の 特 例 と し て 認 め て い る も の で あ り 、 例 え ば 、 一 部 の 販 売 所 に 係 る 事 業

の 譲 渡 し の 場 合 は 、 法 第 ３ 条 第 １ 項 の 登 録 又 は 法 第 ８ 条 の 販 売 所 等 の 変 更 の

届 出 （ 必 要 に 応 じ て 法 第 ３ ６ 条 第 １ 項 の 許 可 ） が 必 要 で あ る 。  

  事 業 の 全 部 の 譲 渡 し と は 、 被 承 継 者 の 液 化 石 油 ガ ス の 販 売 に 係 る す べ て の

事 業 に つ い て 譲 り 渡 す こ と で あ り 、 す べ て の 販 売 所 に つ い て 営 業 権 、 店 舗 及

び 貯 蔵 施 設 、 従 業 員 、 帳 簿 等 を 譲 り 渡 す こ と を い う 。  

  相 続 と は 、 そ の 事 業 の 包 括 承 継 の み を 意 味 し 、 分 割 承 継 は 含 ま な い 。  

 

第 １ １ 条 （ 貯 蔵 施 設 ） 関 係  

  「 自 己 の 用 に 供 す る 液 化 石 油 ガ ス の 貯 蔵 施 設 を 所 有 し 、 又 は 占 有 し な け れ

ば な ら な い 」 と は 、 単 に 自 ら 所 有 し 、 又 は 占 有 し て い る の み で は 足 り ず 自 ら

使 用 し う る 状 態 、 条 件 で 所 有 し 、 又 は 占 有 し な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 、 所

有 は し て い る が 、 他 人 に 貸 し て い る 場 合 は 、 本 条 に は 該 当 し な い 。  

 

第 １ ３ 条 （ 規 格 に 適 合 し な い 液 化 石 油 ガ ス の 販 売 の 禁 止 等 ） 関 係  

  第 １ 項 中 「 適 合 し な い 液 化 石 油 ガ ス の 一 般 消 費 者 等 に 対 す る 販 売 （ 液 化 石

油 ガ ス を 一 般 消 費 者 等 に 現 に 引 き 渡 し そ の 消 費 さ れ た 液 化 石 油 ガ ス の み に つ

い て 代 金 を 受 領 す る 販 売 の 場 合 に は 、 引 渡 し ） を し て は な ら な い 。 」 と は 、

指 定 製 造 事 業 者 制 度 が 廃 止 さ れ た こ と に 伴 い 、 規 格 に 適 合 す る 液 化 石 油 ガ ス

を 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 は 自 ら の 責 任 に お い て 販 売 し な け れ ば な ら な い こ

と を い う 。  

 

第 １ ４ 条 （ 書 面 の 交 付 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 中 「 販 売 契 約 を 締 結 し た と き は 」 と あ る が 、 販 売 契 約 自 体 の 成 立

要 件 、 契 約 様 式 に つ い て は 、 本 条 は 制 限 を 加 え て い な い 。 す な わ ち 、 口 頭 の

約 束 で も 契 約 は 成 立 す る 。 本 条 は 契 約 が 成 立 し た と き に 、 書 面 を 交 付 す べ き

こ と を 定 め る の み で あ る 。 契 約 内 容 が １ 回 限 り の 販 売 に 係 る も の で あ る と 、

長 期 に わ た る も の で あ る と を 問 わ な い 。  

２ ． 第 １ 項 中 「 書 面 」 は 、 契 約 書 で あ る こ と は 必 要 で な い 。 販 売 事 業 者 が 一

方 的 に 交 付 す る も の で よ い 。 た だ し 、 取 引 条 件 の 記 載 に つ い て は 後 日 争 い が

あ っ た 場 合 、 一 般 消 費 者 等 の 側 で 援 用 す る こ と は 可 能 で あ ろ う 。 ま た 、 販 売

事 業 者 が 、 本 書 面 を 正 副 ２ 通 作 成 し 、 一 般 消 費 者 等 の 認 印 を も ら い 、 １ 通 を

保 存 す れ ば 、 販 売 事 業 者 も こ れ を 援 用 し う る こ と と な る が 、 本 条 は こ の よ う

な こ と を 禁 止 す る も の で は な い 。  

３ ． 第 １ 項 中 「 交 付 し な け れ ば な ら な い 」 と は 、 販 売 事 業 者 に 交 付 義 務 を 課

し て い る だ け で あ っ て 販 売 事 業 者 に 対 す る 交 付 請 求 権 が 一 般 消 費 者 等 に あ る
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こ と を 意 味 す る も の で は な い 。 た だ し 、 契 約 上 の 交 付 請 求 権 の 発 生 を 妨 げ る

も の で は な い 。  

４ ． 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 液 化 石 油 ガ ス の 引 渡 し の 方 法 」 と し て は 、 容 器 に 充 て

ん さ れ て い る 液 化 石 油 ガ ス を 一 般 消 費 者 等 に 引 渡 す 場 合 に は 、 「 継 続 的 消 費

に 支 障 を 生 じ な い よ う 遅 滞 な く か つ 、 配 管 に 接 続 し て 」 液 化 石 油 ガ ス を 引 渡

す 旨 を 具 体 的 に 記 載 す る こ と と し 、 容 器 に 充 て ん さ れ て い る 液 化 石 油 ガ ス を

一 般 消 費 者 等 に 引 渡 さ な い 場 合 に は 「 計 画 的 な 容 器 の 交 換 等 に よ り 、 一 般 消

費 者 等 の 継 続 的 消 費 に 支 障 を 生 じ な い よ う 遅 滞 な く 」 液 化 石 油 ガ ス を 引 渡 す

旨 を 具 体 的 に 記 載 す る こ と と す る 。  

５ ． 第 １ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 「 供 給 設 備 及 び 消 費 設 備 の 管 理 の 方 法 」 と し

て 、 消 費 者 が 供 給 設 備 の 取 外 し を 行 う 場 合 に は 、 保 安 の 確 保 の た め 当 該 供 給

設 備 に 係 る 販 売 事 業 者 に 連 絡 し な け れ ば な ら な い 旨 記 載 さ せ る こ と と す る 。  

６ ． 本 条 の 書 面 に 第 １ 号 か ら 第 ６ 号 ま で に 掲 げ る 事 項 以 外 の 事 項 を あ わ せ て

記 載 す る こ と は 差 し 支 え な い 。  

特 に 、 当 該 販 売 事 業 者 の 保 安 サ ー ビ ス の 内 容 （ 消 費 者 宅 の 調 査 点 検 の 毎 年

実 施 、 全 消 費 者 宅 へ の ヒ ュ ー ズ ガ ス 栓 設 置 等 ） に つ い て も あ わ せ て 記 載 す る

よ う 指 導 さ れ た い 。  

 

第 １ ６ 条 の ２ （ 基 準 適 合 義 務 等 ） 関 係  

  第 ２ 項 の 命 令 は 、 図 の よ う な 場 合 、 Ｂ 県 に あ る 供 給 設 備 に つ い て は Ａ 県 知

事 が 行 使 す る こ と と な る 。 し た が っ て 、 供 給 設 備 と 消 費 設 備 の 監 督 行 政 庁 が

異 な る こ と と な る が 、 緊 急 時 等 に お い て 、 一 般 消 費 者 等 が 不 便 を 生 じ な い よ

う 関 係 都 道 府 県 及 び 指 定 都 市 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第

２ ５ ２ 条 の １ ９ 第 １ 項 に 規 定 す る 指 定 都 市 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 間 で こ の よ

う な 設 備 の 所 在 地 等 に つ き 十 分 連 絡 を 図 ら れ た い 。  

 

第 １ ７ 条 （ 勧 告 等 ） 関 係  

１ ． 本 条 は 、 現 在 の 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 が  

(1) 短 期 間 に 急 激 に 拡 大 し た 。  

(2) 企 業 数 が 非 常 に 多 く 、 他 面 、 企 業 規 模 は 小 さ い 。  

(3) 流 通 機 構 が 複 雑 で あ る 。  
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等 の 特 殊 な 条 件 下 に あ る た め 、 不 当 な い し 異 常 な 事 業 活 動 が 行 わ れ 易 い 状 態

に あ り 、 こ れ に つ い て は 一 律 的 な 基 準 で は 律 し 切 れ な い と 考 え ら れ た た め 設

け ら れ た 規 定 で あ り 、 経 済 産 業 大 臣 の 権 限 は 必 然 的 に 、 相 当 広 汎 で あ る 。 こ

の た め 、 そ の 発 動 に は 、 あ ら か じ め 産 業 構 造 審 議 会 の 意 見 を 聞 く こ と に な っ

て い る 。  

 な お 、 当 面 は 、 こ れ ら の 発 動 を 要 す る と 考 え ら れ る 事 態 が あ る 場 合 に は 、

そ の 旨 を 本 省 に 報 告 さ れ た い 。  

２ ． 第 １ 項 中 「 事 業 の 運 営 が 適 正 を 欠 い て い る た め 、 液 化 石 油 ガ ス に よ る 災

害 の 発 生 の 防 止 又 は 一 般 消 費 者 等 の 利 便 の 確 保 に 支 障 を 生 じ 、 又 は 生 じ る お

そ れ が あ る 場 合 」 と し て 予 想 さ れ る も の を 例 示 す れ ば 、 次 の と お り で あ る 。

た だ し 、 こ れ ら は 、 い ず れ も 、 原 則 と し て 、 そ の 「 不 当 性 」 、 「 異 常 性 」 が

著 し い も の に 限 り 本 条 の 勧 告 の 対 象 と な る 。  

(1) 貯 蔵 施 設 の 貯 蔵 能 力 が 不 十 分 な 場 合  

貯 蔵 施 設 が 事 業 規 模 に 見 合 っ た 大 き さ で な い 場 合  

容 器 の 貯 蔵 、 管 理 を 適 正 な ら し め 、 ま た 一 般 消 費 者 等 に 対 す る 液 化 石

油 ガ ス の 円 滑 な 供 給 を 確 保 す る た め 、 貯 蔵 施 設 を 拡 張 又 は 増 設 さ せ る 必

要 が あ る 。  

(2) 従 業 員 の 数 が 不 足 し 、 又 は そ の 資 質 が 不 適 当 な 場 合  

例 え ば 兼 業 企 業 の 場 合 、 兼 業 部 門 と 共 通 の 従 業 員 配 置 を す る こ と が 多

く 、 こ の 場 合 に は 、 し ば し ば 人 手 不 足 の し わ が 寄 せ ら れ 、 ま た 液 化 石 油

ガ ス の 取 扱 作 業 に 適 さ な い 従 業 員 を 使 用 す る こ と が あ る の で 、 そ の よ う

な 場 合 に は 、 従 業 員 の 配 置 等 に つ き 改 善 さ せ る 必 要 が 生 じ る 。  

(3) 契 約 期 間 を 著 し く 短 期 間 と す る 販 売 を 行 っ て い る 場 合  

顧 客 の 争 奪 の た め 、 ス ポ ッ ト 売 り 的 な 販 売 攻 勢 を 行 う こ と が あ る が 、

極 端 な 場 合 に は 、 法 第 ２ ７ 条 第 １ 項 第 ２ 号 の 規 定 を 無 意 味 に す る の で 改

善 さ せ る 必 要 が あ る 。  

 

第 １ ８ 条 （ 保 安 教 育 ） 関 係  

  第 １ 項 中 「 保 安 教 育 」 と し て は 、 少 な く と も 高 圧 ガ ス 保 安 協 会 が 行 う 保 安

講 習 会 に 参 加 さ せ る と と も に 、 第 ２ 項 に 基 づ い て 高 圧 ガ ス 保 安 協 会 が 作 成 す

る 「 保 安 教 育 を 施 す に 当 た っ て 基 準 と な る べ き 事 項 」 を 基 に し て 作 業 標 準 を

作 成 す る こ と が 必 要 で あ る こ と と し て 指 導 さ れ た い 。  

 

第 １ ９ 条 （ 業 務 主 任 者 ） 関 係  

１ ． 同 一 の 販 売 所 に お い て 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ２ ８ 条 第 １ 項 の 販 売 主 任 者 と 兼

務 す る こ と は 認 め る も の と す る 。 た だ し 、 そ の 職 務 が 過 大 に な っ て 実 行 で き

な い 場 合 に は 、 第 １ 項 の 「 職 務 を 行 わ せ な け れ ば な ら な い 」 の 規 定 に 違 反 す

る こ と に な る 。  
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２ ． 第 １ 項 中 「 職 務 を 行 わ せ 」 と は 、 業 務 主 任 者 を 選 任 す る だ け で な く 、 実

際 に 業 務 主 任 者 と し て そ の 職 務 を 行 う こ と を 命 じ 、 そ の 職 務 を 行 う こ と が で

き る 部 署 に 配 置 し 、 職 務 を 行 う こ と が で き る 環 境 を 整 備 し 、 業 務 主 任 者 が そ

の 職 務 を 怠 る と き は 、 こ れ を 督 励 し 、 そ の 職 務 を 行 わ せ る こ と で あ る 。  

販 売 事 業 者 が こ れ を 怠 る と き は 、 第 １ 項 の 規 定 に 違 反 と な る 。  

 

第 ２ １ 条 （ 業 務 主 任 者 の 代 理 者 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 中 「 あ ら か じ め 」 に つ い て は 、 原 則 と し て 「 業 務 主 任 者 の 選 任 と

同 時 に 」 と し て 運 用 す る 。  

２ ． 第 １ 項 中 「 旅 行 、 疾 病 そ の 他 の 事 故 に よ っ て 、 そ の 職 務 を 行 う こ と が で

き な い 場 合 」 と は 、 相 当 長 期 に わ た る 職 務 遂 行 不 可 能 の 場 合 を い い 、 一 時 的

な 不 在 等 の 場 合 は 、 業 務 主 任 者 は な お 、 そ の 職 務 遂 行 中 と す る 。  

３ ． 第 １ 項 中 「 代 行 さ せ な け れ ば な ら な い 」 に つ い て は 、 ２ ． に 記 し た よ う

な 相 当 長 期 に わ た る 業 務 主 任 者 の 職 務 遂 行 不 可 能 の 事 態 が 生 じ た と き に 、 液

化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 は 、 そ の 旨 及 び 業 務 主 任 者 の 職 務 を 代 行 す べ き こ と を

業 務 主 任 者 の 代 理 者 に 命 ず べ き も の と す る 。  

 

第 ２ ３ 条 （ 廃 止 の 届 出 ） 関 係  

  本 条 の 規 定 に よ る 届 出 は 事 業 全 体 に 係 る も の で あ る 。  

 

第 ２ ７ 条 （ 保 安 業 務 を 行 う 義 務 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 は 、 保 安 機 関 に 点 検 ・ 調 査 等 の 義 務 を 課 す る に

と ど ま り 、 一 般 消 費 者 等 に 点 検 ・ 調 査 請 求 権 が あ る こ と を 意 味 す る も の で は

な い 。 た だ し 、 契 約 上 の 点 検 ・ 調 査 請 求 権 の 発 生 を 妨 げ る も の で は な い 。  

２ ． 第 １ 項 第 ２ 号 に よ り 、 保 安 機 関 は 、 一 般 消 費 者 等 に 対 し 消 費 設 備 を 基 準

に 適 合 す る よ う に す る た め に と る べ き 措 置 等 を 通 知 す る 責 任 を 持 つ が 、 通 知

を 受 け て 消 費 設 備 の 改 善 等 を 行 う か 否 か は 、 一 般 消 費 者 等 の 任 意 で あ る 。  

し か し な が ら 、 一 般 消 費 者 等 が 消 費 設 備 の 改 善 等 を 行 わ ず 、 そ れ に よ り 災

害 の 発 生 す る お そ れ が 著 し く 高 い と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 都 道 府 県 又 は 指 定

都 市 は 、 当 該 一 般 消 費 者 等 の 住 所 を 管 轄 す る 都 道 府 県 又 は 指 定 都 市 に 当 該 事

由 を 連 絡 す る よ う 保 安 機 関 及 び 販 売 事 業 者 を 指 導 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ

当 該 消 費 者 に 対 し 法 第 ３ ５ 条 の ５ の 規 定 に よ る 基 準 適 合 命 令 を か け る こ と も

含 め 、 適 切 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。  

３ ． 第 １ 項 第 ３ 号 の 規 定 に よ る 周 知 は 、 液 化 石 油 ガ ス に よ る 災 害 の 発 生 の 防

止 に 関 し 必 要 な 事 項 に つ い て 実 施 す る も の で あ る の で 、 で き る だ け 一 般 消 費

者 等 に 対 し 当 該 内 容 を 理 解 で き る よ う 説 明 す る よ う 指 導 さ れ た い 。  

４ ． 第 １ 項 第 ４ 号 中 「 災 害 が 発 生 し 」 と は 、 現 に ガ ス が 漏 え い し 、 着 火 し た

事 態 等 を い い 、 「 発 生 す る お そ れ 」 と は 、 例 え ば ① ガ ス が 漏 え い し て い る が
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未 だ 発 火 、 爆 発 に 至 っ て い な い 場 合 、 ② 燃 焼 器 の 燃 焼 状 態 が 異 常 な 場 合 等 を

い う 。  

ま た 、 「 こ れ に 対 す る 措 置 」 と は 、 災 害 の 発 生 の 防 止 、 災 害 の 鎮 圧 若 し く

は そ れ に よ る 被 害 の 拡 大 防 止 の た め 必 要 で あ っ て 、 か つ 、 実 行 可 能 な 範 囲 の

も の に 限 り 、 そ れ 以 外 は 「 こ れ に 対 す る 措 置 」 で は な い 。 な お 、 明 文 の 規 定

は な い が 、 自 分 自 身 の 安 全 が 保 証 さ れ な い 等 正 当 な 理 由 が あ れ ば 、 本 項 の 業

務 は 免 除 さ れ る 。  

 

第 ２ ９ 条 （ 認 定 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 中 「 経 済 産 業 省 令 で 定 め る 保 安 業 務 の 区 分 （ 以 下 「 保 安 業 務 区

分 」 と い う 。 ） に 従 い 」 と は 、 保 安 業 務 を 行 お う と す る 者 が 、 規 則 第 ２ ９ 条

で 定 め る 保 安 業 務 区 分 の う ち 、 い ず れ か 一 つ の 区 分 の 業 務 の み を 行 う 場 合 で

あ っ て も 、 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 認 定 の 申 請 を す る こ と が で き る 旨 を 規 定 し た

も の で あ る 。  

２ ． 第 １ 項 中 「 二 以 上 の 都 道 府 県 の 区 域 に 設 置 さ れ る 販 売 所 の 事 業 と し て 販

売 さ れ る 液 化 石 油 ガ ス の 一 般 消 費 者 等 に つ い て の 保 安 業 務 を 行 う 場 合 」 と

は 、 保 安 業 務 の 対 象 と な る 一 般 消 費 者 等 に 対 し て 液 化 石 油 ガ ス の 販 売 を 行 っ

て い る 販 売 所 が 、 二 以 上 の 都 道 府 県 に ま た が っ て 分 布 し て い る 場 合 を い う 。  

(1) 保 安 業 務 に 係 る 販 売 所 が 、 二 以 上 の 都 道 府 県 に ま た が っ て 存 在 す る

か 、 一 の 都 道 府 県 の み に 存 在 す る か （ 一 の 指 定 都 市 の み に 存 在 す る 場 合

を 除 く 。 ） 、 一 の 指 定 都 市 の み に 存 在 す る か に よ っ て 申 請 先 が 決 ま る の

で あ る か ら 、 販 売 所 が 同 一 の 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の も の で あ る か 否

か 、 ま た 保 安 業 務 の 区 分 が 都 道 府 県 ご と に 異 な る か 否 か を 問 わ ず 、 販 売

所 が 二 以 上 の 都 道 府 県 に ま た が っ て い れ ば 経 済 産 業 大 臣 に 認 定 の 申 請 を

す る こ と と な り 、 販 売 所 が 二 以 上 の 市 町 村 （ 一 の 都 道 府 県 の み に 存 在 す

る 場 合 に 限 る 。 ） に ま た が っ て い れ ば 当 該 都 道 府 県 知 事 に 認 定 の 申 請 を

す る こ と と な る 。  

(2) 申 請 先 は 、 保 安 業 務 の 委 託 の 契 約 が 締 結 さ れ る 相 手 方 た る 液 化 石 油 ガ

ス 販 売 事 業 者 の 「 販 売 所 」 の 所 在 地 に よ っ て 決 定 さ れ る の で あ っ て 、

「 保 安 機 関 の 事 業 所 」 の 所 在 地 に よ っ て 決 定 さ れ る も の で は な い 。  

３ ． (1) 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 認 定 を 行 う の は 経 済 産 業 大 臣 、 都 道 府 県 知 事 又

は 指 定 都 市 の 長 で あ る が 、 こ の 認 定 は 、 保 安 業 務 を 行 う 者 ご と に 一 の 行 政

庁 が 行 う こ と と す る 。  

(2)  例 と し て 、 そ の 保 安 業 務 に 係 る 販 売 所 が 一 の 都 道 府 県 の 区 域 内 の

み に 存 在 す る 保 安 機 関 が 、 新 た に 別 の 都 道 府 県 の 区 域 内 に 存 在 す る 販 売 所

に つ い て も 保 安 業 務 を 行 う 場 合 は 、 法 第 ３ ５ 条 の ４ に お い て 準 用 す る 法 第

６ 条 の 規 定 に よ り 、 当 該 保 安 機 関 は そ の 行 お う と す る す べ て の 保 安 業 務 区

分 に つ い て 、 経 済 産 業 大 臣 の 認 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 そ の 保
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安 業 務 に 係 る 販 売 所 が 一 の 指 定 都 市 の 区 域 内 に の み 存 在 す る 保 安 機 関 が 、

新 た に 別 の 市 町 村 （ 当 該 指 定 都 市 と 同 一 の 都 道 府 県 の 市 町 村 に 限 る 。 ） の

区 域 内 に 存 在 す る 販 売 所 に つ い て も 保 安 業 務 を 行 う 場 合 は 、 法 第 ３ ５ 条 の

４ に お い て 準 用 す る 法 第 ６ 条 の 規 定 に よ り 、 当 該 保 安 機 関 は そ の 行 お う と

す る す べ て の 保 安 業 務 区 分 に つ い て 、 都 道 府 県 知 事 の 認 定 を 受 け な け れ ば

な ら な い 。 同 様 に 、 既 に 認 定 を 受 け て い る 保 安 業 務 区 分 の う ち 一 部 の 区 分

を 廃 止 す る こ と 等 に よ り 、 保 安 業 務 に 係 る 販 売 所 が 二 以 上 の 都 道 府 県 か ら

一 の 都 道 府 県 の 区 域 内 の み に 存 在 す る こ と と な っ た 場 合 も 、 当 該 保 安 機 関

は 、 そ の 行 お う と す る す べ て の 保 安 業 務 区 分 に つ い て 、 改 め て 都 道 府 県 知

事 の 認 定 （ 一 の 指 定 都 市 の 区 域 内 に の み 設 置 さ れ る 販 売 所 の 事 業 と し て 販

売 さ れ る 液 化 石 油 ガ ス の 一 般 消 費 者 等 に つ い て の 保 安 業 務 を 行 う 者 に あ っ

て は 、 当 該 指 定 都 市 の 長 の 認 定 ） を 受 け な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 既 に 認

定 を 受 け て い る 保 安 業 務 区 分 の う ち 一 部 の 区 分 を 廃 止 す る こ と 等 に よ り 、

保 安 業 務 に 係 る 販 売 所 が 二 以 上 の 市 町 村 （ 一 の 都 道 府 県 の み に 存 在 す る 場

合 に 限 る 。 ） か ら 一 の 指 定 都 市 の 区 域 内 に の み 存 在 す る こ と と な っ た 場 合

も 、 当 該 保 安 機 関 は 、 そ の 行 お う と す る 全 て の 保 安 業 務 区 分 に つ い て 、 改

め て 指 定 都 市 の 長 の 認 定 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

４ ． 第 ３ 項 中 「 保 安 業 務 に 係 る 一 般 消 費 者 等 の 数 」 と は 、 そ の 保 安 機 関 が 保

安 業 務 を 行 お う と す る 一 般 消 費 者 等 の 数 を い い 、 実 際 に 保 安 業 務 を 行 う 一 般

消 費 者 等 の 数 と は 異 な っ て よ い 。  

な お 、 実 際 に 申 請 さ れ た 一 般 消 費 者 等 の 数 が 、 認 定 を 受 け よ う と す る 申 請

者 の 事 業 所 ご と に 有 す る 技 術 的 能 力 （ 規 則 第 ３ ７ 条 第 ４ 号 に 規 定 す る 保 安 業

務 資 格 者 の 数 及 び 規 則 第 ３ １ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 保 安 業 務 用 機 器 の 保 有 状 況

等 ） か ら み て 受 託 可 能 な 数 で な け れ ば 、 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 認 定 は さ れ な い

こ と と な る 。  

 

第 ３ ０ 条 （ 欠 格 条 項 ） 関 係  

１ ． 罰 金 以 上 の 刑 に 処 せ ら れ た 者 が 刑 の 執 行 を 猶 予 さ れ 、 猶 予 の 言 渡 し を 取

り 消 さ れ る こ と な く 猶 予 期 間 を 経 過 し た と き は 、 刑 法 第 ２ ７ 条 に よ り 刑 の 言

渡 し は そ の 効 力 を 失 う こ と か ら 、 本 条 第 １ 号 に は 該 当 し な く な る 。  

２ ． 第 ４ 号 中 「 業 務 を 行 う 役 員 」 と は 、 株 式 会 社 の 取 締 役 、 合 名 会 社 の 業 務

執 行 社 員 、 公 益 法 人 の 理 事 等 を い い 、 法 人 の 業 務 の 監 査 に 当 た る 者 は 、 法 人

の 役 員 で は あ る が 、 こ こ に い う 「 業 務 を 行 う 役 員 」 に は 該 当 し な い 。  

 

第 ３ １ 条 （ 認 定 の 基 準 ） 関 係  

１ ． 第 ３ 号 中 「 そ の 役 員 又 は 法 人 の 種 類 に 応 じ て 経 済 産 業 省 令 で 定 め る 構 成

員 の 構 成 が 保 安 業 務 の 公 正 な 遂 行 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ 」 が あ る 場 合 と は 、

原 則 と し て 、 役 員 及 び 構 成 員 の う ち 次 に 掲 げ る 者 の 合 計 の 割 合 が ３ 分 の １ を
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超 え る 場 合 を い う 。 （ 法 第 ２ ７ 条 第 １ 項 第 ４ 号 に 定 め る 業 務 （ 自 ら 出 動 す る

こ と な く 行 う も の に 限 る 。 ） の み を 行 う 保 安 機 関 を 除 く 。 ）  

(1) 液 化 石 油 ガ ス 供 給 機 器 若 し く は 消 費 機 器 を 製 造 す る 事 業 を 主 た る 事 業

と し て 行 っ て い る 者 又 は そ の 役 職 員  

(2) 液 化 石 油 ガ ス 供 給 機 器 若 し く は 消 費 機 器 を 販 売 す る 事 業 を 主 た る 事 業

と し て 行 っ て い る 者 又 は そ の 役 職 員  

(3) 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 の 事 業 を 主 た る 事 業 と し て 行 っ て い る 者 又 は そ

の 役 職 員  

２ ． 第 ４ 号 中 「 そ の 業 務 を 行 う こ と に よ つ て 保 安 業 務 の 適 確 な 遂 行 に 支 障 を

及 ぼ す お そ れ が な い 」 と は 、 保 安 業 務 以 外 の 業 務 を 行 う 場 合 で あ っ て も 適 確

に 保 安 業 務 を 行 う 体 制 を 整 え て い る こ と を い い 、 具 体 的 に は 以 下 の よ う な 場

合 が 考 え ら れ る 。  

(1) 保 安 機 関 が 供 給 機 器 若 し く は 消 費 機 器 の 製 造 、 販 売 若 し く は 修 理 、 安

全 器 具 の 販 売 又 は 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 等 の 液 化 石 油 ガ ス の 販 売 に 関 係

す る 業 務 も 兼 業 し て い る と き に 、 保 安 業 務 の 委 託 を 行 っ た 液 化 石 油 ガ ス

販 売 事 業 者 又 は 一 般 消 費 者 等 の 便 益 を 不 当 に 害 さ な い よ う に 、 保 安 業 務

部 門 の 保 安 業 務 資 格 者 、 充 て ん 作 業 者 及 び 調 査 員 を 保 安 業 務 に 専 従 す る

体 制 と し た り 、 保 安 業 務 と そ れ 以 外 の 業 務 を 兼 務 す る 場 合 で あ っ て も 、

そ の 区 別 を 明 ら か に し て 業 務 を 行 う こ と を 当 該 法 人 内 で 義 務 づ け る こ と

等 の 措 置 を 講 じ て い る 場 合  

(2) 保 安 機 関 が 店 舗 経 営 等 を 兼 業 し て い る と き に 、 保 安 業 務 資 格 者 で あ る

店 舗 経 営 者 が 店 舗 に お け る 業 務 を 行 う 場 合 で あ っ て も 、 従 業 員 を 雇 用 す

る こ と に よ り 保 安 業 務 を 行 う 時 間 帯 （ 緊 急 時 対 応 に つ い て は 終 日 ） に 店

舗 を 離 れ る こ と が で き る よ う に す る こ と 等 の 措 置 を 講 じ て い る 場 合  

３ ． 高 圧 ガ ス 取 締 法 及 び 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す

る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 ８ 年 法 律 第 １ ４ 号 ） に よ る 改 正 前 の 液 化

石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 に お い て は 、 「 経 理 的

基 礎 」 を 認 定 調 査 機 関 の 認 定 の 基 準 と し て い た が 、 改 正 後 の 法 に お い て は 、

「 経 理 的 基 礎 」 を 保 安 機 関 の 認 定 の 基 準 と し て い な い た め 、 そ の 審 査 は 不 要

と な り 、 新 た に 認 定 の 基 準 と さ れ た 「 損 害 の 賠 償 を 行 う べ き 場 合 に 備 え て と

る べ き 措 置 」 に 係 る 審 査 を 要 す る こ と と な っ た の で 注 意 さ れ た い 。  

 

第 ３ ３ 条 （ 一 般 消 費 者 等 の 数 の 増 加 の 認 可 等 ） 関 係  

  第 １ 項 中 「 一 般 消 費 者 等 の 数 を 第 ２ ９ 条 第 ３ 項 の 数 の 範 囲 を 超 え て 増 加 し

よ う と す る と き 」 と は 、 保 安 業 務 区 分 ご と に 認 定 を 受 け た 一 般 消 費 者 等 の 数

を 超 え て 当 該 保 安 業 務 を 行 お う と す る こ と を い い 、 認 定 を 受 け て い る 事 業 所

に お い て 一 般 消 費 者 等 の 数 を 単 純 に 増 加 さ せ る 場 合 の ほ か 、 保 安 業 務 を 行 う

事 業 所 を 新 設 す る 場 合 に そ の 事 業 所 が 行 お う と す る 保 安 業 務 区 分 に つ い て 、
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既 に 他 の 事 業 所 で 当 該 保 安 業 務 区 分 の 認 定 を 受 け て い た 場 合 に お い て も 一 般

消 費 者 等 の 数 の 増 加 の 認 可 が 必 要 で あ る 。 な お 、 同 時 に あ る 事 業 所 に お い て

一 般 消 費 者 等 の 数 が 減 少 し 、 別 の 事 業 所 に お い て 一 般 消 費 者 等 の 数 が 増 加

し 、 合 算 し て 一 般 消 費 者 等 の 数 に 変 動 が な い 場 合 に つ い て は 、 一 般 消 費 者 等

の 数 が 減 少 し た 事 業 所 分 に つ い て は 法 第 ３ ３ 条 第 ２ 項 の 届 出 が 、 一 般 消 費 者

等 が 増 加 し た 事 業 所 分 に つ い て は 法 第 ３ ３ 条 第 １ 項 の 認 可 が 必 要 で あ る 。  

 

第 ３ ４ 条 （ 保 安 機 関 の 業 務 等 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 中 「 そ の 保 安 業 務 を 行 わ な け れ ば な ら な い 」 に は 、 他 の 保 安 機 関

が 委 託 を 受 け て い る 一 般 消 費 者 等 に つ い て 業 務 を 行 う 義 務 は 含 ま れ な い 。  

２ ． 第 １  項 た だ し 書 中 「 供 給 設 備 又 は 消 費 設 備 の 設 置 の 場 所 そ の 他 保 安 業 務

を 行 う べ き 場 所 に 立 ち 入 る こ と に つ き 、 そ の 所 有 者 又 は 占 有 者 の 承 諾 を 得 る

こ と が で き な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。 」 と し て い る が 、 料 理 飲 食 店 、 旅

館 、 学 校 、 病 院 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 （  以 下 「 業 務 用 施 設 」 と い

う 。 ）  に お け る 供 給 設 備 又 は 消 費 設 備 の 点 検 調 査 の 実 施 に つ い て 承 諾 が 得

ら れ な い 場 合 に は 、 保 安 機 関 は 、 当 該 一 般 消 費 者 等 に 係 る 販 売 事 業 者 に 対 し

て 協 力 を 要 請 し 、 要 請 を 受 け た 販 売 事 業 者 は 当 該 一 般 消 費 者 等 か ら 承 諾 が 得

ら れ る よ う 努 め る こ と と す る 。 な お 、 引 き 続 き 当 該 一 般 消 費 者 等 が 点 検 調 査

に 応 じ な い 場 合 に あ っ て は 、 保 安 機 関 は 、 販 売 事 業 者 に 対 し て 、 当 該 業 務 用

施 設 の 所 在 地 を 管 轄 す る 都 道 府 県 又 は 指 定 都 市 に 連 絡 す る よ う 促 す こ と と す

る 。 ま た 、 当 該 連 絡 を 受 け た 都 道 府 県 又 は 指 定 都 市 は 、 必 要 に 応 じ 、 当 該 一

般 消 費 者 等 に 対 し 、 供 給 設 備 又 は 消 費 設 備 の 点 検 調 査 に 応 じ る よ う 指 導 さ れ

た い 。  

３  ．  第 １ 項 た だ し 書 中 「 所 有 者 又 は 占 有 者 の 承 諾 を 得 る こ と が で き な い と

き 」 （  以 下 ３  ． に お い て 「 調 査 拒 否 」 と い う 。 ） の 例 と し て は 、 供 給 設

備 又 は 消 費 設 備 の 点 検 調 査 に 係 る 訪 問 時 に 対 面 で 拒 否 さ れ た 場 合 の ほ か 、 消

費 設 備 の 調 査 に 係 る 訪 問 時 に 不 在 で あ っ て 、 連 絡 票 を 入 れ た に も か か わ ら ず  

連 絡 等 が な い 場 合 が 挙 げ ら れ る 。 こ の 場 合 、 調 査 又 は 再 調 査 の た め に 三 回 以

上 訪 問 し た が 、 所 有 者 又 は 占 有 者 か ら 連 絡 等 が な い 場 合 も 、 調 査 拒 否 と 同 様

の 取 扱 い と す る 。 な お 、 各 都 道 府 県 又 は 指 定 都 市 は 、 保 安 機 関 に 対 し て 、 一

般 消 費 者 等 に あ ら か じ め 点 検 調 査 の 日 時 を 連 絡 し た り 、 一 般 消 費 者 等 の 都 合

が 良 い 調 査 日 時 を 設 定 し た り 、 前 回 と 別 の 曜 日 に 再 訪 問 を 行 う な ど 、 訪 問 時

に 不 在 で あ る 確 率 を 減 ら す よ う 指 導 さ れ た い 。  

４ ． 第 ２ 項 は 、 保 安 業 務 を 他 人 に 委 託 す る こ と に よ り 、 保 安 業 務 を 実 際 に 行

っ た 者 の 責 任 と 保 安 業 務 を 委 託 し た 保 安 機 関 の 責 任 関 係 が 不 明 確 に な る こ と

を 回 避 す る た め に 法 文 化 さ れ た も の で あ る 。  

な お 、 相 手 が 「 他 人 」 に 該 当 す る か 否 か に つ い て は 、 以 下 に 示 す と お り で

あ る 。  



11 

(1) 法 人 に あ っ て は 、 関 連 会 社 、 子 会 社 で あ る か に か か わ ら ず す べ て 他 人

で あ る 。  

(2) 個 人 に あ っ て は 、 保 安 機 関 と 雇 用 関 係 に あ る 者 （ 臨 時 に 短 期 間 雇 用 さ

れ た 者 を 除 く 。 ） は 他 人 に 含 ま れ な い 。 ま た 、 派 遣 会 社 か ら の 派 遣 社

員 、 関 連 会 社 等 か ら の 出 向 に つ い て は 、 給 与 等 の 支 払 状 況 等 の い か ん に

か か わ ら ず 、 保 安 業 務 を 行 う 際 の 責 任 が 保 安 機 関 に 帰 す こ と と な る 等 の

契 約 が 結 ば れ て い る 場 合 は 、 他 人 と み な さ れ な い 。  

(3) 下 請 の 個 人 事 業 者 に つ い て は 、 当 該 保 安 機 関 の 行 う 業 務 の み を 請 負

い 、 そ の 他 の 業 務 を 全 く 行 わ な い 場 合 で あ っ て 、 下 請 事 業 者 の 保 安 業 務

を 行 う 際 の 責 任 が 保 安 機 関 に 帰 す こ と と な る 等 の 契 約 が 結 ば れ て い る 場

合 は 、 他 人 と み な さ れ な い 。  

(4) 社 団 法 人 と そ の 社 員 、 事 業 協 同 組 合 と そ の 組 合 員 、 事 業 協 同 組 合 連 合

会 と そ の 会 員 、 農 業 協 同 組 合 と そ の 組 合 員 及 び 農 業 協 同 組 合 連 合 会 と そ

の 会 員 と は 他 人 で あ る 。  

 

第 ３ ５ 条 （ 保 安 業 務 規 程 ） 関 係  

１ ． 保 安 業 務 規 程 の 認 可 に つ い て は 、 「 保 安 機 関 の 認 定 及 び 保 安 機 関 の 保 安

業 務 規 程 の 認 可 に 係 る 運 用 及 び 解 釈 に つ い て 」 （ 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 ２ ９ 日 付 け

２ ０ １ ３ ０ ２ ０ ８ 商 局 第 ３ 号 ） を 参 照 さ れ た い 。  

２ ． 第 ３ 項 中 「 保 安 業 務 の 適 確 な 遂 行 上 不 適 当 と な つ た と 認 め る と き 」 の 例

と し て は 、 点 検 又 は 調 査 の 対 象 と な る 供 給 設 備 又 は 消 費 設 備 の 分 布 の 変 化 に

よ り 、 事 業 所 や 保 安 業 務 資 格 者 の 配 置 が 適 切 で な く な っ た 場 合 等 が あ る 。 本

項 の 規 定 に よ る 命 令 が あ っ た と き は 、 そ の 命 令 の 趣 旨 に 沿 っ て 保 安 機 関 は 保

安 業 務 規 程 の 変 更 の 認 可 を 申 請 す る 必 要 が あ る 。  

 

第 ３ ５ 条 の ２ （ 適 合 命 令 ） 関 係  

  「 必 要 な 措 置 」 と は 、 個 々 具 体 的 な 場 合 に 応 じ て 、 例 え ば 保 安 業 務 資 格 者

等 の 増 員 又 は 補 充 、 法 人 の 種 類 に 応 じ て 定 め ら れ る 構 成 員 の 構 成 の 是 正 、 兼

業 部 門 調 整 等 が あ る 。  

 

第 ３ ５ 条 の ４ （ 準 用 規 定 ） 関 係  

１ ． 本 条 の 準 用 に よ る 法 第 １ ０ 条 の 規 定 に よ り 保 安 機 関 の 地 位 を 承 継 し た 場

合 、 各 保 安 業 務 を 行 う 事 業 所 の 認 定 の 内 容 が そ の ま ま 承 継 さ れ る ほ か 、 承 継

者 は 被 承 継 者 に 対 す る 認 定 の 条 件 等 の 義 務 も 承 継 す る 。  

２ ． 本 条 の 準 用 に よ る 法 第 １ ０ 条 の 規 定 に よ り 保 安 機 関 の 地 位 を 承 継 し た 保

安 機 関 が 、 承 継 と 同 時 に 保 安 機 関 の 事 業 所 等 の 変 更 を 行 う 場 合 に は 、 事 業 所

の 名 称 の 変 更 に 係 る も の に つ い て は そ の 旨 を 付 記 し た も の で も 差 し 支 え な い



12 

が 、 そ の 他 に つ い て は 本 条 で 準 用 す る 法 第 ８ 条 の 規 定 に よ る 届 出 が 別 途 必 要

で あ る 。  

 

第 ３ ５ 条 の １ ０ （ 認 定 の 取 消 し ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 中 「 遅 滞 な く 、 そ の 認 定 を 取 り 消 さ な け れ ば な ら な い 。 」 と は 、

販 売 事 業 者 か ら の 報 告 、 立 入 検 査 等 に よ り 取 消 し に 該 当 す る 事 実 が 明 確 に な

っ た 段 階 で 行 う こ と を い う 。  

２ ． 第 ２ 項 中 「 １ ０ 日 以 上 の 相 当 な 期 間 を 定 め て 報 告 す べ き こ と を 催 告 」 す

る 場 合 は 、 書 留 又 は 配 達 証 明 郵 便 に よ り 通 知 す る こ と が 望 ま し い 。  

 

第 ３ ６ 条 （ 貯 蔵 施 設 等 の 設 置 の 許 可 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 第 １ 号 中 「 経 済 産 業 省 令 で 定 め る 量 以 上 」 と あ る の は 、 規 則 第

１ ５ 条 に 定 め る 量 以 上 の こ と で あ る が 、 許 可 に か か ら し め る 貯 蔵 施 設 か 否 か

の 判 断 は 、 あ く ま で 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 が 規 則 第 １ ５ 条 に 定 め る 量 以 上

の 液 化 石 油 ガ ス を 貯 蔵 す る か 否 か に よ る も の で あ り 、 貯 蔵 施 設 の 面 積 に よ っ

て 決 定 さ れ る も の で は な い 。  

２ ． 第 １ 項 第 １ 号 及 び 第 ２ 号 中 「 設 置 」 と は 、 現 実 に 工 事 を 行 っ て 新 設 す る

場 合 の み な ら ず 、 第 三 者 が 所 有 し て い る 貯 蔵 施 設 又 は 特 定 供 給 設 備 を 譲 り 受

け た 場 合 及 び 自 ら 保 有 す る 施 設 又 は 設 備 を 他 の 用 途 か ら 転 用 す る 場 合 も 含 ま

れ る 。  

な お 、 法 第 １ ０ 条 の 規 定 に よ り 、 貯 蔵 施 設 又 は 特 定 供 給 設 備 を 承 継 し た 場

合 は 、 新 た に 「 設 置 」 の 許 可 を 受 け る 必 要 は な い 。  

 

第 ３ ７ 条 の ２ （ 変 更 の 許 可 ） 関 係  

  第 １ 項 中 「 貯 蔵 施 設 の 位 置 、 構 造 若 し く は 設 備 を 変 更 」 と は 、 規 則 第

５ ２ 条 の 基 準 に 不 適 合 に な る 可 能 性 の あ る 場 合 の も の を い い 、 警 戒 標 の 付 け

か え や 同 一 材 料 で の 屋 根 の ふ き か え は 含 ま れ な い 。  

 ま た 、 「 特 定 供 給 設 備 の 位 置 、 構 造 、 設 備 若 し く は 装 置 を 変 更 」 と は 、 規

則 第 ５ ３ 条 及 び 第 ５ ４ 条 の 基 準 に 不 適 合 に な る 可 能 性 の あ る 場 合 の も の を い

い 、 同 一 材 料 で の 屋 根 の ふ き か え や 同 一 製 造 事 業 者 に よ る 同 一 型 式 の 調 整

器 、 気 化 装 置 等 の 交 換 は 含 ま れ な い 。  

 

第 ３ ７ 条 の ３ （ 完 成 検 査 ） 関 係  

  第 三 者 が 所 有 し て い る 貯 蔵 施 設 又 は 特 定 供 給 設 備 を 譲 り 受 け た 場 合 で あ っ

て 、 当 該 貯 蔵 施 設 又 は 特 定 供 給 設 備 に 何 の 変 更 も 加 え な い と き は 、 新 た に 完

成 検 査 を 受 け る 必 要 は な い 。  

 

第 ３ ７ 条 の ４ （ 充 て ん 設 備 の 許 可 ） 関 係  

file:///E:/01_shourei/shourei-017.html%23106


13 

１ ． 第 １ 項 中 「 供 給 設 備 に 液 化 石 油 ガ ス を 充 て ん す る た め の 設 備 （ 以 下 「 充

て ん 設 備 」 と い う 。 ） ご と に 」 と は 、 充 て ん 設 備 １ 台 ご と に 新 規 の 許 可 が 必

要 で あ る 旨 を 定 め た も の で あ り 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ５ 条 第 １ 項 に お け る 移 動

式 製 造 設 備 に 係 る 製 造 の 許 可 及 び 同 法 第 １ ４ 条 第 １ 項 の 変 更 許 可 の 扱 い と は

異 な る 。  

な お 、 本 条 に お い て 許 可 を 受 け る べ き 充 て ん 設 備 は 、 新 規 に 製 作 す る 場 合

の み な ら ず 、 第 三 者 が 所 有 し て い る 充 て ん 設 備 を 譲 り 受 け た 場 合 も 含 ま れ

る 。  

２ ． 第 ３ 項 中 「 経 済 産 業 省 令 で 定 め る 所 在 地 」 と あ る が 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 第

５ 条 第 １ 項 又 は 第 １ ４ 条 第 １ 項 の 許 可 を 受 け 同 法 第 ２ ０ 条 第 １ 項 又 は 第 ３ 項

の 完 成 検 査 を 受 け た 移 動 式 製 造 設 備 （ 液 化 石 油 ガ ス 保 安 規 則 第 ２ 条 第 ７ 号 の

移 動 式 製 造 設 備 に 限 る 。 ） で あ っ て 、 か つ 、 法 第 ３ ７ 条 の ４ 第 １ 項 の 許 可 を

受 け て い る 充 て ん 設 備 に 係 る 「 経 済 産 業 省 令 で 定 め る 所 在 地 」 の み の 変 更 に

つ い て は 、 当 分 の 間 、 軽 微 な 変 更 と し て 取 り 扱 う こ と と す る 。  

３ ． 第 ４ 項 に お い て 準 用 す る 法 第 ３ ７ 条 の ３ の 完 成 検 査 に お い て 、 第 三 者 が

所 有 し て い る 充 て ん 設 備 を 譲 り 受 け た 場 合 で あ っ て 、 当 該 充 て ん 設 備 に 何 の

変 更 も 加 え な い と き は 、 新 た に 完 成 検 査 を 受 け る 必 要 は な い 。  

 

第 ３ ８ 条 の ２ （ 基 準 適 合 義 務 ） 関 係  

１ ． 本 条 に よ る 義 務 は 「 供 給 設 備 又 は 消 費 設 備 の 設 置 又 は 変 更 の 工 事 」 を 行

う す べ て の 者 に 課 せ ら れ る 。 す な わ ち 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の み な ら

ず 、 例 え ば 水 道 工 事 業 者 、 建 築 業 者 等 に も 本 条 が 適 用 さ れ る 。  

な お 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に 対 す る 啓 発 は 当 然 で あ る が 、 水 道 工 事 業

者 、 建 築 業 者 等 に 対 し て も 、 本 条 及 び 法 第 ３ ８ 条 の ３ の 趣 旨 の 徹 底 を 図 ら れ

た い 。  

２ ． 本 条 の 基 準 適 合 義 務 を 確 実 に 実 施 す る た め 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に

対 し 、 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 を 販 売 所 ご と に 確 保 又 は 法 第 ３ ８ 条 の １ ０ の 特 定

液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 事 業 者 と 継 続 的 な 委 託 契 約 を 締 結 す る よ う 指 導 さ れ た

い 。 特 に 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 の 登 録 を 行 う 際 に は 、 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士

を 販 売 所 ご と に 確 保 又 は 法 第 ３ ８ 条 の １ ０ の 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 事 業

者 と 継 続 的 な 委 託 契 約 を 締 結 す る よ う 十 分 に 指 導 す る と と も に 、 当 該 申 請 者

が 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 を 有 し な い 場 合 に あ っ て は 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者

自 身 が 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 の 作 業 を 行 う こ と の な い よ う 徹 底 を 図 ら れ た

い 。  

 

第 ３ ８ 条 の ４ （ 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 免 状 ） 関 係  

  第 ４ 項 の 返 納 命 令 は 、 い わ ば 免 許 の 取 消 し と 同 様 で あ っ て 、 命 令 書 が 到 達

し た 時 に 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 と し て の 資 格 を 喪 失 す る こ と に な る 。  
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第 ３ ８ 条 の ７ （ 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 の 作 業 に 関 す る 制 限 ） 関 係  

  営 業 主 が 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 免 状 の 交 付 を 受 け て い な い 使 用 人 と 共 謀 の う

え 、 使 用 人 を 本 条 に 基 づ き 規 則 で 定 め る 作 業 に 従 事 さ せ た 場 合 は 、 営 業 主 も

共 同 正 犯 と し て 処 罰 さ れ る 。 営 業 主 が 本 条 違 反 の 行 為 を 教 唆 し 、 又 は ほ う 助

し た 場 合 も 、 そ れ ぞ れ 教 唆 犯 、 ほ う 助 犯 と し て 処 罰 さ れ る こ と と な る 。  

 

第 ３ ８ 条 の ８ （ 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 の 義 務 ） 関 係  

  設 備 士 免 状 は 、 消 費 者 等 の 求 め に 応 じ て 提 示 す る た め の も の で あ り 、 設 備

士 が 積 極 的 に 提 示 す る こ と は 必 要 で な い 。  

 

第 ３ ８ 条 の １ ０ （ 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 事 業 の 届 出 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 中 「 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 事 業 者 」 と は 、 規 則 第 １ １ １ 条 に

掲 げ る 設 備 工 事 の 施 工 を 実 際 に 行 う 者 を い い 、 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 に

つ き 、 専 ら 受 注 し 、 そ れ を 他 の 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 事 業 者 等 に 発 注 す

る 者 は 含 ま な い も の と す る 。  

２ ． 第 １ 項 中 「 当 該 事 業 所 に お け る 事 業 の 開 始 」 と は 、 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設

備 工 事 に つ き 契 約 を 締 結 す る こ と を い う 。  

 

第 ３ ８ 条 の １ １ （ 施 工 後 の 表 示 ） 関 係 及 び 第 ３ ８ 条 の １ ２ （ 記 録 の 保 存 等 ）

関 係  

  法 第 ３ ８ 条 の １ １ 及 び 法 第 ３ ８ 条 の １ ２ の 「 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 事

業 者 」 と は 、 規 則 第 １ １ ５ 条 に 掲 げ る 工 事 を 実 際 に 行 っ た 特 定 液 化 石 油 ガ ス

設 備 工 事 事 業 者 を い う 。  

 

第 ３ ９ 条 （ 販 売 の 制 限 ） 関 係  

  「 販 売 の 事 業 」 と は 、 対 価 を 受 け る こ と を 条 件 と し て 、 継 続 反 覆 し て 液 化

石 油 ガ ス 器 具 等 を 譲 り 渡 す こ と を い い 、 液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 を 一 回 的 に 譲 渡

す る よ う な 者 は 、 本 条 の 販 売 の 事 業 に 当 た ら な い 。  

 

第 ４ １ 条 （ 事 業 の 届 出 ） 関 係  

液 化 石 油 ガ ス 器 具 等 の 「 製 造 」 と は 、 省 令 で 定 め る 型 式 の 区 分 ご と に 液 化

石 油 ガ ス 器 具 等 を 完 成 さ せ る こ と を い い 、 部 品 の み の 製 造 は 含 ま れ な い 。 ま

た 、 自 己 の 設 計 の 下 、 全 製 造 工 程 を 下 請 け さ せ る 場 合 に お い て も 、 完 成 品 の

検 査 を 自 己 の 責 任 に お い て 行 い 、 か つ 、 ア フ タ ー サ ー ビ ス も 行 う よ う な 場 合

に は 製 造 事 業 者 に 含 ま れ る と 解 し 、 届 け 出 る こ と が で き る 。  

 

第 ８ ３ 条 （ 立 入 検 査 等 ） 関 係  

file:///E:/01_shourei/shourei-115.html%23931
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１ ． 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 事 務 所 、 営 業 所 等 に つ い て は 本 条 の 規 定 に よ

る ほ か 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ６ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 経 済 産 業 省 、 都 道 府

県 及 び 指 定 都 市 の 職 員 は 立 入 検 査 を す る こ と が で き る 。  

こ れ は 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 は 、 い わ ば 、 本 法 の 母 法 で あ り 、 液 化 石 油 ガ ス 販

売 事 業 者 に つ い て は 高 圧 ガ ス 保 安 法 も 適 用 さ れ る （ 例 え ば 、 第 ２ ３ 条 、 第

３ ９ 条 等 ） か ら で あ る 。  

２ ． 消 防 機 関 は 法 第 ８ ７ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 「 措 置 要 請 」 が で き る こ と に

な っ て い る が 、 消 防 職 員 は 、 本 条 に よ る 立 入 検 査 は で き な い 。  

消 防 職 員 の 立 入 検 査 は 、 消 防 法 第 ４ 条 又 は 第 ４ 条 の ２ の 規 定 に 基 づ く も の

で あ る 。  

 

第 ８ ７ 条 （ 関 係 行 政 機 関 へ の 通 報 等 ） 関 係  

  第 ２ 項 の 消 防 機 関 の 要 請 は 、 「 火 災 そ の 他 の 災 害 の 予 防 の た め 特 に 必 要 が

あ る と 認 め る と き 」 と 規 定 さ れ て い る の で 、 「 取 引 の 適 正 化 」 に 係 る 事 項 に

つ い て は す る こ と が で き な い 。  

 

第 ８ ８ 条 （ 公 示 ） 関 係  

  法 第 ３ ５ 条 の ６ 第 １ 項 の 認 定 を し 、 又 は 認 定 を 取 り 消 し た と き は 遅 滞 な く

認 定 さ れ 、 又 は 認 定 を 取 り 消 さ れ た 者 の 氏 名 又 は 名 称 及 び 法 人 に あ っ て は 代

表 者 の 氏 名 並 び に 住 所 を 公 示 す る こ と 。  
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別添 ２  液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律 施行令の

運用及び解釈について  

 

第 ２条（一般消費者等）関係  

１． 第１号中「業務の用」は、法第２条第 ２項中「生活の用」に対するもの

であり、商業、サービス業等のみならず、例えば工場の事務所における使用

も含まれる。すなわち、法第 ２条第２ 項と本号とにより、液化石油ガスを冷

暖房又は飲食物の調理（省令で定める施設内におけるものを除く。）のため

に使用する者は、その限りにおいて、その職業の有無あるいはそのいかんを

問わず、すべて、一般消費者等になる。なお、「暖房若しくは冷房」とは、

人間のためのものに限り、農産物の栽培のためのもの等は含まれない。ま

た、「調理」とは、その場所において、その調理した飲食物を飲食させる場

合及び直接一般消費者に販売する目的をもって調理する製造、小売の場合を

いう。  

すなわち、専ら製造、卸を業とする者は除外されるが、製造、卸と一般 消

費者への直接の販売の両方を行っている者は含まれるので、いわゆる給食セ

ンター（調理した食品を直接学童、従業員等の一般消費者に販売してい

る。）は液化石油ガス法の対象となる。  

２． 「船舶」とは、船舶安全法の適用を受けるか否かを問わず、自力航行能

力を有する社会通念上の船舶をいう。  

３． 第２号は、液化石油ガスをいわゆる「湯沸し」のために使用する者のう

ち一定のものを一般消費者等に加える規定である。  

「サービス業」の範囲については、日本標準産業分類の「サービス業」に

準拠するが、主なものは次のとおりである。  

(1) 旅館業（旅館、ホテルのほか、貸間、下宿、共済会館等の経営の事業

も含まれる。）  

(2) クリーニング業（クリーニング業法第 ２条第１項の「クリーニング

業」をいう。すなわち、いわゆる貸しおしぼり業等も含まれる。）  

(3) 理容業（理容師法第 １条第１項の「理容」の事業をいう。）  

(4) 美容業（美容師法第 ２条第１項の「美容」の事業をいう。）  

(5) 浴場業（公衆浴場法第１条第２項の「浴場業」をいう。）  

(6) 医療保健業（病院、診療所、助産所等の経営の事業をいう。）  

 

第 ３条（液化石油ガス器具等）及び第 ４ 条（特定液化石油ガス器具等）関係  

１． 別表第 １第２号イ及び別表第２第１ 号中、「容器が部品又は附属品とし

て取り付けられる構造のもの」のうち、「容器が部品として取り付けられる

構造のもの」とは、次の構造のものをいう。  

①  容器が組み込まれる構造のもの  
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②  容器に燃焼器を直接取り付ける構造のもの（ ①を除く。）  

③  内容積が ５リットル以下の容器と燃焼器を硬質管以外の管によって接続

する構造のもので、当該燃焼器と硬質管以外の管の接続方法がホースエン

ドによる差し込み式以外の方法のものであり、かつ、当該容器に日本工業

規格Ｂ８２４５（２００４）液化石油ガス容器用弁に定める規格の適用を

受ける弁を使用しないもの  

「容器が附属品として取り付けられる構造のもの」とは、内容積が ５リ

ットル以下の容器と燃焼器を硬質管以外の管によって接続する構造のもの

で、当該燃焼器と硬質管以外の管の接続方法がホースエンドによる差し込

み式以外の方法のものであり、かつ、当該 容器に日本工業規格Ｂ

８２４５（２００４ ）液化石油ガス容器用弁に定める規格の適用を受ける

弁を使用するものをいう。  

２． 別表第 １第３号及び別表第 ２第２号中「液化石油ガス用瞬間湯沸器」と

は、給水に連動してガス通路を開閉することができる機能をもち、水が熱交

換器を通過する間に加熱される構造の給湯機をいい、もっぱら給湯の用に供

するもののみならず、床暖房、浴室乾燥、ふろ追い焚きその他の用に供する

ため、水等の熱媒体を加熱し、循環させる機能を併せもつガス給湯 温水熱源

機を含む。  

３． 別表第 １第５号及び別表第 ２第３号中「液化石油ガス用バーナー付ふろ

がま」とは、次の① 及び②の要件に適合するものをいい、給湯機能を併せも

つものを含む。  

①  ふろがまにふろバーナーが固定されているか又は容易に取り外すことが

できない方法で取り付けられている こと。  

②  輸送時の梱包がふろバーナーを取り付けた状態である もの。  

４． 別表第 １第６号及び別表第 ２第４号中「液化石油ガス用バーナーを使用

することができるふろがま」とは、液化石油ガス用ふろバーナーを使用する

ことが可能なふろがまをいい、都市ガス用ふろバーナーを使用することもで

きるいわゆる液化石油ガスと都市ガス兼用のふろがまを含む。したがって都

市ガス専用のふろがまは除かれる。  

５． 別表第 １第５号及び第６号並びに別表 第２第３号及び第 ４号中「ふろが

ま」には、ボイラ及び圧力容器安全規則（昭和 ３４年労働省令第 ３号）の適

用を受けるボイラを含まない。  

６． 別表第 １第９号及び別表第 ２第７号中「液化石油ガス用ガス栓」とは、

調整器（燃焼器具から最も近いものをいう。）から燃焼器具までの間に設置

される供給管又は配管に主として接続されるものをいう。  

ただし、ガス栓のうち ホースガス栓であって本体が箱内に収納されるボッ

クスガス栓であって、本体と入口側接続部が分離できるものは、本体のみを

もってガス栓と見なすことができる。  
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第 １０条（報告の徴収）関係  

  本条は、法第８２ 条第１項から第 ３項までの規定により報告をさせること

ができる事項の範囲を規定したものであり、これらについて現実に報告をさ

せることができるのは、法第 ８２条第１ 項に規定されているとおり、「法の

施行に必要な限度」に限られる。  

 

第 １１条（関係行政機関への通報等）関係  

  本条の規定による通報は、毎月分をとりまとめ、翌月末までに行うこと。

ただし、緊急の必要があると認められるときは、この限りでない。  

 

第 １３条（都道府県 又は市が処理する事務）関係  

１． 第１項の規定により、供給設備に係る法第 １６条の２第 ２項の規定に基

づく経済産業大臣の権限に属する事務は、当該供給設備に係る販売所の所在

地を管轄する 都道府県知事（指定都市の区域内にあっては、指定都市の長）

が行うこととなる。  

これは、保安の確保の実効性の観点から 都道府県知事又は指定都市の長 が

処理する事務とするものである。  

２． 第２項の規定により、都道府県知事又は指定都市の長 は、法第 ３条第

１項の登録を 経済産業大臣が行った液化石油ガス販売事業者 及び第 １４条第

１項の権限の委任に基づき経済産業局長 及び産業保安監督部長が行った液化

石油ガス販売事業者 について、報告徴収の事務を行うこととなる。  

３． 第３項の規定により、都道府県知事又は指定都市の長 は、法第 ３条第

１項の登録を 経済産業大臣が行った液化石油ガス販売事業者 及び第 １４条第

１項の権限の委任に基づき経済産業局長 及び産業保安監督部長が行った液化

石油ガス販売事業者 について、立入検査の事務を行うこととなる。  

なお、都道府県知事又は指定都市の長 は、その管轄区域内に販売所を有す

る液化石油ガス販売事業者に係る供給設備であれば、当該 都道府県知事（指

定都市の区域内にあっては、指定都市の長） の管轄区域外に設置されている

ものについても立入検査をすることができる。  

４． 第４項の規定により、都道府県知事又は指定都市の長 は、法第 ２９条第

１項の認定を 経済産業大臣が行った保安機関及び第１４条第 ４項の権限の委

任に基づき 産業保安監督部長が行った 保安機関 について、報告徴収及び立入

検査の事務を行うこととなる。  

なお、都道府県知事又は指定 都市の長 は、その管轄区域内の液化石油ガス

販売事業者の販売所に係る保安業務を行っている保安機関の事業所であれ

ば、当該都道府県知事（指定都市の区域内にあっては、指定都市の長） の管

轄区域外に所在地があるものについても立入検査をすることができる。  
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第 １４条（権限の委任）関係  

１． 第５項の規定により液化石油ガス器具等の製造事業者の工場が一の経済

産業局の管轄区域内のみに設置されている場合並びに第 ６ 項の規定により液

化石油ガス器具等の輸入又は販売の 事業を行う事務所又は営業所が一の経済

産業局の管轄区域内の みに設置されている場合には、当該製造、輸入又は販

売の事業を行う者に係る輸出例外届出は当該区域を管轄する経済産業局長に

提出されることとなる。この場合、液化石油ガス器具等の種類は問わないの

で図のような場合には、経済産業大臣（本省）に提出されることとなる。  

 

２． 第７項の規定により一の届出区分に係る液化石油ガス器具等の製造事業

者の工場が一の経済産業局の管轄区域内のみに設置されている場合及び第

８項の規定により一の届出区分に係る液化石油ガス器具等の輸入の事業を行

う営業所等が一の経済産業局の管轄区域内のみに設置されている場合には、

当該工場又は営業所等の所在地を管轄する経済産業局長が行うこととなる。

本委任は、届出区分ごとに行われるので図のような工場等を有する事業者の

場合、ストーブについてはＡ経済産業局所管、瞬間湯沸器については本省所

管となる。  

 

３． 第９項及び第１４ 項の規定により経済産業局長は、その管轄区域内にあ

る液化石油ガス器具等の製造又は輸入の事業を行う者の工場、事業場、事務

所、営業所、液化石油ガス器具等の保管場所等に対する改善命令、表示の禁

止又は立入検査等を行うこととなる。  

この場合、図のように届出事業者の所管経済産業局長と立入検査等を行う

経済産業局長が異なる場合もあるので、行政実務の実効性が確保されるよ

う、事業の届出を受けた経済産業局において管轄区域外にある倉庫等の所在

地を把握し、管轄する経済産業局に資料を送付するものとする。  

 

 

 

 

(Ｂ経済産業局管轄区域) 

ａ社の工場又は事業場① 

：瞬間湯沸器 

ａ社の工場又は事業場② 

     ：ストーブ 

(Ａ経済産業局管轄区域) 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

(Ｂ経済産業局管轄区域) (Ａ経済産業局管轄区域) 

ｂ社の工場又は事業場① 

：瞬間湯沸器、ストーブ 

ｂ社の工場又は事業場② 

      ：瞬間湯沸器 

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

･･･････････
･･･

 

(Ａ経済産業局管轄区域) 

事 業 場 

工   場 

(Ｂ経済産業局管轄区域) 

保 管 場 所 
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４． 第１０項の規定により、 経済産業局長 又は産業保安監督部長 は、その管

轄区域内に販売所を有する経済産業大臣又はその 経済産業局長及び産業保安

監督部長の登録を受けた液化石油ガス販売事業者に係る供給設備であれば、

当該経済産業局長又は 産業保安監督部長 の管轄区域外に設置されているもの

についても立入検査をすることができる。  

５． 第１１項の規定により、 産業保安監督部長は、その管轄区域内の経済産

業大臣又はその経済産業局長及び産業保安監督部 長の登録を受けた液化石油

ガス販売事業者の販売所に係る保安業務を行っている保安機関の事業所であ

れば、当該 産業保安監督部長の管轄区域外に所在地があるものについても立

入検査をすることができる。  
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別添３  液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律関係手数

料令の運用及び解釈について  

 

別表第１第１号（法第３条第１項の登録）関係  

  「一件につき」とは、 1 回の申請に係るすべての内容をいい、複数の販売所に

ついて同時に登録を受けようとする場合にあっても、一件である。  

 

別表第１第２号（液化石油ガス販売事業者登録簿の謄本の交付）関係  

  「一通につき」とは、一の液化石油ガス販売事業者ごとに謄本を一通請求す

ることをいい、販売所ごとに一通請求することではない。  

 

別表第１第３号（液化石油ガス販売事業者登録簿の閲覧）関係  

  「一回につき」とは、一の液化石油ガス販売事業者について一回閲覧するこ

とをいう。したがって、複数の事業者の内容を閲覧する場合は、所定の額に液

化石油ガス販売事業者の数を乗じた額が手数料となる。  

 

別表第１第７号（法第３５条の６第１項の認定）関係  

  「認定を受けようとする者が販売契約を締結している一般消費者等の数」と

は、当該認定が液化石油ガス販売事業者を認定するものであるから、複数の販

売所を有している場合は、そのすべての販売所で液化石油ガスの販売契約を締

結している一般消費者等の数を合計したものをいい、認定対象消費者の数とは

異なる。  
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別 添 ４  液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 規 則

の 運 用 及 び 解 釈 に つ い て  

 

第 １ 条 （ 定 義 ） 関 係  

１ ． 貯 槽 に つ い て  

法 で は 高 圧 ガ ス が 充 て ん さ れ る も の を す べ て 「 容 器 」 と し て 表 現 し て い る

（ 例 え ば 法 第 ２ 条 ） が 、 本 規 則 で は 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ４ １ 条 第 １ 項 に 規 定

す る 容 器 を「 容 器 」と し（ 規 則 第 １ 条 第 ２ 項 第 ３ 号 ）、地 盤 面 に 対 し て 移 動 す

る こ と が で き な い も の で あ っ て バ ル ク 貯 槽 以 外 の も の を 「 貯 槽 」 と し た 。  

第 ２ 項 第 １ 号 中「 地 盤 面 に 対 し て 移 動 す る こ と が で き な い も の 」と は 、常 時

地 盤 面 に 対 し て 支 柱 等 に よ り 固 定 さ れ て い る も の を い い 、 例 え ば 配 管 等 と 一

時 的 に 接 続 さ れ て い る 容 器 は 含 ま れ な い 。   

２ ． 貯 蔵 能 力 に つ い て  

「 貯 蔵 能 力 」 と は 、 貯 蔵 設 備 が 貯 槽 で あ る 場 合 に は 供 給 管 若 し く は 配 管 又

は 集 合 装 置 に よ り 連 結 さ れ た 貯 槽 の 内 容 積 に 応 じ て 算 出 さ れ た 貯 蔵 能 力 、 容

器 で あ る 場 合 に は 、 供 給 管 若 し く は 配 管 又 は 集 合 装 置 に よ り 連 結 さ れ た 容 器

の 内 容 積 に 応 じ て 算 出 さ れ た 貯 蔵 能 力 の 合 計 を い う 。  

第 ２ 項 第 ５ 号 中 「 貯 槽 又 は バ ル ク 貯 槽 の 常 用 の 温 度 に お け る 液 化 石 油 ガ ス

の 比 重 」 と は 、 液 化 石 油 ガ ス が 使 用 さ れ る 場 合 に 、 当 該 ガ ス の 過 程 に お い て

通 常 な り う る 、最 高 の 温 度 に お け る 液 化 石 油 ガ ス の 比 重 を い う が 、「 液 化 石 油

ガ ス の 成 分 」、「 通 常 な り う る 最 高 の 温 度 」 等 に つ い て 不 明 確 な 場 合 が 多 い の

で 、 次 の よ う に 統 一 し て 運 用 さ れ た い 。  

本 号 の「 常 用 の 温 度 に お け る 液 化 石 油 ガ ス の 比 重 」は 、「 温 度 ４ ０ 度 に お け

る 当 該 貯 槽 に 貯 蔵 さ れ る 液 化 石 油 ガ ス 比 重 」 と し て 保 安 距 離 を 算 定 す る 。 こ

の 場 合 、 当 該 貯 槽 に 貯 蔵 さ れ る 液 化 石 油 ガ ス の 成 分 が 不 明 の 場 合 は ブ タ ン が

貯 蔵 さ れ る も の と し て 、 ま た 成 分 が 不 定 の 場 合 は 比 重 の 最 大 の も の が 貯 蔵 さ

れ る も の と し て 算 定 す る 。  

３ ． 第 ６ 号 イ に 定 め る 学 校 、 ロ に 定 め る 病 院 及 び ニ に 定 め る 施 設 に は 、 校 庭 、

病 院 の 庭 等 は 含 ま れ る （ 当 該 学 校 、 病 院 等 に 液 化 石 油 ガ ス を 供 給 す る た め の

貯 蔵 設 備 及 び 充 て ん 設 備 に 適 用 す る 場 合 を 除 く 。 な お 、 当 該 学 校 の 校 庭 、 病

院 の 庭 等 内 に 貯 蔵 設 備 を 設 置 す る 場 合 に は 、 当 該 施 設 を 利 用 す る 者 が 通 常 通

行 し な い 場 所 に 設 置 す る 等 、 保 安 の 確 保 に 努 め る よ う 指 導 さ れ た い 。）。   

４ ． 第 ６ 号 ハ 中 「 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 施 設 」 と は 、 野 球 場 、 図 書 館 等 観 覧 の

用 に 供 す る も の を い い 、「 収 容 定 員 」と は 、あ ら か じ め 建 築 物 の 面 積 等 に よ り 、

定 ま っ て い る 収 容 す る こ と が で き る 人 員 を い う 。  

５ ．第 ６ 号 ト 中「 １ 日 に 平 均 ２ 万 人 以 上 の 者 が 乗 降 す る 駅 」と は 、年 間 の 総 乗

降 客 を １ 日 平 均 し て ２ 万 人 以 上 と な る 駅 を い い 、「 駅 の 母 屋 及 び プ ラ ッ ト ホ ー

ム 」 に は 貨 物 専 用 の も の は 含 ま れ な い 。  
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ま た 、 プ ラ ッ ト ホ ー ム 等 に 屋 根 が あ る か 否 か は 問 わ な い 。  

６ ． 第 ６ 号 チ 中 「 建 築 物 」 は 、 土 地 に 定 着 す る 工 作 物 で あ っ て 、  

① 「 屋 根 及 び 柱 又 は 壁 を 有 す る も の 」  

② 「 観 覧 の た め の 工 作 物 」 並 び に  

③ 「 地 下 又 は 高 架 の 工 作 物 内 に 設 け る 事 務 所 、 店 舗 、 興 行 場 、 倉 庫 、 そ の 他

こ れ ら に 類 す る 施 設 」 を い う 。  

し か し 、 イ か ら ト ま で に 掲 げ る 機 能 を 有 す る 建 築 物 、 例 え ば １ 日 ２ 万 人 未

満 の 人 が 乗 降 す る 駅 、 収 容 人 員 ３ ０ ０ 人 未 満 の 劇 場 は チ の 「 建 築 物 」 と し て

は 規 制 さ れ な い 。  

す な わ ち 、 チ の 「 建 築 物 」 は 上 記 の 建 築 物 ① ② ③ の う ち 、 ① 及 び ③ の 一 部

と な る 。（ 観 覧 の た め の 工 作 物 、 地 下 又 は 高 架 の 工 作 物 内 に 設 け る 興 行 場 は 、

ハ に 掲 げ る 機 能 を 有 す る 。）  

ま た 、 ア ー ケ ー ド の み に よ り 連 絡 さ れ た 商 店 街 は 一 つ の 建 築 物 で は な い 。

「 不 特 定 か つ 多 数 の 者 を 収 容 す る こ と を 目 的 と す る 建 築 物 」 と は 、 い わ ゆ る

第 三 者 の 出 入 り す る 建 築 物 を い い 、 キ ャ バ レ ー 、 ボ ー リ ン グ 場 、 結 婚 式 場 、

礼 拝 堂 、 ド ラ イ ブ イ ン 、 レ ス ト ラ ン 等 が 含 ま れ る 。  

一 つ の 建 築 物 の 一 部 に 「 不 特 定 か つ 多 数 の 者 を 収 容 す る こ と を 目 的 と す る

建 築 物 」 が あ れ ば 、 当 該 建 築 物 全 体 が 第 １ 種 保 安 物 件 と な る 。  

「 そ の 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の 合 計 が １ ,０ ０ ０ ｍ ２ 以 上 の も の 」 に つ

い て は 、 例 え ば １ 室 が 喫 茶 店 、 １ 室 が 事 務 所 、 １ 室 が 衣 料 品 店 で あ る 建 築 物

に お い て 、 喫 茶 店 の 床 面 積 （ 収 容 さ れ る 者 が 専 ら 使 用 す る ろ う 下 、 便 所 等 の

床 面 積 を 含 む 。） 及 び 衣 料 品 店 の 床 面 積 の 合 計 が １ ,０ ０ ０ ｍ ２ 以 上 と な る 場

合 に は 、 当 該 建 築 物 全 体 が 第 １ 種 保 安 物 件 と な る 。  

７ ． 第 ７ 号 中 「 住 居 の 用 に 供 す る も の 」 と は 、 人 が 寝 食 す る 建 築 物 （ 具 体 的 に

は 、寝 具 、炊 事 設 備 及 び 便 所 が あ る こ と を い う 。）を い い 、例 え ば 別 荘 、飯 場

の 仮 設 宿 泊 所 、 工 場 の 宿 泊 室 等 は 含 ま れ 、 運 転 手 の 仮 眠 所 、 守 衛 の 詰 所 等 は

含 ま れ な い 。  

な お 、 一 つ の 建 築 物 の 一 部 分 が 住 居 の 用 に 供 す る も の で あ る 場 合 、 当 該 部

分 が そ の 他 の 部 分 と 明 確 に 区 分 し て 認 識 (例 え ば 渡 り ろ う 下 、 壁 等 に よ る 区

分 )さ れ な い 限 り 当 該 建 築 物 全 体 を 第 ２ 種 保 安 物 件 と す る 。  

ま た 、「 販 売 所 の 存 す る 敷 地 」と は 、登 録 申 請 に 際 し て 添 付 さ れ た 図 面 に 記

載 さ れ て い る 敷 地 を い う が 、 当 該 敷 地 内 に 第 三 者 が 居 住 す る 住 居 が 新 設 さ れ

た 場 合 に あ っ て は 、 当 該 住 居 の 敷 地 及 び こ れ に 付 帯 す る 敷 地 は 「 販 売 所 の 存

す る 敷 地 」 に は 含 ま な い こ と と す る 。  

８ ． 残 ガ ス 容 器 に つ い て  

残 ガ ス 容 器 と は 、 第 １ ０ 号 の 充 て ん 容 器 以 外 の 容 器 で あ っ て 、 残 存 し て い

る ガ ス が 気 体 の 状 態 の ガ ス の み で あ り 、 そ の 圧 力 が 温 度 ３ ５ 度 に お い て １ メ

ガ パ ス カ ル 未 満 で あ る 場 合 の 容 器 は 含 ま れ な い が 客 観 的 に 反 証 の な い 限 り 、
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充 て ん 容 器 以 外 の 容 器 は 残 ガ ス 容 器 と 推 定 し て 取 扱 う も の と す る 。  

 

第 ３ 条 （ 供 給 設 備 ） 関 係  

１ ．「 貯 蔵 設 備 」と は 、バ ル ク 貯 槽 、貯 槽 若 し く は 集 合 装 置 又 は 供 給 管 に 連 結 さ

れ た 容 器 に よ り 、 液 化 石 油 ガ ス を 貯 蔵 し て い る も の を い う 。  

２ ．「 こ れ ら に 準 ず る 設 備 」と は 、高 圧 ホ ー ス 、ピ グ テ ー ル 、集 合 管 及 び 対 震 自

動 ガ ス 遮 断 器 等 を い う 。  

 

第 ４ 条 （ 販 売 事 業 の 登 録 申 請 等 ） 関 係  

１ ．「 販 売 所 」と は 、販 売 に 係 る 事 務 等 を 行 う ス ペ ー ス を 有 し 、建 物 の 中 に あ る

も の を い う 。 し た が っ て 、 車 両 や 容 易 に 移 動 で き る 天 幕 、 下 宿 等 は こ れ に 該

当 し な い 。  

２ ．第 ２ 項 第 １ 号 の 図 面 に は 、適 宜 、最 寄 駅 等 よ り 販 売 施 設 に 至 る 経 路 を 記 入

す る 。  

３ ．第 ２ 項 第 ２ 号 の 書 面 は 、規 則 第 １ １ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 状 況 を 証 す る 書 面

を 添 付 す る こ と で あ る か ら 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 許 可 書 の 写 し 、

同 法 第 １ ６ 条 第 １ 項 の 許 可 書 の 写 し 、 委 託 契 約 書 の 写 し 等 が こ れ に あ た る 。  

４ ．第 ２ 項 第 ３ 号 の 内 容 を 記 載 し た 書 面 は 、登 録 申 請 時 に お け る 販 売 所 ご と の

予 定 事 項 を 記 載 す る こ と 。 ま た 「 販 売 予 定 地 域 」 は 、 当 該 液 化 石 油 ガ ス 販 売

事 業 者 が 販 売 所 ご と に 販 売 し よ う と す る 一 般 消 費 者 等 の 分 布 し て い る 地 域 を

「 ○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 の 区 域 」 と い う よ う に 記 載 さ せ る こ と 。  

５ ．第 ２ 項 第 ４ 号 の 書 面 は 、規 則 第 ６ 条 に 定 め る 内 容 に 適 合 し た 保 険 に 加 入 し

て い る こ と を 証 す る 書 面 （ 保 険 証 券 、 約 款 及 び 領 収 書 の 写 し 、 又 は 付 保 証 明

書 等 ） と す る 。  

６ ． 第 ２ 項 第 ６ 号 中 「 業 務 を 行 う 役 員 」 と は 、 株 式 会 社 の 取 締 役 、 合 名 会 社 の

業 務 執 行 社 員 等 を い い 、 株 式 会 社 の 監 査 役 は 法 人 の 役 員 で は あ る が 、 こ こ に

い う 「 業 務 を 行 う 役 員 」 に は 該 当 し な い 。  

７ ． 様 式 １ 中 、「 登 録 番 号 」 と は 、 次 の と お り と す る 。  

(1) 登 録 番 号 は 、行 政 庁 を 識 別 す る 番 号 等 と 、液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 ご と

に 付 す 番 号 等 か ら 構 成 す る 。  

(2) 行 政 庁 を 識 別 す る 番 号 等 の冒頭は、 別 表 第 １ に 対 応 す る 番 号 等 と す る 。  

(3) 別 表 第 １ に 対 応 す る 番 号 等 以 降 は 、 必 要 に 応 じ て 任 意 の 番 号 等 を 付 す 。 

(4) た だ し 、指 定 都 市 は 、令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 付 で 都 道 府 県 知 事 か ら 指 定 都 市

の 長 へ 権 限 が 移 譲 さ れ る こ と に よ り 、指 定 都 市 の 長 が 登 録 し た と み な さ れ

る 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に 対 し て 、指 定 都 市 の 判 断 に よ り 、従 前 か ら 付

さ れ て い る 行 政 庁 を 識 別 す る 番 号 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。  

(5)  令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 付 で 都 道 府 県 知 事 か ら 指 定 都 市 の 長 へ 権 限 が 移 譲 さ れ

る こ と に 伴 い 、 同 一 都 道 府 県 内 の 行 政 庁 は 、 ２ 以 上 の 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業
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者 に 対 し て 同 一 の 登 録 番 号 を 付 す こ と が な い よ う 、 十 分 関 係 自 治 体 間 の 連 絡

を 図 ら れ た い 。  

第 ６ 条 （ 損 害 賠 償 を 行 う べ き 場 合 に 備 え て と る べ き 措 置 ） 関 係  

  本 条 の 保 険 契 約 に お い て 、保 険 の 契 約 者 は 必 ず し も 法 第 ３ 条 第 １ 項 の 登 録 の

申 請 者 自 身 で な く て も よ い 。す な わ ち 、申 請 者 Ａ の た め に 、他 の 者 Ｂ が Ａ を 被

保 険 者 と す る 損 害 賠 償 責 任 保 険 契 約 を 保 険 会 社 Ｃ と 締 結 し 、保 険 料 は Ｂ が 支 払

う も の で も よ い が 、Ａ が 液 化 石 油 ガ ス の 災 害 に よ り 他 人 に 被 害 を 与 え 、そ の 賠

償 を 行 わ な け れ ば な ら な い 場 合 の 支 払 に つ い て 、規 則 第 ６ 条 各 号 以 外 の 条 件 が

付 さ れ て い な い も の で な け れ ば な ら な い 。（ 例 え ば 、 Ａ が Ｂ か ら 購 入 し た 液 化

石 油 ガ ス に よ る 災 害 の 場 合 に の み 、支 払 わ れ る よ う な 条 件 が 付 さ れ て い て は な

ら な い 。）  

 

 第 ９ 条 （ 販 売 所 等 の 変 更 の 届 出 ） 関 係  

１ ．第 ２ 項 中「 貯 蔵 施 設 を 保 有 又 は 占 有 し な い 理 由 を 変 更 」と は 、規 則 第 １ １ 条

第 ２ 項 各 号 に 掲 げ る 事 由 を 変 更 し た 場 合 の ほ か 、 同 項 第 ３ 号 及 び 第 ４ 号 に 掲

げ る 場 合 の 委 託 先 が 変 更 と な っ た 場 合 を い う 。  

２ ．第 ２ 項 中「 支 払 能 力 を 変 更 」と は 、販 売 所 を 新 設 し た 場 合 で 新 た に 損 害 賠

償 責 任 保 険 を 追 加 加 入 し た 場 合 、 損 害 賠 償 責 任 保 険 の 付 保 額 を 変 更 し た 場 合

又 は 損 害 賠 償 責 任 保 険 の 加 入 先 を 変 更 し た 場 合 を い う （ 加 入 先 か ら 付 保 証 明

書 が 登 録 行 政 庁 に 送 付 さ れ る 場 合 を 除 く 。）  

 

第 １ ０ 条 （ 承 継 の 届 出 ） 関 係  

  承 継 に 伴 っ て 販 売 所 等 の 名 称 の 変 更 が あ っ た 場 合 は 、届 書 に そ の 旨 付 記 さ せ

る 。  

 

第 １ １ 条 （ 貯 蔵 施 設 ） 関 係  

１ ．第 １ 項 中「 販 売 所 ご と に 」と は 、そ れ ぞ れ の 販 売 所 に 属 す る 貯 蔵 施 設 が 必

要 で あ る 旨 で あ る 。  

こ の 場 合 、 販 売 所 に 属 す る と い え る た め に は 、 そ の 貯 蔵 施 設 に お け る 液 化

石 油 ガ ス の 貯 蔵 量 の 決 定 及 び そ の 出 し 入 れ 、 そ の 他 そ の 管 理 の 権 限 が そ の 販

売 所 に あ る こ と を 要 す る 。  

２ ．販 売 所 に 属 す る 貯 蔵 施 設 と は 、販 売 所 と 同 一 敷 地 内 に あ る こ と 、又 は 敷 地

を 異 に す る 場 合 に は 次 に 掲 げ る 要 件 に 適 合 す る 販 売 所 か ら ５ ｋ ｍ 以 内 に 設 置

さ れ る も の で あ る こ と を い う 。  

(1) 通 常 の 状 態 に お い て １ ０ 分 以 内 に 到 着 で き る 車 両 を 有 し て い る こ と 。  

(2) 貯 蔵 施 設 に は 、貯 蔵 施 設 の 所 有 者 若 し く は 占 有 者 の 従 業 員 で あ っ て 規 則

第 ３ ６ 条 第 ２ 項 に 定 め る 要 件 に 適 合 す る 者 が 管 理 人 と し て 貯 蔵 施 設 に 常

駐 し て い る こ と 、又 は 貯 蔵 施 設 に 関 係 者 以 外 の 者 が 容 易 に 近 づ け ず 立 ち 入
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ら な い よ う な 措 置 を 講 じ て い る こ と 。  

 な お 、上 記 の 措 置 は さ く 、へ い を 設 け 施 錠 等 を 行 う こ と な ど が 考 え ら れ

る が 、 こ れ に 限 ら な い 。  

(3) 共 同 の 貯 蔵 施 設 に あ っ て は 、販 売 事 業 者 ご と に 当 該 販 売 事 業 者 が そ の 貯

蔵 施 設 と し て 占 有 す る 範 囲 を 明 確 に 不 燃 材（ さ く 、く さ り 等 ）で 区 分 す る

と と も に 、 貯 蔵 施 設 ご と に 必 要 な 器 具 類 は 専 用 の も の を 備 え て い る こ と 。 

(4) 共 同 の 貯 蔵 施 設 に あ っ て は 、賃 貸 借 契 約 等 に よ り 管 理 責 任 が 明 確 に さ れ

て い る こ と 。  

３ ．高 圧 ガ ス 取 締 法 及 び 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る

法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 ８ 年 法 律 第 １ ４ 号 ） に よ る 改 正 前 の 法 第

１ １ 条 た だ し 書 の 許 可 を 受 け た 販 売 所 で 、 以 下 の 要 件 に よ り 許 可 を 受 け た 貯

蔵 施 設 に つ い て は 、 な お 、 従 前 ど お り と す る 。  

（ 要 件 ）  

販 売 所 か ら ５ ０ ｍ 以 内 の 場 所 に 面 積 ３ ｍ ２ 未 満 の 貯 蔵 施 設 を 所 有 又 は 占 有

す る 場 合 で あ っ て 、 次 に 掲 げ る す べ て の 条 件 に 適 合 す る 場 合  

(1) 顧 客 で あ る 消 費 者 数 が １ ０ ０ 戸 以 下 で あ っ て 、都 市 ガ ス の 普 及 し て い る

都 心 部 又 は 人 口 減 少 の 続 い て い る 山 間 部 の よ う に 、今 後 消 費 者 数 が 増 加 す

る 可 能 性 が な い 地 域 に 販 売 所 が あ る こ と 。（「 顧 客 で あ る 消 費 者 数 が 増 加 す

る 場 合 に は 、貯 蔵 施 設 の 面 積 は Ｓ ＝ ０ ．０ ２ Ａ の 式 で 算 出 し た 面 積 以 上 に

拡 大 す る こ と 。」 の 旨 の 念 書 が と ら れ て い る こ と 。）  

(2) 容 器 置 場 の 面 積 が １ ． ５ ｍ ２ 以 上 で あ っ て 、 か つ 、 次 の 式 で 算 出 し た 面

積 以 上 で あ る こ と 。  

Ｓ ＝ ０ ． ０ ２ Ａ  

（ Ｓ :面 積 （ 単 位 ｍ ２ ）  Ａ :消 費 者 数 ）  

４ ．２ 以 上 の 販 売 所 で 一 つ の 貯 蔵 施 設 を 共 用 す る こ と は 差 し 支 え な い 。た だ し 、

１ ．の 要 件 に 適 合 す る こ と が 必 要 な こ と は 当 然 で あ り 、２ 以 上 の 販 売 所 が 別 々

の 企 業 の 場 合 に は 、 こ の 点 の 審 査 を と く に 十 分 に 行 い 、 ま た 、 そ れ ぞ れ の 使

用 部 分 を 明 確 に さ せ る こ と 。  

な お 、 面 積 は ３ ｍ ２ に 販 売 所 の 数 を 乗 じ た も の を 下 回 っ て は な ら な い 。  

５ ．面 積 の 算 定 は 、柱 、壁 の 中 心 線 か ら 行 う 。同 一 敷 地 内 の 貯 蔵 施 設 に つ い て

は 合 算 し て ３ ｍ ２ 以 上 で あ れ ば よ い 。ま た 、一 般 消 費 者 等 以 外 の 者 に 販 売 す る

液 化 石 油 ガ ス の 貯 蔵 の 用 に も 供 す る も の で あ っ て も 、 面 積 は 販 売 所 ご と に

３ ｍ ２ 以 上 で よ い 。 こ の 場 合 一 般 消 費 者 等 に 販 売 す る も の と そ の 他 の も の と

を 区 分 す る 必 要 は な い 。  

ま た 、 一 般 消 費 者 等 に 販 売 す る 液 化 石 油 ガ ス 以 外 の 高 圧 ガ ス の 貯 蔵 を あ わ

せ て 行 う 場 合 に は 、 一 般 高 圧 ガ ス の 貯 蔵 に 供 さ れ る 部 分 を 除 い て ３ ｍ ２ 以 上

が 必 要 で あ る 。 一 般 高 圧 ガ ス 保 安 規 則 第 ６ 条 第 ２ 項 第 ８ 号 に よ り 、 液 化 石 油

ガ ス と 区 分 し て 貯 蔵 し な け れ ば な ら な い 。  
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な お 、 同 一 敷 地 内 に 貯 蔵 施 設 又 は 高 圧 ガ ス 保 安 法 の 容 器 置 場 （ 液 化 石 油 ガ

ス 保 安 規 則（ 昭 和 ４ １ 年 通 商 産 業 省 令 第 ５ ２ 号 ）の 適 用 を 受 け る も の に 限 る 。

以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。）が 複 数 あ る 場 合 に あ っ て は 、当 該 貯 蔵 施 設 及 び 容

器 置 場 の 合 計 面 積 に よ り 、 規 則 第 １ ４ 条 第 ２ 号 の 第 一 種 施 設 距 離 及 び 第 二 種

施 設 距 離 を 算 定 す る 。  

６ ． 第 ２ 項 第 ３ 号 中 「 現 に 引 き 渡 す こ と に よ り 」 と は 、 こ の 号 に 限 り 、 容 器 を

一 般 消 費 者 等 の 消 費 先 に 置 く こ と を い い 、質 量 販 売 又 は 体 積 販 売 を 意 味 す る 。

ま た 、「 全 量 委 託 」と は 、通 常 の 販 売 行 為 に お け る 配 送 、保 管 等 を 意 味 し 、災

害 の 発 生 の お そ れ が あ る 場 合 等 に お け る や む を 得 な い 保 管 、 引 き 取 り 等 は こ

れ に 含 ま れ な い 。  

７ ． 第 ２ 項 第 ３ 号 イ 中 「 第 一 種 製 造 者 」 及 び ロ 中 「 第 一 種 貯 蔵 所 を 所 有 し 、 又

は 占 有 し て い る 者 」 へ の 委 託 に つ い て は 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ５ 条 第 １ 項 及 び

同 法 第 １ ６ 条 第 １ 項 の 許 可 を 受 け た 者 の ほ か 、 当 該 許 可 を 受 け た 者 と 資 本 関

係 に あ る 配 送 事 業 者 に 対 し 、 配 送 を 委 託 し て い る 場 合 も 含 む も の と す る 。 な

お 、 こ の 場 合 規 則 第 ４ 条 第 ２ 項 第 ２ 号 の 書 面 に は 、 配 送 事 業 者 と の 委 託 契 約

書 の 写 し の ほ か 、 配 送 事 業 者 と 第 一 種 製 造 者 又 は 第 一 種 貯 蔵 所 を 所 有 し 、 又

は 占 有 し て い る 者 と の 関 係 を 示 す 書 面 の 添 付 が 必 要 で あ る 。  

 

第 １ ３ 条 （ 書 面 の 記 載 事 項 ） 関 係  

１ ．第 １ 号 中「 責 任 に 関 す る 事 項 」と し て は 、液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 及 び 保

安 機 関 の 保 安 上 の 責 任 を 有 す る 範 囲 等 を 記 載 さ せ る 。  

２ ．第 ２ 号 中「 責 任 に 関 す る 事 項 」と し て は 、消 費 設 備 に 係 る 一 般 消 費 者 等 の

保 安 上 の 責 任 に つ い て 記 載 さ せ る 。  

３ ．第 ３ 号 中 の「 計 量 の 方 法 」と し て は 、計 量 法 第 １ ０ 条 、第 １ ２ 条（ 特 定 商

品 の 計 量 ）の 規 定 又 は 第 １ ３ 条（ 密 封 を し た 特 定 商 品 に 係 る 特 定 物 象 量 の 表

記 ）の 規 定 に 従 う 旨 及 び い わ ゆ る メ ー タ ー 販 売 の 場 合 は 検 針 の 日 等 検 針 の 方

法 を 記 載 さ せ る 。  

４ ．第 ４ 号 中「 引 取 り の 方 法 」と し て は 、質 量 に よ り 販 売 し た 液 化 石 油 ガ ス で

あ っ て 消 費 さ れ な い 残 ガ ス 計 量 の 方 法 等 引 取 り の 具 体 的 方 法 及 び 引 取 り の

決 済 条 件 を 記 載 さ せ る 。  

５ ．第 ５ 号 、第 ６ 号 、第 ８ 号 及 び 第 ９ 号 に つ い て は 、「 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確

保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 規 則（ 平 成 ９ 年 通 商 産 業 省 令 第 １ １ 号 ）

の 運 用 及 び 解 釈 の 基 準 に つ い て 」（ 平 成 ９ 年 ３ 月 １ ９ 日 付 け 平 成 ０ ９ ･０ ３ ･

１ ７ 資 庁 第 １ 号 ） を 参 照 さ れ た い 。  

６ ．第 １ ０ 号 に お け る 保 安 機 関 の う ち 、供 給 開 始 時 点 検・調 査 を 行 う 保 安 機 関

に つ い て は 、改 正 法 の 施 行 の 際 現 に 液 化 石 油 ガ ス を 供 給 し て い る 一 般 消 費 者

等 に 対 し て 供 給 開 始 時 点 検・調 査 が 行 わ れ る こ と は な い の で 、書 面 に 記 載 す

る 必 要 は な い 。な お 、液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 が 保 安 機 関 を 変 更 し た と き は 、
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遅 滞 な く 、一 般 消 費 者 等 に 対 し 書 面 を 交 付 す る 必 要 が あ る 。そ の 際 第 １ ０ 号

に 定 め る 内 容 の み を 交 付 す る こ と は 差 し 支 え な い 。  

 

第 １ ４ 条 （ 貯 蔵 施 設 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係  

１ ．第 １ 号 中 、貯 蔵 施 設 の「 明 示 」に つ い て は 、第 三 者 か ら み て 、当 該 貯 蔵 施

設 の 範 囲 が 客 観 的 に 明 ら か に な る 状 態 で あ れ ば よ く 、例 え ば 、コ ン ク リ ー ト

造 り の 建 物 の 場 合 、さ ら に ペ イ ン ト 等 で 境 界 を 示 す 必 要 は な い 。建 物 が な い

場 合 に は 地 上 に ペ イ ン ト で 線 を 引 く 等 の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。  

ま た 、「 外 部 か ら 見 や す い よ う に 」と は 、当 該 貯 蔵 施 設 の 外 部 の 何 れ の 方 向

か ら も わ か る よ う に す る こ と を い い 、 例 え ば 複 数 個 の 警 戒 標 が あ れ ば よ い 。  

２ ．第 ２ 号 は 、原 則 と し て 貯 蔵 施 設 が 、第 １ 種 保 安 物 件 に 対 し 第 １ 種 施 設 距 離

以 上 、第 ２ 種 保 安 物 件 に 対 し 第 ２ 種 施 設 距 離 以 上 の 距 離 を 有 す べ き 旨 の 規 定

で あ り 、貯 蔵 施 設 を 新 設 す る 場 合 に は 、こ れ ら の 距 離 内 の 土 地 を 所 有 権 、借

地 権 等 に よ り 確 保 さ せ る よ う に 指 導 さ れ た い 。  

な お 、 距 離 の 測 定 は 水 平 距 離 に よ っ て 行 う 。  

 

第 １ ６ 条 （ 販 売 の 方 法 の 基 準 ） 関 係  

１ ． 第 ２ 号 中 の 「 そ の 旨 」 に つ い て は 、 次 の よ う に 行 う も の と す る 。  

(1) 明 示 す べ き 事 項 は 、「 充 て ん 期 限 ○ － □ 」（ ○ は 年 、□ は 月 を 示 す 。）と す

る 。 年 に つ い て は 、 西 暦 年 ４ 桁 と し 、 月 に つ い て は 、 次 回 の 再 検 査 を 受 け

な い で 液 化 石 油 ガ ス を 充 て ん で き る 最 終 日 を 含 む 月 と す る 。高 圧 ガ ス 保 安

法 第 ４ ８ 条 第 ５ 項 の 特 別 充 て ん 許 可 を 受 け て い る 容 器 で あ っ て 、再 検 査 期

限 よ り も 特 別 充 て ん 許 可 が 短 か い 容 器 に つ い て は 、特 別 充 て ん 許 可 を 充 て

ん 期 限 と し て 明 示 す る 。  

(2) 文 字 （ 数 字 を 含 む ） の 色 は 赤 、（ 方 法 は ス タ ン プ 吹 き つ け で も よ い 。） そ

の 一 つ の 大 き さ は 縦 横 ３ ｃ ｍ 以 上 を 標 準 と し 、２ 行 以 上 に わ た っ て 記 載 し

て も よ い こ と と す る 。  

(3) 明 示 す べ き 位 置 は 、 容 器 の 胴 部 の 見 や す い 箇 所 と す る 。  

２ ．第 ３ 号 は 、充 て ん 容 器 の 引 渡 し は 一 般 消 費 者 の も と に 配 達 し 、配 管 に 接 続

し て か ら す べ き 旨 の 規 定 で あ り 、い わ ゆ る 予 備 容 器 を 一 般 消 費 者 等 の も と に

お く こ と を 禁 止 す る も の で あ る 。た だ し 、い わ ゆ る ツ イ ン 方 式 を 禁 止 す る も

の で は な い 。（ こ の 場 合 、 手 動 の 切 換 え は 一 般 消 費 者 等 が 行 っ て も よ い 。）  

 「 屋 外 に お い て 移 動 し て 使 用 さ れ る 消 費 設 備 」と は 、屋 台 、キ ャ ン ピ ン グ

カ ー 、キ ッ チ ン カ ー 等 を い う 。な お 、配 管 を 使 用 し な い で 燃 焼 器 を 容 器 に 直

接 接 続 す る 用 法 の も の に 対 し て は 適 用 さ れ な い も の と す る 。  

３ ．第 ４ 号 の「 消 費 設 備 の 数 」は 、ガ ス メ ー タ ー の 数 に よ り 、算 定 す る も の と

す る 。  

４ ．第 ６ 号 中「 計 量 器 等 作 業 に 必 要 な 物 」と は 、具 体 的 に は 、計 量 器 、転 倒 防
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止 装 置 、工 具 、気 密 試 験 設 備 、塗 装 用 設 備（ 塗 料 を 除 く 。）、温 度 計 等 を い う 。  

５ ．第 ７ 号 の「 引 火 性 若 し く は 発 火 性 の 物 」に は 、例 え ば 石 油 類 を 含 み 、薪 炭

類 は 含 ま な い 。  

６ ． 第 ８ 号 の 「 温 度 四 十 度 以 下 に 保 つ こ と 」 に つ い て は 、 例 え ば 、 直 射 日 光 、

暖 房 等 に よ る 温 度 上 昇 を 防 ぐ た め 、屋 根 、障 壁 、散 水 装 置 を 設 け る 等 の 措 置

を 講 じ さ せ る こ と と す る 。  

７ ． 第 １ １ 号 に つ い て は 、「 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関

す る 法 律 施 行 規 則（ 平 成 ９ 年 通 商 産 業 省 令 第 １ １ 号 ）の 運 用 及 び 解 釈 の 基 準

に つ い て 」（ 平 成 ９ 年 ３ 月 １ ９ 日 付 け 平 成 ０ ９ ･０ ３ ･１ ７ 資 庁 第 １ 号 ） を 参

照 さ れ た い 。  

８ ．第 １ ２ 号 は 、い わ ゆ る ガ ス 切 れ に よ り 消 費 者 の 利 便 に 支 障 を 生 じ な い よ う

に す る こ と を 目 的 と し て お り 、ガ ス 切 れ の な い よ う 定 期 的 に 、あ る い は 消 費

者 の 要 求 が あ っ た 日 時 に 可 及 的 す み や か に 液 化 石 油 ガ ス の 引 渡 し を す べ き

旨 を 定 め た 規 定 で あ る 。し か し 本 号 は 液 化 石 油 ガ ス の 引 渡 し を 、契 約 の 範 囲

内 に お い て 遅 滞 な く す べ き 旨 を 規 定 し た も の で あ り 、販 売 契 約 の 締 結 自 体 を

強 制 す る も の で は な い か ら 、例 え ば 、代 金 の 不 払 い 等 の 場 合 に 新 た な 供 給 を

停 止 す る こ と は 、 本 号 の 禁 止 す る と こ ろ で は な い 。  

９ ．第 １ ３ 号 本 文 は 、液 化 石 油 ガ ス の 取 引 は 、ガ ス メ ー タ ー の 設 置 に よ る 体 積

販 売 す な わ ち 計 量 法 に 定 め る 法 定 計 量 単 位 の 立 方 メ ー ト ル（ 又 は こ の 補 助 計

量 単 位 ）に よ り 販 売 し な け れ ば な ら な い こ と を 定 め た 規 定 で あ り 、同 号 た だ

し 書 は 、次 の 場 合 に は 質 量 販 売 す な わ ち 、計 量 法 に 定 め る 法 定 計 量 単 位 の キ

ロ グ ラ ム（ 又 は こ の 補 助 計 量 単 位 ）に よ り 販 売 す る こ と が で き る こ と を 定 め

た 規 定 で あ る 。  

(1) 内 容 積 が ２ ０ リ ッ ト ル 以 下 の 容 器 に よ り 取 引 す る 場 合 。（ ２ ０ リ ッ ト ル

以 下 の 容 器 で あ れ ば 複 数 の 容 器 を 配 管 に 接 続 し て 引 き 渡 す 場 合 も 含 む 。）  

な お 、 １ ０ キ ロ グ ラ ム 容 器 は 、 ２ ０ リ ッ ト ル 以 下 の 容 器 に 該 当 し な い 。 

(2) 規 則 第 １ ６ 条 第 ３ 号 た だ し 書 に 規 定 す る 場 合 、す な わ ち 、自 動 車 、屋 台

等 に 備 え ら れ た 移 動 す る 消 費 設 備 に よ り 液 化 石 油 ガ ス を 消 費 す る 者（ 例 え

ば 、 キ ャ ン ピ ン グ カ ー 、 キ ッ チ ン カ ー ） に 販 売 す る 場 合 。  

な お 、密 閉 さ れ た 車 内 で 燃 焼 器（ コ ン ロ ）を 使 用 す る 場 合 は 、換 気 等 に

十 分 注 意 す る よ う 指 導 さ れ た い 。  

(3) 規 則 第 １ ７ 条 の 規 定 に よ り 、経 済 産 業 大 臣 が 配 管 に 接 続 す る こ と な く 充

て ん 容 器 を 引 き 渡 す こ と を 認 め た 場 合 。  

な お 、ガ ス メ ー タ ー の 設 置 に よ り 、必 ず 圧 力 損 失 が 発 生 す る の で 、燃 焼

器 入 口 に お け る 圧 力 が 規 則 第 ４ ４ 条 第 １ 号 ト に 定 め る 基 準 に 適 合 す る よ

う 指 導 さ れ た い 。  

ま た 、こ の 規 定 で 法 定 計 量 単 位 に よ る 取 引 が 義 務 づ け ら れ る こ と と な る

の で 、す べ て の 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に 対 し 、計 量 法 第 １ ０ 条 、第 １ ２ 条
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又 は 第 １ ３ 条 の 規 定 が 適 用 さ れ る こ と と な る 。  

す な わ ち 、計 量 法 第 １ ０ 条 に よ り 液 化 石 油 ガ ス を 販 売 す る 場 合 に は 正 確

に 計 量 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い こ と と な る 。  

ま た 、計 量 法 第 １ ２ 条 に よ り １ ０ ｋ ｇ 以 下 の 液 化 石 油 ガ ス を 販 売 す る 場

合 に お い て は 、一 定 の 誤 差（ 量 目 公 差 ）を 超 え な い よ う に 計 量 す る 義 務 が

課 せ ら れ る こ と と な る 。  

ま た 、容 器 に 封 を 施 す 場 合 に お い て は 、計 量 法 第 １ ３ 条（ 密 封 を し た 特

定 商 品 に 係 る 特 定 物 象 量 の 表 記 ） が 適 用 さ れ る こ と と な る 。 し た が っ て 、

容 器 を 封 し て 販 売 す る と き は 、計 量 法 第 １ ３ 条 に よ り 、充 て ん 量 等 を 表 記

し な け れ ば な ら な い 。  

(4) 次 の 各 号 の 一 に よ り 、当 該 販 売 契 約 の 締 結 日 か ら １ 年 以 内 に 液 化 石 油 ガ

ス の 販 売 が 行 わ れ な く な る こ と が 明 ら か で あ る と 登 録 者 が 認 め た 場 合  

一  販 売 契 約 締 結 日 か ら １ 年 以 内 に ガ ス 事 業 法 に よ る ガ ス の 供 給 を 受 け

る こ と が 、 工 事 費 払 込 済 み 証 明 書 等 又 は そ の 写 し に よ り 明 ら か で あ る

こ と 。  

二  都 市 計 画 法 等 に よ り 国 、地 方 公 共 団 体 及 び こ れ に 準 ず る 者 が 土 地 を 道

路 そ の 他 公 共 の 用 に 供 す る こ と に 伴 い 、 販 売 契 約 締 結 日 か ら １ 年 以 内

に 当 該 土 地 の 上 に 建 設 さ れ て い る 建 物 の 明 渡 し の 行 わ れ る こ と が 建 物

明 渡 契 約 書 又 は そ の 写 し に よ り 明 ら か で あ る こ と 。  

三  土 地 収 用 法 に 基 づ く 明 渡 し の 裁 決 に よ り 販 売 契 約 締 結 日 か ら １ 年 以

内 に 明 渡 し が 執 行 さ れ る こ と が 、 裁 決 書 又 は そ の 写 し に よ り 明 ら か で

あ る こ と 。  

(5)  災 害 救 助 法 第 ４ 条 に よ り 供 与 さ れ た 応 急 仮 設 住 宅 で 液 化 石 油 ガ ス を 消

費 す る 者 に 販 売 す る 場 合  

１ ０ ．第 １ ５ 号 は 、質 量 に よ り 販 売 し た 液 化 石 油 ガ ス で あ っ て 消 費 さ れ な い 残

ガ ス の 経 済 的 意 味 の 引 取 り を 義 務 づ け る 規 定 で あ り 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事

業 者 が 計 画 配 送 す る 場 合 も 当 然 こ の 規 定 が 適 用 さ れ る 。  

「 消 費 さ れ な い も の 」 と は 、 液 状 で あ る か ガ ス 状 で あ る か を 問 わ ず 消 費

さ れ ず に 残 っ て い る も の を い う 。  

「 そ の 他 や む を え な い 事 情 」と は 、例 え ば 、一 般 消 費 者 等 が 病 気 等 に よ り

計 量 に 立 会 え な い 事 情 に あ る 場 合 等 を い う 。 ま た 、 一 般 消 費 者 等 が 不 在 が

ち で あ る と か 、 ５ ０ ｋ ｇ 容 器 に 残 ガ ス が 大 量 に 残 っ て い て 、 そ の 計 量 を 行

う の に 非 常 に 困 難 で あ る 等 の 理 由 で 、 一 般 消 費 者 等 と の 契 約 な い し 書 面 の

交 付 に よ り 、 面 前 計 量 に 代 え て 充 て ん し た 第 一 種 製 造 事 業 者 の 事 業 所 等 に

お い て 計 量 し 、 計 っ た 数 量 を 証 す る 付 せ ん を そ え て 代 金 精 算 を 行 う 場 合 も

含 む 。  

「 そ の 質 量 に 応 じ た 適 正 な 価 格 で 引 き 取 る こ と 。」と は 、一 般 消 費 者 等 に

対 し て 継 続 的 に 販 売 し て い る 場 合 は 、 残 ガ ス を そ の 計 っ た 質 量 に 応 じ て 販
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売 し た と き の 価 格 で 引 き 取 る こ と を い う が 、 一 般 消 費 者 等 に 対 し て 継 続 的

に 販 売 す る こ と を や め 、 す で に 販 売 し た も の の 引 取 り の み を 行 う 場 合 （ 例

え ば 、一 般 消 費 者 等 が 引 越 し を す る よ う な 場 合 ）は 、販 売 し た と き の 価 格 か

ら 若 干 下 回 り 、 引 取 り に 要 す る 運 搬 費 等 を 控 除 し た 価 格 で 、 引 取 る こ と と

な っ て も 差 支 え な い 。  

１ １ ． 第 １ ６ 号 及 び 第 １ ７ 号 に つ い て は 、「 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取

引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 ９ 年 通 商 産 業 省 令 第 １ １ 号 ） の 運

用 及 び 解 釈 の 基 準 に つ い て 」（ 平 成 ９ 年 ３ 月 １ ９ 日 付 け 平 成 ０ ９ ･０ ３ ･

１ ７ 資 庁 第 １ 号 ） を 参 照 さ れ た い 。  

１ ２ ．第 ２ ２ 号 の バ ル ク 貯 槽 の 検 査 又 は 第 ２ ３ 号 の バ ル ク 容 器 の 機 器 の 検 査 に

つ い て は 、告 示 で 定 め る と こ ろ に よ り 検 査 を 行 う 。こ の 際 、高 圧 ガ ス 保 安 協

会 基 準 Ｋ Ｈ Ｋ Ｓ ０ ７ ４ ５ バ ル ク 貯 槽 の 告 示 検 査 等 に 関 す る 基 準 、 Ｋ Ｈ Ｋ Ｓ

０ ７ ４ ６ 附 属 機 器 等 の 告 示 検 査 に 関 す る 基 準 及 び Ｋ Ｈ Ｋ Ｓ ０ ８ ４ １ バ ル ク

貯 槽 及 び 附 属 機 器 等 の 告 示 検 査 等 前 作 業 に 関 す る 基 準 を 用 い て 行 う こ と 。  

 

第 １ ８ 条 （ 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係  

１ ． 第 １ 号 ハ 中 「 温 度 四 十 度 以 下 に 保 つ こ と 」 に つ い て は 、 例 え ば 直 射 日 光 、

暖 房 等 に よ る 温 度 上 昇 を 防 ぐ た め 、屋 根 、障 壁 、散 水 装 置 を 設 け る 等 の 措 置

を 講 じ さ せ る こ と 。  

２ ．第 ２ 号 ロ 中「 火 気（ 当 該 貯 蔵 設 備 に 附 属 す る 気 化 装 置 内 の も の を 除 く 。以

下 ロ に お い て 同 じ 。）を 取 り 扱 う 施 設 」と は 、ボ イ ラ ー 、ス ト ー ブ 等 通 常 定 置

さ れ て 使 用 さ れ る も の を い い 、煙 草 の 火 、自 動 車 の エ ン ジ ン の 火 花 は 含 ま れ

な い 。  

３ ．第 ２ 号 二 中「 さ く 、へ い 等 」と は 、さ く 、へ い の ほ か 、コ ン ク リ ー ト ブ ロ

ッ ク 等 で 建 て ら れ た い わ ゆ る ボ ン ベ 小 屋 の 壁 を 含 む 。  

ま た 、「 設 け る こ と 」と は 、人 が み だ り に 立 入 れ な い よ う に 設 け る こ と を い

う 。  

４ ．第 ３ 号 ハ (2)中「 貯 槽 の 頂 部 」の「 貯 槽 」と は 、貯 槽 本 体 を 指 す も の と し 、

マ ン ホ ー ル 、 付 属 弁 類 等 は 含 ま れ な い 。  

５ ．第 ３ 号 二 中「 火 気（ 当 該 貯 蔵 設 備 に 附 属 す る 気 化 装 置 内 の も の を 除 く 。以

下 ニ に お い て 同 じ 。） を 取 り 扱 う 施 設 」 と は 、 ２ ． と 同 じ と す る 。  

６ ．第 ３ 号 へ 中「 外 部 か ら 」と は 、貯 槽 の 付 近 か ら と 解 し 、例 え ば 、地 下 に 埋

設 さ れ た も の に つ い て は 標 識 を 掲 げ れ ば よ い も の と す る 。  

７ ．第 ３ 号 力 中「 安 全 な 位 置 」と は 、放 出 し た ガ ス が 拡 散 し て 、当 該 ガ ス の 爆

発 限 界 以 下 と な る 位 置 を い う も の と す る 。  

８ ．第 ３ 号 タ は 、貯 槽 に は ２ 以 上 の バ ル ブ を 設 け さ せ 、そ の 一 つ は 必 ず 貯 槽 の

直 近 に 設 け さ せ る と と も に 、他 の 一 つ は 貯 槽 と 他 の 社 会 通 念 上 別 の 工 程 と み

ら れ る 箇 所 に 至 る ま で の 間 に 設 け さ せ れ ば よ い 旨 の 規 定 で あ り 、 必 ず し も
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２ つ の バ ル ブ を 相 近 接 し て 設 置 す る こ と ま で は 要 し な い 。  

な お 、 こ の バ ル ブ の 設 け 方 を 例 示 す る と 以 下 の と お り で あ る 。  

 
Ａ ： 貯 槽 の 直 近 に 設 け た バ ル ブ  

Ｂ ： 他 の 一 つ の バ ル ブ  

（ Ｂ ）： 必 ず し も 設 け な く と も よ い バ ル ブ  

 

９ ．第 ５ 号 中「 集 合 装 置 」と は 、複 数 の 容 器 又 は 貯 槽 内 の 液 化 石 油 ガ ス を １ 箇

所 に 集 合 す る た め の 高 圧 ホ ー ス 、ピ グ テ ー ル 、集 合 管 等 一 連 の 機 器 の 集 合 体

を い う（ 以 下 規 則 第 １ ８ 条 第 ６ 号 、第 ７ 号 、第 ８ 号 及 び 第 １ ０ 号 に お い て 同

じ 。）。ま た 、「 使 用 上 支 障 の あ る 腐 し ょ く 、割 れ 等 」に は 、当 該 部 分 か ら の ガ

ス 漏 れ を 含 む も の と す る 。  

１０．第 ９ 号 中 「 変 更 （ 硬 質 管 以 外 の 管 の 交 換 を 除 く 。） の 工 事 」 と は 、 次 に 掲

げ る も の を い う 。  

(1) 硬 質 管 の 延 長 、 交 換 又 は 縮 小 を 伴 う 工 事  

(2)  硬 質 管 と 同 一 型 式 の 専 用 継 手 付 き ガ ス メ ー タ ー 又 は 自 動 ガ ス 遮 断 器 の

交 換 に 係 る 工 事 以 外 の 硬 質 管 と 器 具 等 （ 調 整 器 を 除 く 。） と の 接 続 の 工 事  

１ １ ．第 １ ９ 号 ロ の 基 準 は 、通 常 気 化 装 置 は 、貯 蔵 設 備 と 調 整 器（ 二 段 式 減 圧

用 二 次 側 の も の を 除 く 。）の 間 の 高 圧 部 に 設 置 さ れ る も の と し て ２ ．６ メ ガ

パ ス カ ル 以 上 の 耐 圧 性 能 を 有 す る 旨 規 定 し た も の で あ る が 、 気 化 装 置 の 機

能 と 調 整 器 の 機 能 と を 一 体 と し て 兼 ね 備 え た 気 化 装 置 （ 例 え ば 、 例 示 基 準

第 ３ ３ 節 気 化 装 置 に お け る 液 状 の 液 化 石 油 ガ ス の 流 出 防 止 措 置 (3)② 第

８ 図 に 示 す よ う な 気 化 装 置 の 場 合 ） に あ っ て は 、 高 圧 部 の 液 化 石 油 ガ ス の

通 る 部 分 及 び 気 化 室 本 体 の 部 分 は ２ ． ６ メ ガ パ ス カ ル 以 上 の 耐 圧 試 験 に 合

格 し な け れ ば な ら な い が 、調 整 器 に 係 る 部 分 を 含 め た 気 化 室 全 体 と し て は 、

調 整 器 の 中 圧 部 分 の 耐 圧 試 験 圧 力 で あ る ０ ． ８ メ ガ パ ス カ ル 以 上 の 耐 圧 試
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験 に 合 格 す れ ば よ い こ と と す る 。  

１ ２ ．第 １ ９ 号 ハ は 、液 化 石 油 ガ ス が 気 化 装 置 の 内 部 で 漏 え い し た 場 合 に 当 該

気 化 装 置 内 の 火 気 が 着 火 源 と な る こ と を 防 止 す る た め の 規 定 で あ る 。 し た

が っ て 、「 直 火 で 直 接 液 化 石 油 ガ ス を 加 熱 す る 構 造 の も の 」と は 具 体 的 に は

次 の 構 造 の も の を い う 。  

(1)  ガ ス バ ー ナ ー の 裸 火 又 は 赤 熱 金 属 部 の 放 射 熱 等 に よ り 液 化 石 油 ガ ス の

充 て ん さ れ た 容 器 又 は 液 化 石 油 ガ ス の 通 る 配 管 そ の 他 内 圧 部 分 を 直 接 加

熱 す る 構 造 の も の  

(2) 裸 の 電 熱 線 が 、液 化 石 油 ガ ス の 充 て ん さ れ た 容 器 又 は 液 化 石 油 ガ ス の 通

る 配 管 そ の 他 内 圧 部 分 に 直 接 接 触 す る も の 又 は 間 接 に 放 射 熱 等 に よ り 加

熱 す る 構 造 の も の で あ っ て 、 伝 熱 金 属 部 （ 裸 の 電 熱 線 を 含 む 。） の 表 面 温

度 が 液 化 石 油 ガ ス の 着 火 温 度 （ ４ ４ ０ ℃ ） 以 上 と な る も の  

１ ３ ． 第 １ ９ 号 ホ 中 「 寒 冷 地 」 と は 、 当 分 の 間 平 成 ９ 年 通 商 産 業 省 告 示 第

１ ４ ２ 号 「 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行

規 則 の 規 定 に 基 づ き 容 器 を 屋 外 に 置 く こ と が 著 し く 困 難 な 場 合 を 定 め る 件 」

に 定 め ら れ て い る 地 域 と し て 運 用 す る 。  

１ ４ ．第 ２ ３ 号 は 、一 般 消 費 者 等 の も と に 供 給 管 若 し く は 集 合 装 置 又 は 調 整 器

に 接 続 さ れ て い な い 容 器 が 存 在 し な い よ う に す る た め の 規 定 で 第 １ ６ 条 第

５ 号 と 同 じ 趣 旨 の も の で あ る 。  

「 安 全 な 場 所 に 移 す 措 置 を 講 ず る こ と 」と は 、具 体 的 に は 、取 り 外 す 容 器

が 自 ら 供 給 し た も の で あ る と き は 、 速 や か に 引 き 取 る こ と を い い 、 そ れ が

自 ら 供 給 し た 容 器 で な い と き は 、 そ れ を 供 給 し た 者 に 引 き 取 ら せ る よ う 、

容 器 の 取 り 外 し に つ い て 、 事 前 に 必 要 な 連 絡 を す る こ と を い う 。  

な お 、本 号 は 、充 て ん 容 器 に よ り 体 積 に よ る 販 売 が 行 わ れ て い る 場 合 の 規

定 で あ る こ と か ら 、 バ ル ク 容 器 若 し く は バ ル ク 貯 槽 又 は 質 量 に よ る 販 売 に

よ り 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 が 行 わ れ て い る 場 合 の 規 定 に つ い て は 、そ れ ぞ れ 、

第 １ ９ 条 （ バ ル ク 供 給 に 係 る 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係 の ２ ． 又 は 第

４ ４ 条 （ 消 費 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係 の ８ ． を 参 照 さ れ た い 。  

 

第 １ ９ 条 （ バ ル ク 供 給 に 係 る 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係  

１ ．第 ３ 号 ホ (1)中「 バ ル ク 貯 槽 の 頂 部 」と は 、バ ル ク 貯 槽 の う ち 、特 定 設 備 検

査 合 格 証 又 は 特 定 設 備 基 準 適 合 証 該 当 部 分 の 頂 部 を 指 す も の と し 、プ ロ テ ク

タ ー 、 安 全 弁 の 放 出 管 等 は 含 ま れ な い 。  

２ ．第 ７ 号 に お い て 準 用 す る 前 条 第 ２ ３ 号 の 規 定 に つ い て は 、一 般 消 費 者 等 の

も と に 供 給 管 若 し く は 集 合 装 置 又 は 調 整 器 に 接 続 さ れ て い な い バ ル ク 容 器

又 は バ ル ク 貯 槽 が 存 在 し な い よ う に す る た め の 規 定 で 第 １ ６ 条 第 ５ 号 と 同

じ 趣 旨 の も の で あ る 。  

こ の 場 合 に お け る「 安 全 な 場 所 に 移 す 措 置 を 講 ず る こ と 」と は 、具 体 的 に
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は 、充 て ん 容 器 に よ り 体 積 に よ る 販 売 が 行 わ れ て い る 場 合 と 同 様 に 、取 り 外

す バ ル ク 容 器 又 は バ ル ク 貯 槽 が 自 ら 供 給 し た も の で あ る と き は 、速 や か に 引

き 取 る こ と を い い 、そ れ が 自 ら 供 給 し た バ ル ク 容 器 又 は バ ル ク 貯 槽 で な い と

き は 、そ れ を 供 給 し た 者 に 引 き 取 ら せ る よ う 、バ ル ク 容 器 又 は バ ル ク 貯 槽 の

取 り 外 し に つ い て 、 事 前 に 必 要 な 連 絡 を す る こ と を い う 。  

 

第 ２ １ 条 （ 特 定 供 給 設 備 ） 関 係  

１ ．第 １ 項 中「 こ れ ら に 準 ず る 設 備 」と は 、高 圧 ホ ー ス 、ピ グ テ ー ル 、集 合 管 、

液 自 動 切 替 装 置 及 び 対 震 自 動 ガ ス 遮 断 器 等 を い う 。  

２ ．第 ２ 項 は 、貯 槽 等 の 修 理 、清 掃 、検 査 又 は 撤 去 に 先 だ っ て 仮 設 供 給 設 備 を

連 結 し て 行 わ れ る 消 費 調 整 は 一 時 的 な も の な の で 、当 該 貯 槽 等 の 見 や す い 箇

所 に 液 化 石 油 ガ ス を 充 塡 し て は な ら な い 旨 を 表 示 し 、か つ 、液 化 石 油 ガ ス を

充 塡 で き な い よ う に 当 該 貯 槽 等 に 封 印 を す る と き は 、当 該 貯 槽 等 に 現 に 貯 蔵

さ れ て い る 液 化 石 油 ガ ス の 数 量 を 当 該 貯 槽 等 の 貯 蔵 能 力 と す る こ と と し 、こ

れ に よ っ て 、貯 槽 等 に 現 に 貯 蔵 さ れ て い る 液 化 石 油 ガ ス の 数 量 と 特 定 供 給 設

備 と な る 貯 蔵 能 力 の 下 限（ １ ，０ ０ ０ ｋ ｇ 以 上 ）と の 差 を 用 い て 、特 定 供 給

設 備 に 係 る 義 務 を 負 う こ と な く 、仮 設 供 給 設 備 を 設 置 で き る よ う に し た も の

で あ る 。  

  な お 、当 該 表 示 及 び 封 印 を 行 っ た 場 合 で あ っ て も 、貯 槽 等 に 現 に 貯 蔵 さ れ

て い る 液 化 石 油 ガ ス の 数 量 と 仮 設 供 給 設 備 の 貯 蔵 能 力 を 合 算 し た も の が １ ，

０ ０ ０ ｋ ｇ 以 上 と な る と き は 、特 定 供 給 設 備 の 設 置 の 許 可 及 び 完 成 検 査 が 必

要 で あ る 。  

３ ．貯 槽 等 を 用 い た 供 給 設 備 に 新 た な 貯 蔵 設 備 を 連 結 し た 後 、貯 槽 等 の 消 費 調

整 を 行 う こ と な く 直 ち に 新 た な 貯 蔵 設 備 に よ る 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 に 切 り

替 え 、直 ち に 貯 槽 等 を 取 り 外 す 一 連 の 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 を 行 う 場 合 に お

い て 、貯 槽 等 と 新 た な 貯 蔵 設 備 が 配 管 上 で 連 結 さ れ た わ ず か な 時 間 の 状 態 は

当 該 工 事 の 作 業 工 程 の 一 部 で あ り 、あ え て 、こ の わ ず か な 時 間 の 状 態 に お け

る 供 給 設 備 の 貯 蔵 能 力 を 、貯 槽 等 及 び 新 た な 貯 蔵 設 備 の そ れ ぞ れ の 貯 蔵 能 力

が 合 算 さ れ た も の と み る 必 要 は な い 。た だ し 、貯 槽 等 と 新 た な 貯 蔵 設 備 が 連

結 さ れ た 状 態 が 長 時 間 に わ た っ て 放 置 さ れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

 

第 ２ ２ 条 （ 業 務 主 任 者 の 選 任 等 ） 関 係  

１ ．第 １ 項 中「 一 般 消 費 者 等 の 数 」と は 、供 給 設 備 に よ り 供 給 し て い る 場 合 に

あ っ て は 、 ガ ス メ ー タ ー １ 個 に つ き １ と し て 算 定 す る も の と す る 。  

２ ． 一 般 消 費 者 等 の 数 が １ ,０ ０ ０ 未 満 の 場 合 に お い て ２ 人 以 上 を 選 任 し 、 届

け 出 て も よ い 。  

３ ．２ 人 以 上 選 任 さ れ る 場 合 は 、責 任 の 所 在 を 明 ら か に す る た め 、販 売 区 域 等

に 応 じ て 監 督 の 範 囲 を 明 ら か に し て 届 出 さ せ る こ と が で き る 。  
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４ ．第 ２ 項 第 １ 号 中「 六 十 分 以 内 に 到 達 で き る 範 囲 」と は 、通 常 に お い て 自 動

車 等 を 利 用 し て 到 達 可 能 な 範 囲 を い う 。  

 

第 ２ ４ 条 （ 業 務 主 任 者 の 職 務 ） 関 係  

１．第 ７ 号 中「 法 第 ２ ７ 条 第 １ 項 の 保 安 業 務 の 実 施 及 び そ の 結 果 を 確 認 」に は 、

保 安 機 関 か ら 保 安 業 務 を 実 施 し た こ と に つ き 報 告 さ れ た 内 容 を 確 認 し 、 技 術

上 の 基 準 に 適 合 し な い と 認 め ら れ る も の に つ い て は 、 所 要 の 措 置 を 講 ず る こ

と ま で が 含 ま れ る 。  

 

第 ２ ５ 条 （ 業 務 主 任 者 の 代 理 者 ） 関 係  

１ ．１ 人 の 業 務 主 任 者 に 対 し ２ 人 以 上 の 業 務 主 任 者 の 代 理 者 を 選 任 す る 場 合 は 、

そ の 職 務 の 代 行 の 順 序 を 明 ら か に さ せ る こ と 。  

２ ．第 ３ 項 中「 講 習 の 課 程 を 修 了 し 」と は 、講 習 を 受 講 す る こ と の ほ か 、そ の

課 程 に 含 ま れ て い る 試 験 に 合 格 す る こ と を 含 む 。  

 

第 ２ ７ 条 （ 周 知 の 内 容 ） 関 係  

１ ． 本 条 の 周 知 の 内 容 は 、 以 下 の 表 に 掲 げ る と こ ろ に よ る 。  

事     項 例 

使用する燃焼器の液化石油

ガスに対する適応性に関す

る事項 

( 1 )  使 用 し て い る 燃 焼 器 が 液 化 石 油 ガ ス 用 の も の で あ る こ と 。  

( 2 )  燃 焼 器 と 液 化 石 油 ガ ス と が 適 応 し て い る 場 合 又 は 適 応 し て い な い

場 合 の 炎 の 状 況 を 図 示 す る こ と 。  

消費設備の管理及び点検に

関し注意すべき基本的な事

項 

( 1 )   消 費 設 備 と は 、 メ ー タ ー が 取 付 け て あ る 場 合 に は メ ー タ ー の 出 口

か ら 燃 焼 器 に 至 る ま で の 設 備 を い う こ と 。ま た 、メ ー タ ー が 取 付 け て

な い 場 合 に は 、 容 器 か ら 燃 焼 器 に 至 る ま で の 設 備 を い う こ と を 明 確

に す る こ と 。  

( 2 )  消 費 設 備 の 管 理 及 び 点 検 責 任 は 消 費 者 等 に あ る こ と 。  

( 3 )  燃 焼 器 以 外 の 消 費 設 備 に あ っ て は 、配 管 等 、と く に ゴ ム 管 に ひ び 割

れ 等 が 発 生 し て い な い か 否 か を 時 々 点 検 確 認 す る こ と 。  

( 4 )  コ ン ロ 、ス ト ー ブ 等 の 変 更 に 当 た っ て は 、ゴ ム 管 は で き る だ け 深 く

硬 質 管 に さ し こ み 、 さ し こ み 部 分 は ホ ー ス バ ン ド で と め る こ と 。  

ゴ ム 管 の 取 替 え も 同 様 の こ と 。  

( 5 )  燃 焼 器 の 掃 除 に 当 た っ て は 、 ネ ジ 等 を 取 り は ず す 必 要 が あ る も  

の 、例 え ば ふ ろ が ま 、瞬 間 湯 沸 器 等 に あ っ て は 、消 費 者 等 が 自 ら 掃 除

を し な い こ と 。  

( 6 )  そ の 他 の 燃 焼 器 、例 え ば ガ ス こ ん ろ に あ っ て は 、器 具 用 掃 除 器 を 用

い る こ と 。  

( 7 )  ゴ ム 管 か ら の ガ ス 漏 れ の 点 検 の 方 法 と し て は 、筆 に 石 け ん 液 を ふ く

ま せ 塗 っ て み て 、あ わ が 出 る か ど う か で 点 検 し 、ま た 、ゴ ム 管 は 早 目
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に 取 替 え る こ と 。  

( 8 )  着 火 時 に は 着 火 を 確 認 す る こ と 。  

( 9 )  煮 た き の 際 は 、立 消 え す る お そ れ が あ る か ら 、な る べ く そ の 場 を 離

れ な い よ う に し 、 立 消 え が 起 ら な い よ う 十 分 注 意 す る こ と 。  

( 1 0 )  小 型 容 器 は 、 転 倒 を 防 止 す る 措 置 を 講 じ た 上 で 使 用 す る と と も

に 、 保 管 す る 場 合 は 、 通 風 の よ い 場 所 に お い て す る こ と 。  

( 1 1 )  屋 内 に 設 置 さ れ た ガ ス 瞬 間 湯 沸 器 に つ い て は 、 不 完 全 燃 焼 す る 状

態 に 至 っ た 場 合 に 当 該 湯 沸 器 へ の ガ ス の 供 給 を 自 動 的 に 遮 断 し 燃 焼

を 停 止 す る 機 能 を 有 す る と 認 め ら れ る も の で あ っ て も 、 当 該 湯 沸 器

が 自 動 的 に 消 火 す る 現 象 が 繰 り 返 し 発 生 す る 場 合 に は 再 点 火 し て は

な ら な い こ と 。  

( 1 2 )  液 化 石 油 ガ ス 用 ガ ス 漏 れ 警 報 器 に 関 し て 次 の 事 項 を 確 認 及 び 注 意

す る こ と 。  

①  警 報 器 が 適 切 な 位 置 に 設 置 さ れ て い る こ と を 確 認 す る こ と 。  

②  警 報 器 の 電 源 プ ラ グ を 常 時 コ ン セ ン ト に 差 し 込 む こ と 。  

③  警 報 器 の 周 り に 物 を 置 か な い こ と 。  

④  警 報 器 が 交 換 期 限 内 の も の で あ る こ と を 確 認 す る こ と 。  

燃焼器を使用する場所の環

境及び換気に関する事項 

( 1 )  燃 焼 器 の 設 置 場 所 に は 可 燃 物 を 置 か な い こ と 。  

( 2 )  ふ ろ が ま 及 び 大 型 湯 沸 器 の 設 置 場 所 に は 、給 気 口 及 び 排 気 設 備 を 設

け る こ と 。  

( 3 )  燃 焼 器 を 使 用 中 は 時 々 窓 を 開 け て 換 気 し 、小 型 燃 焼 器 具 で も 長 時 間

は 使 用 し な い こ と 。  

一般消費者等が消費設備の

変更の工事をする場合の液

化石油ガス販売事業者に対

する連絡に関する事項 

( 1 )  ふ ろ が ま 及 び 大 型 湯 沸 器 等 固 定 式 燃 焼 器 の 変 更 及 び 修 理 工 事 は 、消

費 者 等 が 自 ら 行 わ な い こ と 。  

( 2 )  消 費 設 備 を 変 更 し た と き は 、そ の 内 容 を 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に

連 絡 す る こ と 。  

( 3 )  業 務 用 施 設 に あ っ て は 、配 管 系 統 の 変 更 等 設 備 の 大 幅 な 変 更 は 販 売

事 業 者 と 十 分 連 絡 を と り な が ら 実 施 す る こ と 。  

ガス漏れを感知した場合そ

の他液化石油ガスによる災

害が発生し、又は発生する 

おそれがある場合に一般消

費者等のとるべき緊急の措

置及び液化石油ガス販売事

業者又は保安機関に対する

連絡に関する事項  

( 1 )  ガ ス 漏 れ を 感 知 し た 場 合 は 、 次 の 手 順 で 対 処 す る こ と 。  

①  タ バ コ の 火 等 現 に 使 用 中 の 火 気 を 消 火 す る こ と 。  

②  電 気 の ス イ ッ チ を 入 れ る 等 発 火 の 原 因 と な る 行 為 を し な い こ

と 。   

③  窓 を 開 け る こ と 。  

④  元 栓 が 開 栓 し て い る 場 合 は 閉 栓 す る こ と 。  

⑤  液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 又 は 保 安 機 関 に ガ ス 漏 れ の お そ れ が あ

る 旨 連 絡 し 、 点 検 を 受 け る ま で は 、 ガ ス を 使 用 し な い よ う に す る

こ と 。  
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⑥  業 務 用 施 設 に あ っ て は 、 直 ち に 客 等 を 安 全 な 場 所 へ 誘 導 し 、 避

難 さ せ る こ と 。  

( 2 )   地 震 の 場 合 に は 、使 用 中 の ガ ス の 使 用 を 中 止 し 、器 具 栓 及 び 元 栓 を

閉 栓 す る と と も に 、揺 れ の 大 き い 地 震 の 場 合 は 、揺 れ が 収 ま っ た 後 に

バ ル ブ を 閉 じ る こ と 。  

( 3 )  風 水 害 時 に は ボ ン ベ が 転 倒 又 は 流 出 し な い よ う な 措 置 を 講 ず る こ

と 。  

( 4 )  保 安 機 関 又 は 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に 緊 急 連 絡 す る 場 合 に は 、

連 絡 者 の 住 所 、 氏 名 及 び ガ ス 漏 れ の 箇 所 等 災 害 の 発 生 の お そ れ が あ

る 事 実 を 通 報 す る こ と 。  

前 各 号 に 掲 げ る も の の

ほ  

か、液化石油ガスによる災  

害の発生の防止に関し必要

な事項 

( 1 )   三 又 （ 一 般 消 費 者 等 が 三 又 を 知 ら な い 場 合 に は 、 三 又 の 図 画 、 写

真 又 は 現 物 を 呈 示 す る 等 に よ り 一 般 消 費 者 等 に 三 又 の 認 識 を も た せ

る こ と 。） の 使 用 を 避 け る こ と 。  

( 2 )  就 寝 前 及 び 留 守 時 に は 、 器 具 栓 及 び 元 栓 を 閉 じ る こ と 。  

( 3 )  マ ッ チ に て 点 火 す る 場 合 に は 、 点 火 後 器 具 栓 を 開 く こ と 。  

( 4 )   第 3 8 条 の ２ （ 周 知 の 方 法 ） 及 び 第 3 8 条 の ３ （ 保 安 機 関 に よ る 情

報 通 信 の 技 術 を 利 用 す る 方 法 を 用 い た 周 知 事 項 の 提 供 の 方 法 ） 関 係

４ ． に 規 定 す る 大 規 模 料 理 飲 食 店 等 の 管 理 者 は 、 L P ガ ス 保 安 連 絡 担

当 者 を 通 じ 、 周 知 内 容 の 理 解 を 従 業 員 に 徹 底 さ せ る こ と 。  
  

 

２ ．周 知 に 際 し て は 、ガ ス 漏 れ 警 報 器 、不 完 全 燃 焼 警 報 器 又 は 集 中 監 視 シ ス テ

ム の 紹 介 そ の 他 の 事 故 防 止 対 策 に 係 る 事 項 を 、併 せ て 通 知 す る よ う 指 導 さ れ

た い 。  

 

第 ２ ８ 条 （ 委 託 契 約 に 係 る 記 載 事 項 ） 関 係  

  第 ３ 号 中 「 災 害 が 発 生 す る お そ れ が あ る 場 合 の 連 絡 に 関 す る 事 項 」 と は 、  

(1) 供 給 設 備 に つ い て 災 害 が 発 生 す る お そ れ の あ る 場 合 に は 、 供 給 設 備 の

種 類 及 び 所 在 地 、 予 見 さ れ る 災 害 の 内 容 並 び に 保 安 機 関 が 連 絡 す る 相 手

方 （ 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 及 び 一 般 消 費 者 等 に 被 害 が 及 ぶ お そ れ が あ

る 場 合 に あ っ て は 当 該 一 般 消 費 者 等 ） を い う 。  

(2) 消 費 設 備 に つ い て 災 害 が 発 生 す る お そ れ の あ る 場 合 に は 、 消 費 設 備 の

種 類 そ の 消 費 設 備 を 使 用 す る 一 般 消 費 者 等 の 氏 名 及 び 住 所 、 予 見 さ れ る

災 害 の 内 容 並 び に 保 安 機 関 が 連 絡 す べ き 相 手 方 （ 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業

者 及 び 一 般 消 費 者 等 ） を い う 。  

 

第 ２ ９ 条 （ 保 安 業 務 区 分 ） 関 係  

１ ．「 供 給 開 始 時 点 検 ・調 査 」は 、「 容 器 交 換 時 等 供 給 設 備 点 検 」、「 定 期 供 給 設

備 点 検 」及 び「 定 期 消 費 設 備 調 査 」の ３ 区 分 の 保 安 業 務 の う ち 供 給 開 始 時 に
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行 う も の す べ て を 行 う 業 務 で あ る 。な お 、こ の ３ 区 分 の い ず れ か に つ い て 認

定 を 受 け た 保 安 機 関 の 事 業 所 は 、そ の 認 定 を 受 け た そ れ ぞ れ の 区 分 の 保 安 業

務 の う ち 供 給 開 始 時 に 行 う 点 検 ・ 調 査 を 行 お う と す る と き は 、「 供 給 開 始 時

点 検 ・ 調 査 」 の 認 定 を 受 け る こ と な く そ の 業 務 を 行 う こ と が で き る 。  

２ ．「 緊 急 時 連 絡 」の 認 定 を 受 け た 保 安 機 関 が 行 う 業 務 は 、一 般 消 費 者 等 か ら 災

害 の 発 生 の 事 実 又 は 災 害 の 発 生 の お そ れ が あ る こ と を 通 知 さ れ た 場 合 又 は

自 ら 一 般 消 費 者 等 の 液 化 石 油 ガ ス の 異 常 な 消 費 量 等 を 知 っ た 場 合 に 、一 般 消

費 者 等 に 対 し 適 切 な 助 言 又 は 指 示 を す る こ と 、助 言 又 は 指 示 が 適 切 に 行 え な

い 場 合 に 保 安 機 関 側 か ら ガ ス を 遮 断 す る こ と 、必 要 に 応 じ「 緊 急 時 対 応 」を

行 う べ き 保 安 機 関 に 連 絡 す る こ と 等（ い ず れ の 場 合 に も 自 ら 出 動 す る こ と を

要 し な い 。） を い う 。  

３ ．「 緊 急 時 対 応 」 を 行 う こ と に つ き 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 認 定 を 受 け た 保 安 機

関 の 事 業 所 が 行 う「 緊 急 時 対 応 」に 係 る 一 般 消 費 者 等 の 数 が 、そ の 保 安 機 関

が 法 第 ２ ９ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 申 請 し た 一 般 消 費 者 等 の 数 よ り 少 な い 場

合 、当 該 事 業 所 は 、同 項 の 規 定 に よ り 申 請 し た 一 般 消 費 者 等 の 数 ま で は 、新

た に 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 認 定 を 受 け る こ と な く「 緊 急 時 連 絡 」の 業 務 を 行 う

こ と が で き る 。  

 

第 ３ ０ 条 （ 認 定 の 申 請 ） 関 係  

１ ． 様 式 第 １ ２ 中 「 認 定 番 号 」 と は 、 次 の と お り と す る 。  

(1) 認 定 番 号 は 、 行 政 庁 を 識 別 す る 番 号 等 と 、 保 安 機 関 ご と に 付 す 番 号 等 、

保 安 業 務 区 分 に 対 応 す る 記 号 か ら 構 成 す る 。(2)  行 政 庁 を 識 別 す る 番 号

等 の 冒 頭 は 、 別 表 第 １ に 対 応 す る 番 号 等 と す る 。  

(3) 別 表 第 １ に 対 応 す る 番 号 等 以 降 は 、 必 要 に 応 じ て 任 意 の 番 号 等 を 付 す 。 

(4)  た だ し 、 指 定 都 市 は 、 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 付 で 都 道 府 県 知 事 か ら 指 定 都

市 の 長 へ 権 限 が 移 譲 さ れ る こ と に よ り 、指 定 都 市 の 長 が 認 定 し た と み な さ

れ る 保 安 機 関 に 対 し て 、指 定 都 市 の 判 断 に よ り 、従 前 か ら 付 さ れ て い る 行

政 庁 を 識 別 す る 番 号 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。  

(5)  保 安 業 務 区 分 に 対 応 す る 記 号 は 、 別 表 第 ２ に よ る 認 定 を し た 保 安 業 務

区 分 に 対 応 す る 記 号 と す る 。  

(6)  令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 付 で 都 道 府 県 知 事 か ら 指 定 都 市 の 長 へ 権 限 が 移 譲 さ

れ る こ と に 伴 い 、同 一 都 道 府 県 内 の 行 政 庁 は 、２ 以 上 の 保 安 機 関 に 対 し て

同 一 の 認 定 番 号 を 付 す こ と が な い よ う 、十 分 関 係 自 治 体 間 の 連 絡 を 図 ら れ

た い 。  

２ ．令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 に 施 行 さ れ る こ の 通 達 の 改 正 前 に 定 め ら れ て い た 、様 式

第 １ ２ 中 「 認 定 番 号 」 と は 、 次 の と お り 。  

(1) 認 定 番 号 は ９ 桁 と し 、 １ 桁 目 及 び ２ 桁 目 は  、 別 表 第 １ （ 指 定 都 市 を 除

く ） に 対 応 す る 番 号 と す る 。  
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(2) ３ 桁 目 は 、「 Ａ 」 と す る 。 た だ し 、 認 定 業 務 を 支 庁 等 の 長 に 行 わ せ て い

る 場 合 な ど 、必 要 に 応 じ て「 Ａ 」以 外 の ア ル フ ァ ベ ッ ト を 用 い る こ と を 妨

げ な い 。  

(3) ４ 桁 か ら ７ 桁 目 ま で は 、保 安 機 関 ご と に 付 す 番 号 と し 、２ 以 上 の 保 安 機

関 に 対 し て 同 一 の 番 号 を 付 す こ と が な い よ う に す る 。  

(4) ８ 桁 目 及 び ９ 桁 目 は 、別 表 第 ２ に よ る 認 定 を し た 保 安 業 務 区 分 に 対 応 す

る 記 号 と す る 。  

(5) 任 意 に １ ０ 桁 目 以 降 を 定 め る こ と は 妨 げ な い 。  

３ ．第 ２ 項 各 号 に 掲 げ る 書 類 に つ い て は 、「 保 安 機 関 の 認 定 及 び 保 安 機 関 の 保

安 業 務 規 程 の 認 可 に 係 る 運 用 及 び 解 釈 に つ い て 」（ 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 ２ ９ 日 付

け ２ ０ １ ３ ０ ２ ０ ８ 商 局 第 ３ 号 ） を 参 照 さ れ た い 。  

 

第 ３ ２ 条 （ 保 安 機 関 の 損 害 賠 償 措 置 ） 関 係  

１ ．第 １ 号 中「 保 安 業 務 に よ り 一 般 消 費 者 等 の 生 命 、身 体 又 は 財 産 に つ い て 生

じ た 損 害 」と は 、保 安 機 関 に よ り 当 該 保 安 業 務 が 適 正 に 行 わ れ た か 否 か に か

か わ ら ず 、供 給 設 備 の 点 検 、消 費 設 備 の 調 査 又 は 緊 急 時 に お け る 対 応 を 行 っ

た 設 備 に 係 る 災 害 に よ っ て 生 じ た 損 害 を い う 。  

２ ．本 条 の 保 険 契 約 に お い て 、保 険 の 契 約 者 は 必 ず し も 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 の 認

定 の 申 請 者 自 身 で な く て も よ い 。す な わ ち 、申 請 者 Ａ の た め に 、他 の 者 Ｂ が

Ａ を 被 保 険 者 と す る 損 害 賠 償 責 任 保 険 契 約 を 保 険 会 社 Ｃ と 締 結 し 、保 険 料 は

Ｂ が 支 払 う も の で も よ い が 、Ａ が 保 安 業 務 に よ り 他 人 に 被 害 を 与 え 、そ の 賠

償 を 行 わ な け れ ば な ら な い 場 合 の 支 払 に つ い て 、規 則 ３ ２ 条 各 号 以 外 の 条 件

が 付 さ れ て い な い も の で な け れ ば な ら な い 。（ 例 え ば 、 Ａ が Ｂ か ら 受 託 し た

保 安 業 務 に よ る 災 害 の 場 合 に の み 、支 払 わ れ る よ う な 条 件 が 付 さ れ て い て は

な ら な い 。）  

 

第 ３ ６ 条 （ 供 給 設 備 の 点 検 の 方 法 ） 関 係  

１ ． 第 １ 項 第 １ 号 表 下 欄 中 「 供 給 開 始 時 」 と は 、 一 般 消 費 者 等 に 対 し 新 た に

供 給 を 開 始 し よ う と す る と き を い う 。 た だ し 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者

が 、 他 の 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 事 業 の 全 部 又 は 一 部 を 承 継 し た と き

は 、 当 該 「 供 給 開 始 時 」 に は 当 た ら な い こ と と す る 。  

２ ． 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 が 自 ら 工 事 を 行 い 、 工 事 終 了 後 、 規 則 第 １ ８ 条

第 ９ 号 に 規 定 す る 気 密 試 験 を 実 施 し て 合 格 し た 供 給 設 備 を 用 い て 、 直 ち に

供 給 を 開 始 し よ う と す る と き は 、 供 給 開 始 時 の 漏 え い 試 験 は 省 略 で き る も

の と す る 。  

３ ． 腐 し ょ く に つ い て は 、 例 示 基 準 第 ４ １ 節 で 定 め る 埋 設 管 腐 食 測 定 器 に よ

り 腐 し ょ く 測 定 を 行 い 、 同 第 ４ １ 節 で 定 め る 抵 抗 値 以 上 の 場 合 は 「 機 能 を

損 な う お そ れ の あ る 腐 し ょ く が 生 じ な い も の 」 と み な す こ と が で き る 。  
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４ ． 「 充 て ん 容 器 等 の 交 換 時 （ 充 て ん 容 器 等 の 交 換 が 毎 月 １ 回 以 上 行 わ れ る

場 合 に あ っ て は 毎 月 １ 回 以 上 ） 」 は 、 容 器 交 換 時 と は 別 に 月 １ 回 の 検 針 時

を も っ て 点 検 を 実 施 し て も 差 し 支 え な い 。  

 

 

第 ３ ７ 条 （ 消 費 設 備 の 調 査 の 方 法 ） 関 係  

１ ． 第 １ 号 表 下 欄 中 「 供 給 開 始 時 」 と は 、 一 般 消 費 者 等 に 対 し 新 た に 供 給 を

開 始 し よ う と す る と き を い う 。 た だ し 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 が 、 他 の

液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 事 業 の 全 部 又 は 一 部 を 承 継 し た と き は 、 当 該

「 供 給 開 始 時 」 に は 当 た ら な い こ と と す る 。  

ま た 、 同 欄 中 「 液 化 石 油 ガ ス の 最 初 の 引 渡 し 時 」 と は 、 容 器 に 充 て ん さ れ た

液 化 石 油 ガ ス を 現 に 引 き 渡 す と き を い う 。  

２ ． 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 が 自 ら 工 事 を 行 い 、 そ の 終 了 後 規 則 第 ４ ４ 条 第

１ 号 ホ の 規 定 に よ り 気 密 試 験 を 実 施 し 合 格 し た 消 費 設 備 に 対 し 直 ち に 供 給

を 開 始 し よ う と す る と き は 、供 給 開 始 時 の 漏 え い 試 験 は 省 略 す る こ と が で き

る も の と す る 。  

３ ．保 安 機 関 は 、小 型 容 器 に つ い て 調 査 を 行 う 際 、併 せ て そ の 保 管 状 況 を 確 認

し 、 適 切 な 保 管 方 法 を 指 導 す る こ と 。  

４ ．規 則 第 １ ６ 条 第 ３ 号 た だ し 書 に よ り 一 般 消 費 者 等 に 対 し て 液 化 石 油 ガ ス を

販 売 す る 場 合 は 、最 初 の 容 器 引 渡 し の 際 に 使 用 上 の 注 意 事 項 を 記 載 し た 書 面

を 手 交 す る と と も に 、法 令 に よ り ４ 年 に １ 回 以 上（ 経 過 措 置 期 間 に あ っ て は 、

２ 年 又 は ３ 年 に １ 回 以 上 ）消 費 設 備 に つ い て 調 査 す る こ と と な っ て い る 関 係

上 、前 記 書 面 に は 期 限 内 に 販 売 所（ 保 安 機 関 で 対 応 す る 場 合 に あ っ て は 保 安

機 関 ）に 当 該 消 費 設 備 を 持 込 ま れ た い 旨 を 記 載 し て 交 付 す る よ う 指 導 さ れ た

い 。  

５ ． 第 ３ ６ 条 （ 供 給 設 備 の 点 検 方 法 ） 関 係 ３ ． の 規 定 は 、 消 費 設 備 の 調 査 の

方 法 に 準 用 す る 。  

 

第 ３ ８ 条 の ２（ 周 知 の 方 法 ）及 び 第 ３ ８ 条 の ３（ 保 安 機 関 に よ る 情 報 通 信 の 技

術 を 利 用 す る 方 法 を 用 い た 周 知 事 項 の 提 供 の 方 法 ） 関 係  

１．第３８条の２第 1 項及び第２項中「 供 給 開 始 時  」と は 、一 般 消 費 者 等 に 対 し 新 た  

に 供 給 を 開 始 し よ う と す る と き を い う 。た だ し 、液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 が 、  

他 の 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 事 業 の 全 部 又 は 一 部 を 承 継 し た と き は 、 当  

該 「 供 給 開 始 時 」 に は 当 た ら な い こ と と す る 。  

２ ． 供 給 開 始 時 に 行 う 周 知 は 、 保 安 の 観 点 か ら 必 ず 一 般 消 費 者 等 が 液 化 石 油 ガ ス

を 使 用 す る 前 に 行 う よ う 徹 底 さ れ た い 。  

３ ． 第 ３ ８ 条 の ２ 第 １ 項 又 は 第 ２ 項 に 規 定 す る 書 面 を 配 布 す る 方 法 又 は 第 ３ ８ 条

の ３ 第 １ 項 に 規 定 す る 情 報 通 信 技 術 を 利 用 す る 方 法 に よ り 周 知 事 項 を 提 供 す る
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際 に は 、 業 務 用 施 設 に お け る 一 般 消 費 者 等 と そ の 他 一 般 消 費 者 等 と を 区 分 し て

行 う よ う 指 導 さ れ た い 。  

  な お 、 料 理 飲 食 店 、 旅 館 、 ホ テ ル そ の 他 の 施 設 （ 以 下 「 料 理 飲 食 店 等 」 と い

う 。） で あ っ て 、 小 型 容 器 （ 内 容 積 が ２ ０ リ ッ ト ル 未 満 の 容 器 を い う 。） の 最 大

保 有 数 量 が ５ 本 以 上 で あ る 者 に 対 し て は 、 当 該 小 型 容 器 の 使 用 上 の 注 意 事 項 、

保 管 方 法 等 に つ い て 、 併 せ て 周 知 さ せ る こ と と す る 。  

 

４ ．周 知 内 容 の 理 解 及 び 日 常 の 安 全 管 理 の 徹 底 を 図 る た め 、次 の 事 項 に つ い て

保 安 機 関 及 び 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 を 指 導 さ れ た い 。  

①  保 安 機 関 は 、 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 と 連 携 し 、 １ 時 間 当 た り の 使 用 最

大 流 量 が ３ 立 方 メ ー ト ル 以 上 の ガ ス メ ー タ ー を 設 置 し 、 か つ 、 従 業 員 が

１ ０ 人 以 上 の 料 理 飲 食 店 等（ 以 下「 大 規 模 料 理 飲 食 店 等 」と い う 。）の 管 理 者

に 対 し 、当 該 管 理 者 が 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 と の 連 絡 窓 口 と し て「 LP ガ ス

保 安 連 絡 担 当 者 」を 選 任 す る よ う 要 請 す る と と も に 、当 該 担 当 者 の 氏 名 を 保

安 台 帳 に 記 載 す る 。  

②  保 安 機 関 は 、 大 規 模 料 理 飲 食 店 等 の 「 LP ガ ス 保 安 連 絡 担 当 者 」 に 対 し 、

当 該 担 当 者 を 通 じ 、 周 知 内 容 の 理 解 を 従 業 員 に 徹 底 す る よ う 要 請 す る 。  

③  保 安 機 関 又 は 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 は 、 大 規 模 料 理 飲 食 店 等 に お け る

安 全 管 理 の 具 体 策 を 記 し た 「 LP ガ ス 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 を 作 成 す る 。  

④  保 安 機 関 は 、 大 規 模 料 理 飲 食 店 等 の 管 理 者 が 「 LP ガ ス 保 安 連 絡 担 当

者 」 を 選 任 し た 場 合 に は 、 遅 滞 な く 、 「 LP ガ ス 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル 」 を

当 該 担 当 者 に 手 交 し 、 大 規 模 料 理 飲 食 店 等 の 安 全 管 理 の 徹 底 を 図 る よ う 要

請 す る 。  

⑤  保 安 機 関 は 、大 規 模 料 理 飲 食 店 等 以 外 の 業 務 用 施 設 の 管 理 者 に 対 し て も 、

当 該 管 理 者 を 通 じ 、 周 知 内 容 の 理 解 を 従 業 員 に 徹 底 す る よ う 要 請 す る 。  

 

第 ３ ９ 条 （ 保 安 業 務 規 程 ） 関 係  

  保 安 業 務 規 程 で 定 め る べ き 事 項 に つ い て は 、「 保 安 機 関 の 認 定 及 び 保 安 機 関

の 保 安 業 務 規 程 の 認 可 に 係 る 運 用 及 び 解 釈 に つ い て 」（ 平 成 ２ ５ 年 ３ 月 ２ ９ 日

付 け ２ ０ １ ３ ０ ２ ０ ８ 商 局 第 ３ 号 ） を 参 照 さ れ た い 。  

 

第 ４ ４ 条 （ 消 費 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係  

１ ．第 １ 号 イ 中「 腐 し ょ く 、割 れ 等 」と は 、第 １ ８ 条（ 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基

準 ） 関 係 の ９ ． と 同 じ と す る 。  

２ ．第 １ 号 ホ 中「 変 更（ 硬 質 管 以 外 の 管 を 除 く 。）の 工 事 」と は 、第 １ ８ 条（ 供

給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係 の １ ０ ． と 同 じ と す る 。  

３ ．第 １ 号 ヌ 中「 電 源 に よ り 操 作 さ れ る 気 化 装 置 」と は 、電 源 に よ る 加 熱 装 置 、

温 水 循 環 装 置 、 制 御 装 置 の い ず れ か を 有 す る も の を い う 。  
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「 手 動 復 帰 式 自 動 ガ ス 遮 断 器 」と は 、Ｌ Ｐ ガ ス の 圧 力 が 一 定 以 下 に 下 が っ

た 場 合 に 自 動 的 に ガ ス 通 路 が 遮 断 さ れ 、か つ 、一 旦 ガ ス 通 路 が 遮 断 さ れ た 後

は 、 手 動 操 作 に よ ら な け れ ば 、 ガ ス 通 路 の 遮 断 が 解 か れ な い も の を い う 。  

「 そ の 他 操 作 用 電 源 が 停 止 し た と き 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 を 維 持 す る た め

の 装 置 」と は 停 電 と 同 時 に 自 動 的 に 作 動 す る も の で あ っ て 、ピ ー ク 時 の 一 般

消 費 者 等 の ガ ス 消 費 量 の １ 時 間 分 以 上 の ガ ス 供 給 能 力 を 有 す る も の を い う 。 

４ ．第 １ 号 ワ に つ い て は 、法 第 ４ １ 条 又 は 法 第 ６ ３ 条 の 規 定 に よ り 表 示 が 付 さ

れ て い な い も の は 燃 焼 状 況 を み て 、と く に 異 常 が な け れ ば 適 応 し て い る も の

と し 、 異 常 が あ る 場 合 は 、 個 々 に 調 べ て 判 定 す る 。  

５ ．第 １ 号 ヨ 中「 屋 内 」と は 、屋 根 、柱 及 び 壁（ 窓 を 含 む 。以 下 同 じ 。）に よ っ

て 囲 ま れ て い る 空 間 を い い 、屋 根 、柱 及 び 壁 で 一 部 が 囲 ま れ て い る 等 自 然 換

気 が 十 分 行 わ れ て い る よ う な 空 間 （ ベ ラ ン ダ 、 共 同 住 宅 の チ ャ ン バ ー 室 等 ）

は 、 こ こ で い う 屋 内 に は 該 当 し な い 。 以 下 ネ に お い て 同 じ 。  

ま た 、第 １ 号 ヨ (1)中「 ガ ス 湯 沸 器 」と は 、給 湯 機 能 を 有 す る も の を 総 称 し

て い い 、 瞬 間 式 、 貯 湯 式 の 別 、 そ の 他 型 式 等 は 問 わ な い 。  

６ ．第 １ 号 ネ (3)中「 先 端 」と は 、給 排 気 部 の 開 口 部 を い い 、「 屋 外 に 出 て い る

こ と 」と は 開 口 部 の す べ て が 壁 の 外 面 よ り 突 出 し 、か つ 、そ の 開 口 部 の 周 囲

が 障 害 物 に よ っ て 遮 へ い さ れ な い こ と を い う 。  

７ ．第 ２ 号 イ (2)中「 変 更（ 硬 質 管 以 外 の 管 を 除 く 。）の 工 事 」と は 、第 １ ８ 条

（ 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係 の １ ０ ． と 同 じ と す る 。  

８ ．第 ２ 号 イ (14)は 、一 般 消 費 者 等 の も と に 配 管 又 は 調 整 器 に 接 続 さ れ て い な

い 容 器 が 存 在 し な い よ う に す る た め の 規 定 で 、第 １ ６ 条 第 ５ 号 と 同 じ 趣 旨 の

も の で あ り 、質 量 に よ る 販 売 に よ り 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 が 行 わ れ て い る 場 合

に つ い て 規 定 し た も の で あ る 。  

「 安 全 な 場 所 に 移 す 措 置 を 講 ず る こ と 」と は 、具 体 的 に は 、取 り 外 す 容 器

が 自 ら 供 給 し た も の で あ る と き は 、速 や か に 引 き 取 る こ と を い い 、そ れ が 自

ら 供 給 し た 容 器 で な い と き は 、そ れ を 供 給 し た 者 に 引 き 取 ら せ る よ う 、容 器

の 取 り 外 し に つ い て 、 事 前 に 必 要 な 連 絡 を す る こ と を い う 。  

 

第 ４ ５ 条 （ 保 安 確 保 機 器 の 種 類 ） 関 係  

  第 ２ 号 中「 そ の 他 一 般 消 費 者 等 の 保 安 に 係 る 情 報 」と は 、保 安 確 保 機 器 を 導

入 し た こ と に よ り 得 ら れ る 情 報 で あ る か ら 、 例 え ば 、 継 続 使 用 時 間 超 過 情 報 、

合 計 流 量 遮 断 情 報 、増 加 流 量 遮 断 情 報 、ガ ス 漏 れ 警 報 連 動 遮 断 情 報 、不完全燃焼

警報連動遮断情報、 低 圧 部 微 少 漏 え い 警 告 情 報 、 圧 力 監 視 異 常 情 報 、 感 震 遮 断 情

報 等 が こ れ に 当 た り 、ま た 集 中 監 視 セ ン タ ー か ら の 遮 断 に 関 す る 情 報 も こ れ に

含 ま れ る 。  

 

第 ４ ６ 条 （ 保 安 確 保 機 器 の 設 置 及 び 管 理 の 方 法 ） 関 係  
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1. 第 1 号 ロ た だ し 書 及 び 第 2 号 ロ た だ し 書 中 の 「 合 併 そ の 他 の 事 由 に よ る 事

業 の 承 継 」は 、法 第 １ ０ 条 の 承 継 の ほ か 、そ の 事 業 の 一 部 の 譲 渡 し そ の 他 の

承 継 も 含 む 。  

２ ．第 １ 号 ハ 中「 常 時 当 該 機 器 を 監 視 す る 者 」は 、機 器 の オ ペ レ ー タ ー で あ り 、

機 器 の 情 報 が 適 切 に 連 絡 さ れ て い る か 、運 転 異 常 が な い か を 監 視 し 、ま た 特

定 保 安 情 報 を 販 売 店 等 に 連 絡 す る た め の 要 員 で あ る 。な お 、当 該 機 器 を 設 置

す る 者 が 、入 手 し た 特 定 保 安 情 報 に 基 づ き 一 般 消 費 者 等 に 保 安 上 の 指 示 、助

言 を 行 う 場 合 に は 、保 安 業 務 を 行 う こ と に 該 当 す る た め 、保 安 機 関 と し て「 緊

急 時 連 絡 」の 保 安 業 務 区 分 の 認 定 を 受 け る 必 要 が あ る 。こ の 場 合 、監 視 す る

者 は 前 述 の 業 務 の ほ か 、 当 該 保 安 業 務 も 行 う こ と は 差 し 支 え な い 。  

３ ．第 １ 号 ホ 中「 運 営 管 理 規 程 」に 記 載 す べ き 事 項 に つ い て は 、別 添 の 記 載 例

を 参 照 さ れ た い 。  

３ ．第 １ 号 ヘ の 規 定 は 、保 安 確 保 機 器 の 設 置 及 び 管 理 の 方 法 の 一 部 を 規 定 し た

も の で あ り 、 当 該 規 定 の 適 用 の 範 囲 は 認 定 対 象 消 費 者 と な る 。  

 

第 ４ ７ 条 （ 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 認 定 申 請 ） 関 係  

様 式 第 ２ ６ 中「 保 安 確 保 機 器 の 設 置 及 び 管 理 の 方 法 の 別 」に は 、第 ４ ６ 条 第 １ 号

に 掲 げ る 設 置 及 び 管 理 の 方 法 に 該 当 す る 場 合 に は「 第 ４ ６ 条 第 １ 号 」と 、同

条 第 2 号 に 掲 げ る 設 置 及 び 管 理 の 方 法 に 該 当 す る 場 合 に は「 第 ４ ６ 条 第 ２ 号 」

と 記 載 す る も の と す る 。  

 

第 ４ ８ 条 （ 認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 報 告 義 務 ） 関 係  

1． 様 式 第 ２ ７ 及 び 様 式 第 ２ ７ の ２ 中 「 保 安 確 保 機 器 の 設 置 及 び 管 理 の 方 法 の

別 」の 記 載 は 、第 ４ ７ 条（ 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 認 定 申 請 ）関 係 と 同 じ

と す る 。  

2. 第 ３ 項（ 第 ４ 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。）の 報 告 は 、認 定 対 象 消 費 者

割 合 が ７ ０ パ ー セ ン ト （ ５ ０ パ ー セ ン ト ） を 下 回 っ た こ と を 把 握 し た 際 に 、

遅 滞 な く 行 う 必 要 が あ る 。認 定 対 象 消 費 者 割 合 を 把 握 す る 機 会 と し て は 、例

え ば 、検 針 デ ー タ の 伝 達 状 況 の 確 認 、充 て ん 容 器 の 交 換 時 に お け る 第 ４ ５ 条

第 １ 号 及 び 第 ２ 号 の 機 器 の 接 続 状 況 の 目 視 確 認 等 が あ る 。  

 

第 ５ ０ 条 （ 保 安 業 務 の 方 法 等 の 特 例 ） 関 係  

１ ．本 条 に お け る 保 安 業 務 の 特 例 が 受 け ら れ る の は 、認 定 を 受 け た 者 の 認 定 対

象 消 費 者 に 係 る も の の み で あ り 、認 定 を 受 け た 者 の 一 般 消 費 者 等 の う ち 、規

則 第 ４ ５ 条 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で に 定 め る 機 器 が 、規 則 第 ４ ６ 条 に 定 め る 方

法 で 設 置 さ れ て い な い も の は 、 特 例 の 対 象 と は な ら な い 。  

２ . 第 ２ 号 中 「 第 一 号 認 定 を 受 け た 際 現 に 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 を 受 け て い る

者 に お け る 第 一 号 認 定 後 の 第 1 回 の 点 検 は 、 前 回 の 点 検 か ら １ ０ 年 ま で の
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間 に 行 う も の と す る 。」 と は 、 前 回 の 点 検 か ら １ ０ 年 を 経 過 し た 日 よ り 前 に

行 う も の で あ り 、 例 示 す れ ば 以 下 の と お り で あ る 。  

 

例 1） 第 一 号 認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 （ 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る

法 律 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 （ 平 成 ２ ８ 年 経 済 産 業 省 令 第 ２ ６ 号 。 以 下 ２ .及 び ３ . に お い

て 「 改 正 省 令 」 と い う 。） の 施 行 の 際 現 に 法 第 ３ ５ 条 の ６ 第 １ 項 の 認 定 を 受 け て い る 液 化 石 油 ガ

ス 販 売 事 業 者 に 限 る 。） の 場 合  

    

例 2） 改 正 省 令 の 施 行 後 に 新 た に 第 一 号 認 定 を 受 け た 第 一 号 認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 で あ っ て 、

改 正 省 令 の 施 行 前 に 点 検 を 実 施 し て い る 場 合  

 

例 3） 改 正 省 令 の 施 行 後 に 新 た に 第 一 号 認 定 を 受 け た 第 一 号 認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 で あ っ て 、

改 正 省 令 の 施 行 後 に 点 検 を 実 施 し て い る 場 合  

 

３ . 第 ３ 号 中「 第 一 号 認 定 を 受 け た 際 現 に 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 を 受 け て い る 者

に お け る 第 一 号 認 定 後 の 第 １ 回 の 点 検 は 、前 回 の 点 検 か ら ５ 年 ま で の 間 に 行 う

も の と す る 。」 と は 、 前 回 の 点 検 か ら ５ 年 を 経 過 し た 日 よ り 前 に 行 う も の で あ

り 、 例 示 す れ ば 以 下 の と お り で あ る 。  

10 年間 

点検実施 

H28.2 

改正省令施行 H28.4 

点検 

H38.2まで 

第一号認定液化石油ガス販売事業者

の認定対象消費者に該当 

認定対象消費者

に該当 

10 年間 

点検実施 

H28.2 

認定対象消費者 

となった時期 

H30.7 

点検 

H38.2 まで 

第一号認定 

H29.7 
改正省令 
施行 H28.4 

10 年間 

点検実施 

H28.5 

認定対象消費者 

となった時期 

H30.7 

点検 

H38.5まで 
第一号認定 
H29.7 

改正省令 
施行 H28.4 
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例 1） 第 一 号 認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 （ 改 正 省 令 の 施 行 の 際 現 に 法 第 3 5 条 の 6 第 1 項 の 認 定 を

受 け て い る 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に 限 る 。）で あ っ て 、改 正 省 令 の 施 行 前 に 点 検 を 実 施 し て い る

場 合  

 

 

例 2） 第 一 号 認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 （ 改 正 省 令 の 施 行 の 際 現 に 法 第 3 5 条 の 6 第 1 項 の 認 定 を

受 け て い る 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 に 限 る 。）で あ っ て 、改 正 省 令 の 施 行 後 に 点 検 を 実 施 し て い る

場 合  

 
例 3）改 正 省 令 施 行 後 に 新 た に 第 一 号 認 定 を 受 け た 第 一 号 認 定 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 で あ っ て 、改

正 省 令 施 行 前 に 点 検 を 実 施 し て い る 場 合  

5 年間 

点検実施 

H27.12  

H30.12 

第 3 号中イからハまでのいずれかに該当 

点検 

H32.12まで 

第一号認定液化石油ガス販

売事業者の認定対象消費者

に該当 

改正省令施行 H28.4 認定対象

消費者に

該当 

5 年間 

点検実施 

H27.12  

第一号認定液化石油ガス販売事業者の認定対象消費者であって、

第 3 号中イからハまでのいずれかに該当 

点検 

H32.12 まで 

改正省令施行 H28.4 

5 年間 

点検実施 

H28.12 

H30.12  
第 3 号中イからハまでのいずれかに該当 

 

点検 

H33.12 まで 

第一号認定液化石油ガス

販売事業者の認定対象消

費者に該当 

改正省令施行 H28.4 認定対象

消費者に

該当 
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第 ５ １ 条 （ 貯 蔵 施 設 等 の 許 可 申 請 ） 関 係  

  第 ２ 項 の 貯 蔵 施 設 又 は 特 定 供 給 設 備 の 位 置（ 他 の 施 設 と の 関 係 位 置 を 含 む 。）

を 示 す 図 面 に つ い て は 、貯 蔵 施 設 に あ っ て は 、通 常 販 売 所 全 体 の 平 面 図 を 用 い 、

火 気 又 は 火 気 を 取 り 扱 う 施 設 と の 距 離 関 係 及 び 店 舗 と の 位 置 関 係 等 を 明 記 さ

せ た も の 、特 定 供 給 設 備 に あ っ て は 、火 気 を 取 り 扱 う 施 設 と の 距 離 及 び 当 該 特

定 供 給 設 備 か ら 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 を 受 け る 施 設 と の 位 置 関 係 等 を 明 記 さ せ

た も の と す る 。  

構 造 を 示 す 図 面 に つ い て は 、通 常 貯 蔵 施 設 又 は 特 定 供 給 設 備 の 平 面 図 及 び 立

面 図 を 用 い た も の で あ り 、例 え ば さ く 、へ い 、障 壁 、扉 及 び 屋 根 の 構 造（ 材 質

を 含 む 。）等 を 添 付 し た も の を 意 味 し 、特 定 供 給 設 備 に あ っ て は 、規 則 第 ２ １ 条

の 設 備 の 仕 様 等 も 含 ま れ る 。  

付 近 の 状 況 を 示 す 図 面 と は 、最 寄 り の 鉄 道 の 駅 等 か ら の 道 順 が わ か る も の 並

び に 第 １ 種 保 安 物 件 及 び 第 ２ 種 保 安 物 件 か ら の 距 離 関 係 を 明 記 さ せ た も の と

す る 。  

 

第 ５ ３ 条 （ 特 定 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係  

１ ．第 １ 号 イ は 、原 則 と し て 貯 蔵 設 備 が 第 １ 種 保 安 物 件 に 対 し １ ６ ．９ ７ ｍ 以

上 、第 ２ 種 保 安 物 件 に 対 し １ １ ．３ １ ｍ 以 上 の 距 離 を 有 す る べ き 旨 の 規 定 で

あ り 、貯 蔵 設 備 を 新 設 す る 場 合 は こ れ ら の 距 離 内 の 土 地 を 所 有 権 、借 地 権 等

に よ り 確 保 さ せ る よ う 指 導 さ れ た い 。  

な お 、 距 離 の 測 定 は 水 平 距 離 に よ っ て 行 う 。  

２ ．第 １ 号 ハ 中「 火 気（ 当 該 貯 蔵 設 備 に 附 属 す る 気 化 装 置 内 の も の を 除 く 。以

下 ハ に お い て 同 じ 。）を 取 り 扱 う 施 設 」と は 、第 １ ８ 条（ 供 給 設 備 の 技 術 上 の

基 準 ） 関 係 ２ ． に 同 じ と す る 。  

３ ． 第 １ 号 ホ 中 「 さ く 、 へ い 等 」 と は 、 第 １ ８ 条 （ 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ）

関 係 ３ ． に 同 じ と す る 。  

４ ．第 ２ 号 イ は 、原 則 と し て 貯 槽 が 第 １ 種 保 安 物 件 に 対 し 、１ ６ ．９ ７ ｍ 以 上 、

第 ２ 種 保 安 物 件 に 対 し １ １ ．３ １ ｍ 以 上 の 距 離 を 有 す る べ き 旨 の 規 定 で あ り 、

貯 槽 を 新 設 す る 場 合 は こ れ ら の 距 離 内 の 土 地 を 所 有 権 、借 地 権 等 に よ り 確 保
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さ せ る よ う 指 導 さ れ た い 。  

な お 、 距 離 の 測 定 は 水 平 距 離 に よ っ て 行 う 。  

５ ．第 ２ 号 二 (2)中「 貯 槽 の 頂 部 」の「 貯 槽 」と は 、第 １ ８ 条（ 供 給 設 備 の 技 術

上 の 基 準 ） 関 係 ４ ． に 同 じ と す る 。  

６ ．第 ２ 号 ホ 中「 火 気（ 当 該 貯 槽 に 附 属 す る 気 化 装 置 内 の も の を 除 く 。以 下 ホ

に お い て 同 じ 。） を 取 り 扱 う 施 設 」 と は 、 ２ ． と 同 じ と す る 。  

７ ． 第 ２ 号 へ 中 「 貯 槽 （ 貯 蔵 能 力 が ３ ０ ０ ０ ｋ ｇ 以 上 の も の に 限 る 。）」 と は 、

一 つ の 貯 槽 の 貯 蔵 能 力 を い う 。ま た 、「 最 大 直 径 」と は 、各 々 の 貯 槽 に お い て

取 り う る 直 径 の 最 大 の も の を い う 。 な お 、 そ の 直 径 は 枕 型 貯 槽 に あ っ て は 、

軸 方 向 に 直 角 に 切 っ た 断 面 の 最 大 直 径 を い う 。  

８ ．第 ２ 号 チ 中「 外 部 か ら 」と は 、第 １ ８ 条（ 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ）関 係

６．に 同 じ と す る 。  

９ ．第 ２ 号 タ 中「 安 全 な 位 置 」と は 、第 １ ８ 条（ 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ）関

係 ７ ． に 同 じ と す る 。  

１ ０ ．第 ２ 号 ソ は 、第 １ ８ 条（ 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ）関 係 ８ ．に 同 じ と す

る 。  

１ １．第 ２ 号 ヰ 中「 支 持 構 造 物 」と は 、レ グ 、ラ グ 、サ ド ル 、支 柱 、ブ レ ー ス 、

ベ ー ス プ レ ー ト 、基 礎 ボ ル ト 及 び ア ン カ ー ス ト ラ ッ プ 並 び に こ れ ら と 類 似 の

機 能 を 有 す る 構 造 物 を い う 。  

 

第 ５ ４ 条 （ バ ル ク 供 給 に 係 る 特 定 供 給 設 備 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係  

  第 １ 号（ 第 ５ ３ 条 第 １ 号 イ ）及 び 第 ２ 号 ロ は 、原 則 と し て バ ル ク 容 器 及 び バ

ル ク 貯 槽 が 、第 １ 種 保 安 物 件 に 対 し １ ６ ．９ ７ ｍ 以 上 、第 ２ 種 保 安 物 件 に 対 し  

１ １ ．３ １ ｍ 以 上 の 距 離 を 有 す べ き 旨 の 規 定 で あ り 、バ ル ク 容 器 及 び バ ル ク 貯

槽 を 新 設 す る 場 合 は 、こ れ ら の 距 離 内 の 土 地 を 所 有 権 、借 地 権 等 に よ り 確 保 さ

せ る よ う 指 導 さ れ た い 。  

な お 、 距 離 の 測 定 は 水 平 距 離 に よ っ て 行 う 。  

 

第 ５ ６ 条 （ 貯 蔵 施 設 等 の 変 更 の 許 可 申 請 ） 関 係  

  第 ２ 項 中「 位 置（ 他 の 施 設 と の 関 係 位 置 を 含 む 。）、構 造 及 び 付 近 の 状 況 を 示

す 図 面 」 と あ る の は 、 第 ５ １ 条 （ 貯 蔵 施 設 等 の 許 可 申 請 ） 関 係 と 同 じ と す る 。 

 

第 ６ ３ 条 （ 充 て ん 設 備 の 許 可 申 請 ） 関 係  

１ ．第 １ 項 中「 充 て ん 設 備 の 使 用 の 本 拠 」と は 、車 庫 を い い 、車 庫 が な い 場 合

に は 、 当 該 充 て ん 設 備 を 使 用 し て い な い と き に 通 常 置 く 場 所 を い う 。  

２ ．第 ２ 項 に お い て 、第 １ 号 の 書 類 は 、充 て ん 設 備 の 図 面 及 び 規 則 第 ６ ４ 条 の

技 術 上 の 基 準 に つ い て の 適 合 状 況 を 記 し た 書 類（ 仕 様 書 、図 面 等 を 含 む 。）と

し 、第 ２ 号 の 図 面 は 、車 庫 の 構 造 、事 業 所 内 の 他 の 施 設 と の 位 置 関 係 が わ か
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る も の 及 び 最 寄 り の 鉄 道 の 駅 等 か ら の 道 順 が わ か る も の に 第 １ 種 保 安 物 件

及 び 第 ２ 種 保 安 物 件 か ら の 距 離 関 係 を 明 記 さ せ た も の と す る 。  

な お 、充 て ん 設 備 の 許 可 と 、高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ５ 条 第 １ 項 に お け る 移 動 式

製 造 設 備 に 係 る 製 造 の 許 可 又 は 同 法 第 １ ４ 条 第 １ 項 の 変 更 許 可 を 、同 一 の 行

政 庁 に 対 し 同 時 に 申 請 す る 場 合 で あ っ て 、添 付 す べ き 書 類 の 内 容 が 重 複 す る

と き は 、い ず れ か 一 の 許 可 申 請 書 を 除 き 、当 該 書 類 を 添 付 す る こ と を 要 し な

い（ た だ し 、書 類 の 添 付 を 省 略 し た 許 可 申 請 書 に は 、添 付 を 省 略 し た 書 類 の

一 覧 表 を 添 付 す る こ と 。）。  

 

第 ６ ６ 条 （ 軽 微 な 変 更 ） 関 係  

  第 １ 号 中 「（ 同 型 式 の も の に 限 る 。）」 と は 、 同 一 製 造 事 業 者 に よ る 同 一 型 式

と の 意 味 で あ り 、仕 様 又 は 性 能 が 変 更 さ れ る も の は 、規 則 第 ６ ５ 条 の 許 可 を 申

請 す る 必 要 が あ る 。ま た 、第 ３ 号 中「 液 化 石 油 ガ ス の 通 る 部 分 以 外 の 充 て ん 設

備 に 係 る 設 備 」と は 、規 則 第 ６ ４ 条 の 技 術 上 の 基 準 に 係 る も の 以 外 で あ る こ と

は い う ま で も な く 、 例 え ば 、 シ ャ ー シ ー 部 分 の 取 り 替 え 等 が こ れ に 当 た る 。  

 

第 ７ ２ 条 （ 液 化 石 油 ガ ス の 充 て ん 作 業 の 技 術 上 の 基 準 ） 関 係  

  第 ２ 号 ロ 及 び 第 ３ 号 ハ 中「 充 て ん 設 備（ 充 て ん 口 を 含 む 。）の 外 面 か ら ･･････

距 離 が あ る こ と 」と は 、規 則 第 １ ９ 条 第 ３ 号 ロ た だ し 書 の 構 造 壁 等 又 は 規 則 第

５ ４ 条 第 ２ 号 ロ (2)の 障 壁 が 設 置 し て あ る 場 合 に は 、 当 該 構 造 壁 又 は 障 壁 に よ

る 迂 回 水 平 距 離 が 、そ れ ぞ れ に 定 め た 保 安 物 件 ま で の 距 離 を 満 た し て い れ ば よ

い 。  

 

第 ８ ６ 条 （ 施 設 又 は 建 築 物 の 指 定 ） 関 係  

  第 ５ 号 中 「 共 同 住 宅 」 と は 、 ア パ ー ト 、 マ ン シ ョ ン 等 の 集 合 住 宅 で あ っ て 、

同 一 建 築 物 内 に ３ 世 帯 以 上 入 居 す る 構 造 の も の を い い 、床 面 積 の 広 さ 及 び 資 材

が 木 造 で あ る か 、 鉄 筋 又 は 鉄 骨 で あ る か は 問 わ な い 。  

 

 第 ８ ７ 条 （ 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 ） 関 係  

  第 ２ 項 は 、貯 槽 等 の 修 理 、清 掃 、検 査 又 は 撤 去 に 先 だ っ て 仮 設 供 給 設 備 を 用

い て 行 わ れ る 消 費 調 整 は 一 時 的 な も の な の で 、第 ２ １ 条 第 ２ 項 の 規 定 を 準 用 す

る こ と と し 、こ れ に よ っ て 、貯 槽 等 に 現 に 貯 蔵 さ れ て い る 液 化 石 油 ガ ス の 数 量

と 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 の 届 出 の 対 象 と な る 貯 蔵 能 力 の 下 限 （ ５ ０ ０ ｋ ｇ 超 ）

と の 差 を 用 い て 、当 該 届 出 の 義 務 を 負 う こ と な く 、仮 設 供 給 設 備 を 設 置 で き る

よ う に し た も の で あ る 。  

な お 、当 該 表 示 及 び 封 印 を 行 っ た 場 合 で あ っ て も 、貯 槽 等 に 貯 蔵 さ れ て い る

液 化 石 油 ガ ス の 数 量 と 仮 設 供 給 設 備 の 貯 蔵 能 力 を 合 算 し た も の が ５ ０ ０ ｋ ｇ

を 超 え る と き は 、 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 の 届 出 が 必 要 で あ る 。  
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第 １ ０ ８ 条 （ 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 の 作 業 ） 関 係  

１ ．第 ２ 号 の 硬 質 管 相 互 を 接 続 す る 作 業 に は 金 属 管 と 金 属 フ レ キ シ ブ ル ホ ー ス

を 接 続 す る 作 業 を 、硬 質 管 を 取 り 外 す 作 業 に は 金 属 管 又 は 金 属 フ レ キ シ ブ ル

ホ ー ス を 取 り 外 す 作 業 を 、硬 質 管 の 取 り 外 し の た め に 硬 質 管 を 切 断 す る 作 業

に は 金 属 管 又 は 金 属 フ レ キ シ ブ ル ホ ー ス の 取 り 外 し の た め に 金 属 管 又 は 金

属 フ レ キ シ ブ ル ホ ー ス を 切 断 す る 作 業 を 含 む も の と す る 。  

２ ．硬 質 管 と ガ ス 栓 の 接 続 に 係 る 工 事 は ガ ス 栓 と 金 属 フ レ キ シ ブ ル ホ ー ス 及 び

燃 焼 器 と の 接 続 工 事 も 硬 質 管 の 接 続 に 係 る 一 体 の 工 事 と し て 含 ま れ 、硬 質 管

と ガ ス 栓 の 取 り 外 し に 係 る 工 事 は ガ ス 栓 と 金 属 フ レ キ シ ブ ル ホ ー ス 及 び 燃

焼 器 と の 取 り 外 し に 係 る 工 事 も 硬 質 管 の 取 り 外 し に 係 る 一 体 の 工 事 と し て

含 ま れ る 。  

３ ．液 化 石 油 ガ ス の 供 給 契 約 が 解 除 さ れ 、第 １ ８ 条 、第 １ ９ 条 又 は 第 ４ ４ 条 に

規 定 す る 技 術 上 の 基 準 に 則 り 適 切 に 充 て ん 容 器 等 が 撤 去 さ れ て い る 場 合 に

は 、残 存 す る 調 整 器 、ガ ス メ ー タ ー 、配 管 、ガ ス 栓 等 は 液 化 石 油 ガ ス の 供 給

設 備 及 び 消 費 設 備 に は 該 当 し な い も の と す る 。  

従 っ て 、 こ れ ら の 配 管 等 の 取 り 外 し や 切 断 に 係 る 行 為 に つ い て は 、 液 化 石

油 ガ ス 設 備 士 以 外 の 者 が 行 う こ と を 妨 げ な い 。 た だ し 、 契 約 解 除 に よ り 充 て

ん 容 器 等 を 撤 去 し て か ら 十 分 な 時 間 が 経 過 し て い な い 時 点 で は 配 管 等 に 液 化

石 油 ガ ス が 残 留 し て い る た め 、 災 害 防 止 の 観 点 か ら 、 そ の 取 り 外 し や 切 断 を

行 う 者 は 十 分 な 注 意 を 払 う 必 要 が あ る 。 ま た 、 当 該 配 管 等 に つ い て は 、 通 常

液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 又 は 一 般 消 費 者 等 の 所 有 物 で あ る こ と か ら 、 当 該 配

管 等 の 取 り 外 し や 切 断 に あ た っ て は 、 そ の 取 り 外 し や 切 断 を 行 う 者 は 民 法 そ

の 他 の 法 令 に 抵 触 し な い か 留 意 す る 必 要 が あ る 。  

な お 、 住 宅 の 建 て 替 え 等 に よ り 、 液 化 石 油 ガ ス の 供 給 を 一 時 的 に 休 止 す る

場 合 に 、 法 令 に 基 づ く 技 術 上 の 基 準 に 則 り 適 切 に 容 器 等 が 撤 去 さ れ て い る 場

合 に は 、 上 記 の 取 扱 に 準 ず る も の と し て 、 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 以 外 の 者 が 行

う こ と を 妨 げ な い 。  

 

第 １ ０ ９ 条 （ 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 の 講 習 ） 関 係  

  液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 の い わ ゆ る 再 講 習 は 、液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 免 状 の 交 付 を

受 け た 日 の 属 す る 年 度 の 翌 年 度 の 開 始 の 日 か ら 三 年 以 内 に 第 １ 回 の 講 習 を 受

け る 必 要 が あ る が 、こ の 講 習 は 、三 年 の 期 間 の 満 了 前 に 実 施 す る 高 圧 ガ ス 保 安

協 会 の 講 習 を 意 味 す る 。ま た 、再 々 講 習 は 、再 講 習 を 受 け た 日 の 属 す る 年 度 の

翌 年 度 の 開 始 の 日 か ら 五 年 以 内 の 期 間 満 了 前 直 近 以 前 の 講 習 を い い 、そ の 後 の

講 習 も 同 様 と す る 。  

 

第 １ １ ２ 条 （ 事 業 の 開 始 の 届 出 ） 関 係  
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事 業 開 始 の 届 書 に は 、次 の 事 項 を 記 載 し た 書 面 を 添 付 さ せ る よ う 指 導 さ れ た

い 。  

(1) 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 の 氏 名 及 び 液 化 石 油 ガ ス 設 備 士 免 状 の 番 号  

(2) 自 記 圧 力 計 の 数  

な お 、 (1)及 び (2)の 事 項 に つ き 変 更 が あ っ た 場 合 に は 、 変 更 届 を 提 出 す

る よ う 併 せ て 指 導 さ れ た い 。  

 

第 １ １ ３ 条 （ 届 出 事 項 ） 関 係  

  「 配 管 図 面 の 保 存 の 場 所 」と は 、例 え ば 、○ ○ 設 備 工 事 店 の 事 務 所 の 戸 棚 又

は ロ ッ カ ー 等 と 具 体 的 に 記 載 す る こ と 。  

「 分 類 の 方 法 」と は 、記 録 に つ い て は 、例 え ば 、カ ー ド に 記 載 し て 液 化 石 油

ガ ス 設 備 工 事 を し た 消 費 者 名 を ア イ ウ エ オ 順 に 分 類 し て 保 存 す る と か 、配 管 図

面 に つ い て は 、施 工 工 事 の 日 付 順 に か つ 記 録 と 対 応 し て ア イ ウ エ オ 順 に 分 類 整

理 す る 等 の 方 法 を 具 体 的 に 記 載 す る こ と 。  

 

第 １ １ ５ 条 （ 施 工 後 の 表 示 に 係 る 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 ） 関 係  

１ ．第 １ 号 中「 二 以 上 の 消 費 設 備 」と は 、１ つ の 供 給 設 備 か ら ２ 以 上 の 消 費 世

帯 （ 消 費 世 帯 の 数 は ガ ス メ ー タ ー の 数 に よ り 数 え る 。） に 供 給 す る 場 合 を い

う 。  

２ ．第 ２ 号 中「 配 管 の 長 さ が 屋 内 に お い て 四 メ ー ト ル 以 上 」と は 、１ の 消 費 世

帯 の 場 合 に あ っ て 下 図 １ の よ う な 消 費 設 備 の 設 置 状 況 の 場 合 １ ケ 所 で も

４ ｍ 以 上（ 立 ち 上 が り 部 を 含 む 。）で あ れ ば 、当 該 す べ て の 消 費 設 備 の 設 置 又

は 変 更 工 事 が 表 示 及 び 記 録 す べ き 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 に 該 当 す る 。  

 ま た 、下 図 ２ の 場 合 に お い て 、各 部 屋 と も ４ ｍ 未 満 で 、そ の 合 計 が ４ ｍ を

超 え た 場 合 で あ っ て も 、 当 該 設 備 工 事 に 該 当 し な い 。  
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第 １ １ ６ 条 （ 表 示 の 方 法 ） 関 係  

「 容 易 に 離 脱 し な い 方 法 」 と は 、 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

(1) 障 壁 等 平 面 な 箇 所 に 取 り 付 け る 場 合 に あ っ て は 、 釘 打 ち 又 は ハ ン ダ 付

け 等 で 固 定 す る こ と を い い 、 供 給 管 又 は 配 管 に 取 り 付 け る 場 合 に あ っ て

は 針 金 等 で 固 定 し て 取 り 付 け る こ と を い う 。  

(2) シ ー ル 等 に よ り 表 示 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、貼 付 場 所 が 円 滑 で あ り 、当

該 シ ー ル の 密 着 性 を 確 保 で き る こ と を い う 。  

 

第 １ １ ７ 条 （ 表 示 す べ き 事 項 ） 関 係  

  第 ３ 号 中 「 連 絡 先 」 と は 、 住 所 及 び 電 話 番 号 を い う 。  

 

第 １ １ ８ 条 （ 記 録 す べ き 事 項 ） 関 係  

  第 ２ 号 中「 特 定 液 化 石 油 ガ ス 設 備 工 事 の 内 容 」に は 、配 管 等 の 材 料 並 び に 腐

食 及 び 損 傷 を 防 止 す る 措 置 を 含 む 。な お 、こ れ ら の 事 項 は 、配 管 図 面 上 に 記 号

等 を 用 い て 記 載 し て も 差 し 支 え な い 。  

 

第 １ １ ９ 条 （ 記 録 及 び 配 管 図 面 の 保 存 の 方 法 ） 関 係  
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  記 録 す る 用 紙 は 、カ ー ド 等 を 用 い 、ま た 配 管 図 面 に あ っ て は 、施 工 工 事 の 日

付 順 に フ ァ イ ル す る 等 関 係 者 等 か ら の 閲 覧 又 は 謄 写 の 申 出 に 応 じ ら れ る よ う

な 体 制 を 整 え る よ う 関 係 業 界 を 指 導 さ れ た い 。  

 

第 １ ３ １ 条 （ 帳 簿 ） 関 係  

１ ．第 １ 項 表 第 １ の 項 下 欄 中「 充 て ん 容 器 の 種 類 」と は 貯 蔵 能 力 又 は 内 容 積 別

を い い 、「 販 売 開 始 の 年 月 日 」と は 液 化 石 油 ガ ス 販 売 契 約 の 締 結 の 日 を い う 。  

２ ．第 １ 項 表 第 ５ の 項 及 び 第 ６ の 項 に 記 載 さ れ る 点 検 及 び 調 査 の 結 果 、講 じ た

措 置 の 内 容 又 は 異 常 の 内 容 若 し く は そ れ に 対 し て 講 じ た 措 置 に つ い て は 、そ

の 内 容 を 明 ら か に す る た め 、貯 蔵 設 備 か ら 消 費 者 に お け る 燃 焼 器 又 は 燃 焼 器

の な い 場 合 に は 末 端 ガ ス 栓 ま で の 配 置 図 又 は 供 給 管 及 び 配 管 等 の 状 況 を 記

載 す る も の と す る 。  

３ ．集 団 供 給 及 び 業 務 用 等 で 帳 簿 に 配 置 図 又 は 供 給 管 及 び 配 管 等 の 状 況 が 記 載

で き な い 場 合 に あ っ て は 別 途 図 面 を 作 成 し て 保 管 し 、帳 簿 に 別 途 保 管 し て い

る 旨 を 記 載 さ せ て お く こ と に よ り 、必 要 な 場 合 直 ち に 取 り 出 せ る よ う な 体 制

を と ら せ て お く こ と 。  

４ ． ま た 、 本 条 の 帳 簿 の 体 裁 は 、 カ ー ド 、 伝 票 式 の も の で も よ い 。  

５ ．第 ４ 項 に お い て 、バ ル ク 貯 槽 等 の 検 査 を 行 っ た 場 合 に 記 載 す る 帳 簿 の 保 存

期 間 は 、① 次 回 の 検 査 を 行 う 日 ま で 、又 は 、② バ ル ク 貯 槽 等 を く ず 化 し ､そ の

他 バ ル ク 貯 槽 等 と し て 使 用 す る こ と が で き な い よ う に 処 分 す る 日 ま で で あ

る 。  

な お 、 バ ル ク 貯 槽 等 の 検 査 を 行 っ た 場 合 に 記 載 す る 帳 簿 は 、 一 般 消 費 者 等

に 係 る も の で は な い の で 、 一 般 消 費 者 等 と の 販 売 契 約 を 解 除 し た 後 も 、 定 め

ら れ た 保 存 期 間 が 経 過 す る ま で は 保 存 し な け れ ば な ら な い 。  

 

第 １ ３ ２ 条 （ 報 告 ） 関 係  

１ ．液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 報 告 事 項 中「 販 売 す る 一 般 消 費 者 等 の 数 及 び 保

安 業 務 の 委 託 状 況 」に つ い て は 、販 売 所 ご と の 一 般 消 費 者 等 の 数 を 記 載 さ せ

る こ と 。  

２ ．液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 の 報 告 に あ っ て は 様 式 １ 、保 安 業 務 の 報 告 に あ っ て

は 様 式 ２ に よ り 行 う も の と す る 。  

３ ．充 て ん 事 業 者 の 報 告 事 項 中「 一 般 消 費 者 等 の 数 」及 び「 充 て ん 作 業 者 の 数 」

に つ い て は 、 使 用 の 本 拠 ご と に 記 載 さ せ る こ と 。  
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様 式 １  

年   月   日  

液化石油ガス販売事業報告 

殿 

氏名又は名称及び法人にあ 

ってはその代表者の氏名 

 

                   住所 

 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第１３２条の規定により 

報告します。  

 

１．報告する事業年度の期間  年  月  日から  年  月  日  

２．販売する一般消費者等の数及び保安業務の委託状況  

 

販売する一般消費者等の数  戸  

 

      保安業務の委託状況  

保安業務区分 

委託先の保安機関の名称  

及び認定番号  

委託している一般消費者等の数  

１．供給開始時点検・調査 

２．容器交換時等供給設備点検  

３．定期供給設備点検  

４．定期消費設備調査  

５．周 知  

６．緊急時対応  

７．緊急時連絡  

 戸  

戸  

戸  

戸  

戸  

戸  

戸  

(備考 ) １  この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

２  液化石油ガス販売事業者が保安業務の全部又は一部について自らが行っている場合には

｢委託先の保安機関の名称及び認定番号」及び｢委託している一般消費者等の数」の欄に 

自社の名称及び認定番号、一般消費者等の数を記載すること。 
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様 式 ２  

保安業務実施状況報告 

殿                       年   月   日  

 

氏名又は名称及び法人にあ 
ってはその代表者の氏名 

      認定番号 
                   住所 

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律施行規則第１３２条の規定により 
報告します。  

１．報告する事業年度の期間  年  月  日から  年  月  日  
２．保安業務実施状況  

 
事業所の名称  
事業所の所在地  

保安業務資格者の数  人（うち、保安業務に係る技術的能力の基準等の細目を定める
告示（平成９年通商産業省告示第１２２号）第２条第１号又
は第２号に規定する数    人）  

保安業務の区分 

保安業務に係る一般消費者等の数 

保安業務計画書に記載し
た数 

保安業務を行うべ
き数 

当該事業年度に保安業務を実
施した数 

１．供給開始時点検・調査 戸 戸（戸） 
戸（戸） 

うち再調査      戸（戸） 

２．容器交換時等供給設備
点検 戸 戸（戸） 戸（戸） 

３．定期供給設備点検 戸 戸（戸）         戸（戸） 
うち拒否数      戸（戸） 

４．定期消費設備調査 戸 戸（戸） 

当年調査        戸（戸） 
うち完了数      戸（戸） 

拒否数      戸（戸） 
不在数      戸（戸） 

当年再調査      戸（戸） 
うち完了数      戸（戸） 

拒否数      戸（戸） 
不在数      戸（戸） 

５．周知 戸 戸（戸） 

戸（戸） 
うち書面配布      戸（戸） 

電子メール     戸（戸） 
ファイル記録    戸（戸） 
記録媒体      戸（戸） 

６．緊急時対応 戸 戸（戸） 戸（戸） 

７．緊急時連絡 戸 戸（戸） 戸（戸） 

 

３ 役員又は構成員の変更の内容  

変更の内容 

 

（備考）１ 定期消費設備調査の「当該事業年度に保安業務を実施した数」の欄における「不在数」

には、調査又は再調査のために３回以上訪問したが、不在で調査又は再調査が実施でき

ない一般消費者等の数を記載すること。  
    ２  「保安業務を行うべき数」の欄及び「当該事業年度に保安業務を実施した数」の欄にお

ける括弧内には、他の液化石油ガス販売事業者から受託した保安業務に係る一般消費者

等の数を記載すること。  
３ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
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第 １ ３ ３ 条 （ 事 故 届 ） 関 係  

  本 条 の 規 定 は 、 高 圧 ガ ス 保 安 法 第 ６ ３ 条 の 規 定 に 準 じ 設 置 し た も の で あ る 。

な お 、当 該 届 出 が 必 要 と な る 場 合 と は 、点 検・調 査 を 実 施 中 に 事 故 が 発 生 し た

と き 、又 は 緊 急 時 対 応 を 行 う べ き 場 合 に お い て 災 害 が 発 生 し た 場 合 等 、保 安 機

関 が 災 害 の 発 生 に 立 ち 会 っ て い た 場 合 を い う 。  

 

第 １ ４ ０ 条 、第 １ ４ １ 条 、第 １ ４ ２ 条（ 経 済 産 業 大 臣 に 対 す る 都 道 府 県 知 事 又

は 市 長 の 報 告 ） 関 係  

  本 規 定 に よ り 、 令 第 １ ３ 条 第 ８ 項 の 規 定 に 基 づ く 経 済 産 業 大 臣 へ の 報 告 は 、

当 該 都 道 府 県 又 は 市 の 区 域 を 管 轄 す る 経 済 産 業 局 長 又 は 産 業 保 安 監 督 部 長 に

対 し て 行 う こ と と な る 。当 該 報 告 を 受 け た 経 済 産 業 局 長 又 は 産 業 保 安 監 督 部 長

は 、 す み や か に 経 済 産 業 大 臣 に 報 告 す る も の と す る 。  

な お 、令 第 １ ４ 条 第 １ ０ 項 、第 １ １ 項 、第 １ ２ 項 及 び 第 １ ３ 項 の 規 定 に 基 づ

き 経 済 産 業 局 長 又 は 産 業 保 安 監 督 部 長 が 経 済 産 業 大 臣 の 登 録 し た 液 化 石 油 ガ

ス 販 売 事 業 者 の 事 業 所 へ の 立 入 検 査 等 を 実 施 し た 場 合 に つ い て は 、本 規 定 に 準

じ て 取 り 扱 う も の と す る 。  

 

別 表 第 １  

経済産業省、産業保安監督部、都道府県又は指定都市 番 号 

北海道（札幌市を除く） ０１ 

札幌市 ０１ 

青森県 ０２ 

岩手県 ０３ 

宮城県（仙台市を除く） ０４ 

仙台市 ０４ 

秋田県 ０５ 

山形県 ０６ 

福島県 ０７ 

茨城県 ０８ 

栃木県 ０９ 

群馬県 １０ 

埼玉県（さいたま市を除く） １１ 

さいたま市 １１Ｓ 

千葉県（千葉市を除く） １２ 
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千葉市 １２ 

東京都 １３ 

神奈川県（横浜市、川崎市、相模原市を除く） １４ 

横浜市 １４Ｈ 

川崎市 １４Ｋ 

相模原市 １４Ｇ 

新潟県（新潟市を除く） １５ 

新潟市 １５Ｄ 

富山県 １６ 

石川県 １７ 

福井県 １８ 

山梨県 １９ 

長野県 ２０ 

岐阜県 ２１ 

静岡県（静岡市、浜松市を除く） ２２ 

静岡市 ２２ 

浜松市 ２２ 

愛知県（名古屋市を除く） ２３ 

名古屋市 ６２ 

三重県 ２４ 

滋賀県 ２５ 

京都府（京都市を除く） ２６ 

京都市 ２６ 

大阪府（大阪市、堺市を除く） ２７ 

大阪市 ２７ 

堺市 ２７ 

兵庫県（神戸市を除く） ２８ 

神戸市 ２８ 

奈良県 ２９ 

和歌山県 ３０ 

鳥取県 ３１ 
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島根県 ３２ 

岡山県（岡山市を除く） ３３ 

岡山市 ３３ 

広島県（広島市を除く） ３４ 

広島市 ７０ 

山口県 ３５ 

徳島県 ３６ 

香川県 ３７ 

愛媛県 ３８ 

高知県 ３９ 

福岡県（北九州市、福岡市を除く） ４０ 

北九州市 ４０ＫＩＴ 

福岡市 ４０ＦＵＫ 

佐賀県 ４１ 

長崎県 ４２ 

熊本県（熊本市を除く） ４３ 

熊本市 ８０ 

大分県 ４４ 

宮崎県 ４５ 

鹿児島県 ４６ 

沖縄県 ４７ 

経済産業省 ５０ 

関東東北産業保安監督部東北支部 ５１ 

関東東北産業保安監督部 ５２ 

中部近畿産業保安監督部 ５３ 

中部近畿産業保安監督部近畿支部 ５４ 

中国四国産業保安監督部 ５５ 

中国四国産業保安監督部四国支部 ５６ 

九州産業保安監督部 ５７ 

 

別 表 第 ２  
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認定をした保安業務区分 記 号 

１ ＡＡ 

２ ＡＢ 

３ ＡＣ 

４ ＡＤ 

５ ＡＥ 

６ ＡＦ 

７ ＡＧ 

１ ２ ＢＡ 

１ ３ ＢＢ 

１ ４ ＢＣ 

 １ ５ ＢＤ 

１ ６ ＢＥ 

１ ７ ＢＦ 

２ ３ ＣＡ 

２ ４ ＣＢ 

２ ５ ＣＣ 

２ ６ ＣＤ 

２ ７ ＣＥ 

３ ４ ＤＡ 

３ ５ ＤＢ 

３ ６ ＤＣ 

３ ７ ＤＤ 

４ ５ ＥＡ 

４ ６ ＥＢ 

４ ７ ＥＣ 

５ ６ ＦＡ 

５ ７ ＦＢ 

６ ７ ＧＡ 

１ ２ ３ ＨＡ 

１ ２ ４ ＨＢ 
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１ ２ ５ ＨＣ 

１ ２ ６ ＨＤ 

１ ２ ７ ＨＥ 

１ ３ ４ ＨＦ 

１ ３ ５ ＨＧ 

１ ３ ６ ＨＨ 

１ ３ ７ ＨＩ 

１ ４ ５ ＨＪ 

１ ４ ６ ＨＫ 

１ ４ ７ ＨＬ 

１ ５ ６ ＨＭ 

１ ５ ７ ＨＮ 

１ ６ ７ ＨＯ 

２ ３ ４ ＩＡ 

２ ３ ５ ＩＢ 

２ ３ ６ ＩＣ 

２ ３ ７ ＩＤ 

２ ４ ５ ＩＥ 

２ ４ ６ ＩＦ 

２ ４ ７ ＩＧ 

２ ５ ６ ＩＨ 

２ ５ ７ ＩＩ 

２ ６ ７ ＩＪ 

３ ４ ５ ＪＡ 

３ ４ ６ ＪＢ 

３ ４ ７ ＪＣ 

３ ５ ６ ＪＤ 

３ ５ ７ ＪＥ 

３ ６ ７ ＪＦ 

４ ５ ６ ＫＡ 

４ ５ ７ ＫＢ 
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４ ６ ７ ＫＣ 

５ ６ ７ ＬＡ 

１ ２ ３ ４ ＭＡ 

１ ２ ３ ５ ＭＢ 

１ ２ ３ ６ ＭＣ 

１ ２ ３ ７ ＭＤ 

１ ２ ４ ５ ＭＥ 

１ ２ ４ ６ ＭＦ 

１ ２ ４ ７ ＭＧ 

１ ２ ５ ６ ＭＨ 

１ ２ ５ ７ ＭＩ 

１ ２ ６ ７ ＭＪ 

１ ３ ４ ５ ＭＫ 

１ ３ ４ ６ ＭＬ 

１ ３ ４ ７ ＭＭ 

１ ３ ５ ６ ＭＮ 

１ ３ ５ ７ ＭＯ 

１ ３ ６ ７ ＭＰ 

１ ４ ５ ６ ＭＱ 

１ ４ ５ ７ ＭＲ 

１ ４ ６ ７ ＭＳ 

１ ５ ６ ７ ＭＴ 

２ ３ ４ ５ ＮＡ 

２ ３ ４ ６ ＮＢ 

２ ３ ４ ７ ＮＣ 

２ ３ ５ ６ ＮＤ 

２ ３ ５ ７ ＮＥ 

２ ３ ６ ７ ＮＦ 

２ ４ ５ ６ ＮＧ 

２ ４ ５ ７ ＮＨ 
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２ ４ ６ ７ ＮＩ 

２ ５ ６ ７ ＮＪ 

３ ４ ５ ６ ＯＡ 

３ ４ ５ ７ ＯＢ 

３ ４ ６ ７ ＯＣ 

３ ５ ６ ７ ＯＤ 

４ ５ ６ ７ ＰＡ 

１ ２ ３ ４ ５ ＱＡ 

１ ２ ３ ４ ６ ＱＢ 

１ ２ ３ ４ ７ ＱＣ 

１ ２ ３ ５ ６ ＱＤ 

１ ２ ３ ５ ７ ＱＥ 

１ ２ ３ ６ ７ ＱＦ 

１ ２ ４ ５ ６ ＱＧ 

１ ２ ４ ５ ７ ＱＨ 

１ ２ ４ ６ ７ ＱＩ 

１ ２ ５ ６ ７ ＱＪ 

１ ３ ４ ５ ６ ＱＫ 

１ ３ ４ ５ ７ ＱＬ 

１ ３ ４ ６ ７ ＱＭ 

１ ３ ５ ６ ７ ＱＮ 

１ ４ ５ ６ ７ ＱＯ 

２ ３ ４ ５ ６ ＲＡ 

２ ３ ４ ５ ７ ＲＢ 

２ ３ ４ ６ ７ ＲＣ 

２ ３ ５ ６ ７ ＲＤ 

２ ４ ５ ６ ７ ＲＥ 

３ ４ ５ ６ ７ ＳＡ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ＴＡ 

１ ２ ３ ４ ５ ７ ＴＢ 
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１ ２ ３ ４ ６ ７ ＴＣ 

１ ２ ３ ５ ６ ７ ＴＤ 

１ ２ ４ ５ ６ ７ ＴＥ 

１ ３ ４ ５ ６ ７ ＴＦ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ＵＡ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ＶＡ 

（備考） 

認定をした保安業務区分の欄における数字は、それぞれ次の保

安業務区分を表す。 

１ 供給開始時点検・調査 

２ 容器交換時等供給設備点検 

３ 定期供給設備点検 

４ 定期消費設備調査 

５ 周知 

６ 緊急時対応 

７ 緊急時連絡 
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昭 和 ５ ４ 年 通 商 産 業 省 令 第 ２ ６ 号 附 則 （ 以 下 「 附 則 」 と い う 。 ） 第 ２ 項 、 第

３ 項 （ 経 過 措 置 ） 関 係  

１ ． 第 ２ 項 中 「 （ 改 正 前 の 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関

す る 法 律 施 行 規 則 第 ７ 条 の ２ 第 １ ０ 号 に 規 定 す る 供 給 用 貯 蔵 設 備 で あ る 既

設 特 定 供 給 設 備 に つ い て は 、 新 規 則 第 ６ 条 の ２ 第 １ 号 ハ の 規 定 を 除

く 。 ） 」 と あ る の は 、 す で に 旧 規 則 の 供 給 用 貯 蔵 設 備 で あ る 既 設 特 定 供 給

設 備 に つ い て は 、 旧 規 則 第 ７ 条 の ２ 第 １ ２ 号 に お い て 新 規 則 第 ６ 条 の ２ 第

１ 号 ハ と 同 一 の 規 制 が な さ れ て い る た め 、 特 に 経 過 措 置 を 設 け る 必 要 は な

く 、 新 た に 新 規 則 第 ６ 条 の ２ 第 １ 号 ハ の 規 制 の 対 象 と な る 旧 規 則 第 ２ ０ 条

第 ６ 号 に 規 定 す る 消 費 用 貯 蔵 設 備 で あ る 既 設 特 定 供 給 設 備 に つ い て の み 経

過 措 置 を 設 け る た め に 規 定 し た も の で あ る 。  

２ ． 特 定 供 給 設 備 に つ い て は 、 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 に よ り 経 過 措 置 が 定 め ら れ

て い る が 、 昭 和 ５ ４ 年 ６ 月 ２ ９ 日 ま で に 行 わ れ る 改 正 法 附 則 第 ３ 条 第 ２ 項

に よ る 届 出 の 際 に こ れ ら の 項 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 し て い な い も の は 、 猶 予

期 間 中 に 法 第 ８ 条 第 １ 項 の 変 更 許 可 を 受 け て 上 記 基 準 に 適 合 さ せ る 必 要 が

あ る た め 、 届 出 の 際 そ れ ぞ れ 基 準 に 適 合 し て い る よ う 措 置 す べ き 旨 液 化 石

油 ガ ス 販 売 事 業 者 に 対 し て 指 導 さ れ た い 。  

な お 、 届 出 に よ り 許 可 を 受 け た と み な さ れ る 特 定 供 給 設 備 に つ い て は 法

第 １ ２ 条 の 使 用 前 検 査 を 受 け さ せ る 必 要 は な い 。  

３ ． 第 ３ 項 第 ２ 号 中 の 第 １ 種 保 安 距 離 に つ い て は 、 旧 規 則 の 「 消 費 用 貯 蔵 設

備 」 と し て 学 校 、 病 院 等 第 １ 種 保 安 物 件 内 に 設 け ら れ て い る 新 規 則 の 特 定

供 給 設 備 で あ っ て も 、 今 後 は 次 の よ う に 取 扱 う こ と と す る 。  

(1) 障 壁 を 設 け る こ と に よ り 要 求 さ れ る 保 安 距 離 が ０ メ ー ト ル と な る 特 定

供 給 設 備 に つ い て は 、 障 壁 を 設 け た 場 合 の み 引 き 続 き 設 置 を 認 め る こ と

と す る 。  

(2) 障 壁 を 設 け て も 要 求 さ れ る 保 安 距 離 が ０ ｍ を 超 え る 設 備 に つ い て は 、

貯 蔵 能 力 の 減 少 に よ り (1)に 適 合 す る よ う 措 置 し な い 限 り 、 廃 止 し な け

れ ば な ら な い も の と す る 。  

 

昭 和 ５ ４ 年 通 商 産 業 省 令 第 ２ ６ 号 附 則 第 ７ 項 （ 経 過 措 置 ） 関 係  

  本 項 は 昭 和 ５ ３ 年 ４ 月 １ ８ 日 現 在 設 置 さ れ て い る 既 設 供 給 設 備 で あ っ て 新

規 則 施 行 前 に 旧 規 則 第 ７ 条 の ２ 第 ３ １ 号 に 基 づ く 水 柱 ５ ５ ０ ｍ ｍ 以 上 の 圧 力

に よ る 気 密 試 験 に 合 格 し た も の 以 外 の も の に つ い て は 、 遅 滞 な く 上 記 気 密 試

験 を 実 施 し 合 格 さ せ る 必 要 が あ る 旨 規 定 し た も の で あ り 、 他 方 、 上 記 既 存 供

給 設 備 に 係 る 既 存 消 費 設 備 に つ い て は 、 特 に 附 則 に よ り 上 記 気 密 試 験 の 実 施

に 関 す る 規 定 が な さ れ て い な い が 、 液 化 石 油 ガ ス 設 備 と し て 供 給 設 備 と 消 費

設 備 と は 一 体 不 可 分 な も の で あ る の で 、 総 点 検 に 際 し て は 、 既 設 供 給 設 備 の



43 

気 密 試 験 を 実 施 す る と き は 、 既 設 消 費 設 備 に つ い て も 必 ず 実 施 す る よ う 強 く

指 導 さ れ た い 。  

 

昭 和 ５ ６ 年 通 商 産 業 省 令 第 ６ ８ 号 附 則 関 係  

  第 ２ 項 中 「 耐 震 上 軽 微 な 変 更 の 工 事 」 と は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る と 認

め ら れ る も の を い う が 、 明 確 に 該 当 す る と 認 め ら れ る も の 以 外 は 当 分 の 間 本

省 に 照 会 さ れ た い 。  

(1) 耐 震 設 計 構 造 物 の 材 料 、 加 工 方 法 、 構 造 等 を 変 更 し な い 部 材 等 の 補 修

及 び 取 替 え 工 事 （ (2)に 掲 げ る も の を 除 く 。 ）  

(2) 耐 震 設 計 構 造 物 の 応 力 等 の 計 算 を 要 し な い 部 材 等 の 補 修 及 び 取 替 え 工

事 で あ っ て 、 耐 震 設 計 上 従 来 と 同 等 以 上 の 安 全 性 が 確 保 さ れ る も の  

(3) 配 管 、 バ ル ブ 等 当 該 耐 震 設 計 構 造 物 の 附 属 品 に 係 る 変 更 に 伴 っ て 行 わ

れ る 耐 震 設 計 構 造 物 の 変 更 の 工 事 で あ っ て 、 耐 震 設 計 上 従 来 と 同 等 以 上

の 安 全 性 が 確 保 さ れ る も の  

(4) 保 安 上 又 は 公 害 防 止 上 の 必 要 性 か ら 特 定 供 給 設 備 を 変 更 す る こ と に 伴

う 当 該 耐 震 設 計 構 造 物 の 変 更 の 工 事 で あ っ て 、 耐 震 設 計 上 従 来 と 同 等 以

上 の 安 全 性 が 確 保 さ れ る も の  

 

平 成 ９ 年 通 商 産 業 省 令 第 １ １ 号 附 則 第 ５ 条 関 係  

  附 則 第 ５ 条 第 １ 号 中 「 イ 及 び ハ に 定 め る も の を 設 置 す る 場 合 」 と は 、 告 示

に 定 め る ガ ス メ ー タ ー と 対 震 自 動 ガ ス 遮 断 器 を 共 に 設 置 す る 場 合 を い い 、 双

方 を 同 時 に 設 置 す る 場 合 の ほ か 、 既 に イ の 基 準 に 適 合 す る ガ ス メ ー タ ー を 設

置 し て お り 対 震 自 動 ガ ス 遮 断 器 を 後 か ら 設 置 す る 場 合 及 び 器 具 省 令 の 基 準 に

適 合 す る 対 震 自 動 ガ ス 遮 断 器 を 内 蔵 し た ガ ス メ ー タ ー を 設 置 す る 場 合 も 含

む 。  

 

附 則 〔 平 成 ９ 年 １ １ 月 ２ ０ 日  平 成 ０ ９ ･０ ９ ･２ ９ 立 局 第 ３ 号 〕  

  こ の 通 達 の 施 行 の 際 現 に 設 置 さ れ て い る 貯 蔵 施 設 又 は 高 圧 ガ ス 保 安 法 の 容

器 置 場 に つ い て は 、 第 １ １ 条 関 係 の 改 正 規 定 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。  
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別 添   

 

運 営 管 理 規 程 （ 例 ）  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る

法 律 （ 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 ３ ５ 条 の ６ の 規 定 に 基 づ き 、 保 安 確 保 機 器 の

設 置 及 び 管 理 の 方 法 に つ い て 定 め 、 も っ て 管 理 業 務 の 適 正 か つ 円 滑 な 運 営 を

図 る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 保 安 確 保 機 器 の 種 類 ）  

第 ２ 条  液 化 石 油 ガ ス の 保 安 の 確 保 及 び 取 引 の 適 正 化 に 関 す る 法 律 施 行 規 則

（ 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） 第 ４ ５ 条 第 １ 号 及 び 第 ４ 号 に 定 め る 機 器 の う ち 、

認 定 対 象 消 費 者 の 供 給 設 備 及 び 消 費 設 備 に 設 置 す る 機 器 は 次 の 各 号 に 定 め る

も の と す る 。 （ 実 際 に 設 置 す る も の を 適 宜 記 載 す る こ と 。 ）  

一  Ｓ 型 マ イ コ ン メ ー タ ー 、 SB 型 マ イ コ ン メ ー タ ー 、 E 型 マ イ コ ン メ ー タ

ー 又 は EB 型 マ イ コ ン メ ー タ ー （ 雰 囲 気 空 気 中 の 一 酸 化 炭 素 濃 度 を 検 知 し

警 報 す る 装 置 と 連 動 し 、 当 該 装 置 が 検 知 し た 一 酸 化 炭 素 濃 度 が 0.03 パ ー

セ ン ト に 達 す る 以 前 に 自 動 的 に ガ ス の 供 給 を 停 止 す る 機 能 を 有 す る マ イ コ

ン メ ー タ ー に あ っ て は 、 当 該 装 置 と 併 せ て そ の 旨 を 記 載 す る こ と 。 ）  

二  流 量 検 知 式 切 替 型 漏 え い 検 知 装 置 又 は 流 量 検 知 式 圧 力 監 視 型 漏 え い 検 知

装 置 （ た だ し 、 ○ ○ 戸 以 上 の 集 合 住 宅 に 設 置 す る も の と す る 。 ）  

三  液 化 石 油 ガ ス 用 ガ ス 漏 れ 警 報 器  

四  液 化 石 油 ガ ス 用 継 手 金 具 付 低 圧 ホ ー ス （ Ⅰ 類 又 は Ⅱ 類 ）  

五  調 整 器 （ Ⅰ 類 又 は Ⅱ 類 ）  

六  液 化 石 油 ガ ス 用 継 手 金 具 付 高 圧 ホ ー ス （ Ⅰ 類 又 は Ⅱ 類 ）  

２  規 則 第 ４ ５ 条 第 ３ 号 の 機 器 の 設 置 場 所 （ 以 下 「 集 中 監 視 セ ン タ ー 」 と い

う 。 ） は 自 社 （ 他 社 ） の 集 中 監 視 セ ン タ ー で あ っ て 次 に 掲 げ る 所 在 地 に 設 置

す る も の と す る 。  

名    称 : 

所  在  地 : 

電 話 番 号 : 

（ 特 定 保 安 情 報 の 種 類 ）  

第 ３ 条  液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 の 認 定 に 係 る 保 安 確 保 機 器 の 設 置 等 の 細 目

を 定 め る 告 示 （ 以 下 「 告 示 」 と い う 。 ） 第 ６ 条 第 ２ 号 に 定 め る 特 定 保 安 情 報

の 種 類 は 次 の 各 号 に 掲 げ る も の と す る 。  

一  合 計 ・ 増 加 流 量 遮 断  

二  継 続 使 用 時 間 超 過  

三  微 少 漏 え い 警 告  

四  圧 力 監 視 異 常 （ 調 整 圧 力 、 閉 そ く 圧 力 ）  
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五  感 震 遮 断  

六  ガ ス 漏 れ 警 報 連 動 遮 断  

七  不 完 全 燃 焼 警 報 連 動 遮 断  

八  集 中 監 視 セ ン タ ー か ら の ガ ス メ ー タ ー の 遮 断  

（ 監 視 す る 者 の 業 務 内 容 ）  

第 ４ 条  規 則 第 ４ ６ 条 第 １ 号 ハ の 監 視 す る 者 （ 以 下 「 監 視 員 」 と い う 。 ） の

業 務 内 容 は 次 の 各 号 に 定 め る と お り と す る 。  

一  集 中 監 視 セ ン タ ー 内 の 機 器 の 作 動 状 況 を 確 認 し 、 異 常 が あ っ た 場 合 に 必

要 な 措 置 を 講 ず る こ と 。  

二  特 定 保 安 情 報 を 液 化 石 油 ガ ス 販 売 事 業 者 （ 保 安 機 関 ） に 連 絡 す る こ と 。  

三  伝 達 さ れ た 特 定 保 安 情 報 に つ い て 、 当 該 一 般 消 費 者 等 に 対 し 、 適 確 な 対

応 （ 指 示 、 助 言 ） を 行 う こ と 。  

四  緊 急 を 要 す る も の に つ い て は 、 緊 急 時 対 応 を 行 う 保 安 機 関 、 液 化 石 油 ガ

ス 販 売 事 業 者 及 び 集 中 監 視 セ ン タ ー 責 任 者 に 連 絡 す る こ と 。  

五  受 信 票 （ 例 え ば 受 信 日 時 、 顧 客 名 、 特 定 保 安 情 報 の 内 容 、 原 因 、 処 置 事

項 、 担 当 者 等 ） に 必 要 事 項 を 記 載 す る こ と 。  

（ 監 視 員 の 配 置 場 所 及 び そ の 体 制 ）  

第 ５ 条  監 視 員 は 、 第 ２ 条 第 ２ 項 の 集 中 監 視 セ ン タ ー 又 は 前 条 の 業 務 が 円 滑

に 実 施 す る こ と が で き る 場 所 に 常 時 配 置 す る も の と す る 。  

２  当 該 集 中 監 視 セ ン タ ー の 監 視 員 は 当 直 に よ り 対 応 す る も の と し 、 ○ ○ 人

で の 交 代 制 と す る 。  

（ 保 安 確 保 機 器 の 設 置 の 計 画 ）  

第 ６ 条  規 則 第 ４ ５ 条 第 １ 号 及 び 第 ４ 号 の 保 安 確 保 機 器 は 、 告 示 第 ５ 条 の 基

準 に 適 合 す る よ う 設 置 す る も の と し 、 毎 年 度 初 に 当 該 年 度 に 設 置 期 限 が 満 了

と な る 機 器 、 交 換 を 要 す る 一 般 消 費 者 等 の 氏 名 及 び 住 所 を と り ま と め 、 ○ 月

か ら △ 月 ま で の 間 に 適 宜 交 換 を 行 う も の と す る 。  

（ 附 則 ）   

こ の 運 営 管 理 規 程 は 平 成  年  月  日 か ら 施 行 す る 。  
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